
        
            
                
            
        

    















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　この家出女神の捜索を！




幕間　駄女神劇場①




第二章　この不死の王にダンジョンを！




幕間　駄女神劇場②




第三章　この引きニートに今こそチートを！




幕間　駄女神劇場③




第四章　この邪神の使徒と決着を！




幕間　駄女神劇場④




最終章　この旅路に終止符を！
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電子書籍特典　書き下ろし短編『アクセルの街の名物女神』
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　いい年した自じ称しよう女め神がみが家出した。

　お前は何を言っているんだと言われそうだが本当の事なので仕方がない。

　アクアが書き置きを残して屋や敷しきを出て行った。

　そして、残された俺達はといえば──




「さて、冒ぼう険けん者の皆みな様さまに集まって頂いたのは他ほかでもありません。この街に、魔ま王おうの軍勢が襲しゆう撃げきに来るとの噂うわさについてです」




　アクアを追い掛かけるのではなく、冒険者ギルドへやって来ていた。

　間の悪い事にギルドから招集を受けたのだ。

　そんなもの放ほうっておいてアクアを追い掛けたいところだが、この街の防衛に関してはちょっと気になる。

　ギルドのテーブルが円を描えがくように並べ直され、そこには街中の冒険者達が、互たがいに顔を合わせられる形でところ狭せましと席に着いていた。

　呼び出しの内容は、魔王の手先によるアクセル襲撃計画への対策らしい。

　現在捕ほ縛ばく中のセレナを尋じん問もんしたところ、指揮官であるセレナが不在でも、既すでに街への襲撃計画は止められないとの事。

　どうにも良くない状じよう況きように皆みんなが顔を顰しかめる中、魔法使いの女性が手を挙げた。

「それって、いつぐらいに攻せめてくるって分かってるんですか？　規模はどのくらい、とか。来ると事前に分かっているなら、王都の騎き士し団に救きゆう援えん要よう請せいをすれば……」

　その言葉に他の冒険者も頷うなずくが、司会進行をしている受付の、確かルナといったお姉さんが首を振ふる。

「先日捕とらえられた幹部の話ですと、計画当初はアクセル内部からの手引きも考え、少数部隊による襲撃が計画されていたようです。しかし、指揮官が捕らわれた今、その身み柄がらを取り返そうとしてくるでしょう。となれば、敵の規模は増大すると予想されます」

　仮にも魔王の幹部だもんな、そりゃあ生きていれば助けに来るか。

「正確な数は分かりませんが、駆かけ出し冒険者ばかりのアクセルの戦力では、厳しい戦いが予想されます。そして、王都への救援要請ですが……。実はここへの襲撃と同時進行で、魔王軍主力による王都襲撃も計画されているらしく……」

　ルナは泣きそうな顔でため息をこぼしながら、

「なのでハッキリ申し上げまして、援軍は期待できないものと思って下さい。なにせ、国の中ちゆう枢すうが落ちてはどうしようもありません。各街のギルドにも既に襲撃計画が知らされ、腕うで利ききの冒険者や兵士達は、現在続々と王都へ向かっております。なので、この街は我々だけで守らなければなりません……」

　それだけ告げると、暗い表情のまま冒険者達を見回した。

　つまりは、デストロイヤー以来の街の危機という事だ。

　状況を把は握あくした冒険者達が、思い思いに意見を言い合う。

　街の門を完全封ふう鎖さして閉じこもる、街の周囲に落とし穴を掘ほりまくる、住人にも武器を取ってもらい、臨時の自警団的なものを……等々。

　そのどれもこれもが、多少の効果はあるかもしれないといった程度のもので、街を守れる決定打になるものは少ない。

　しかし、冒険者達からは機動要よう塞さいデストロイヤーの時のような、悲ひ壮そう感や絶望感は感じられない。

　単純に戦力差があるというだけで、相手は武器も通じる魔王の手下だ。

　低レベルな冒険者達といえど、この場の全員が団結すればなんとかなる。

　ギルド内には、そんな明るく前向きな意見が飛び交かっていた。

　…………どうしようか。

　俺がここに来たのは、アクア捜そう索さくのため皆の手を借りたいってのがあったんだが……。

　……アクセルを守ってからアイツを捜さがしに行くか？

　でもアクアは、魔王軍が王都を襲おそい、城が空になる時こそチャンスだとか言っていた。

　となると、時間が経たてばあの鉄てつ砲ぽう玉だまみたいな女神は魔王の城へ乗り込んでしまう恐おそれがある。

　というかレベル一の俺が街に残っても出来る事はたかが知れてる。

　しかし、皆で一いつ致ち団結して街を守ろうってこの雰ふん囲い気きで、俺達は仲間を追い掛けるために旅に出ますとか、ちょっと言い出しにくいなあ……。

　なんというか敵前逃とう亡ぼうする言い訳みたいなんだが……。

「佐さ藤とう。……佐藤和かず真ま。アクア様の姿が見えないがどうした？」

　腕を組み悩なやむ俺に、突とつ然ぜん声を掛けてきたヤツがいた。

「……？　……なんだ、ヤマザキか」

「ミツルギだ！　いい加減にボクの名前を覚えてくれ、もう掠かすりもしてないじゃないか！　な、なあ、いつものそれは、本当はワザとやっているんだろう？　……ま、まあいい、そんな事よりアクア様はどうしたんだ？　今日は一いつ緒しよじゃないのか？」

　そこにいたのは、二人の取り巻きの女の子を引き連れた魔ま剣けん使いのソードマスター、ミツルギだった。

「アクアなら書き置き残して家出しちゃったよ。ていうかお前、なんでこの街にいるんだよ。新聞とかでも王都で活かつ躍やくしてるのをちょこちょこ見るぞ。王都がピンチなのに応援に行かなくてもいいのか？」

　俺がミツルギに尋たずねると。

「アクセルの街が危ないと聞いて援軍に来たんだ。ここはアクア様が拠きよ点てんにしている街だからね。……しかし、家出？　とうとうアクア様に愛あい想そを尽つかされたのか？　肝かん心じんのアクア様は今どこに？」

　ミツルギがアクアの家出に食い付いてきた。

「アクアがどこほっつき歩いてるのかは俺だって知りたいよ。アイツ、魔王退治に行くって書き置き残して、夜中の内に出てっちゃったみたいでさ。深夜便の最終馬車を使っていれば、今いま頃ごろはアルカンレティアだろうな。魔王の幹部が減ったから、今なら魔王城の結界を破れそうなんだとさ」

「魔王退治!?」

　ギルドにミツルギの声が響ひびき渡わたった。

　その大声と内容に、辺りがシンと静まり返る。

　そんな中ミツルギが俺の胸むな元もとを摑つかみながら、

「魔王退治だと？　アクア様は、たった一人で魔王退治に旅立ったのか!?　キミはこんな所で何をやっているんだ！」

「いや何をやっているって言われても！　アクアがいなくなったのに気が付いたのがついさっきで、そのあと招集があったから、ここにこうしているんだろうが！」

　その、俺とミツルギのやり取りを聞いていた、ギルド内の冒険者達が……。

「アクアさんが一人で旅に!?　おいおい、無む茶ちやだろそれは」

「あの人を一人で旅に出させるなんて、無む謀ぼうにも程ほどがあるだろ！　しかも深夜便って、アンデッドホイホイじゃないか！」

「アクアさんの生活力の無さは筋金入りよ。あの人、この街に住んでもう長いはずなのに、今でもたまに迷子になったりするのよ？　魔王の城になんて行けるわけないじゃない！」

　まるで蜂はちの巣を突つついたような騒さわぎになった。

　というか、今さらだが散々な言われようだ。

「落ち着いて！　皆さん、落ち着いて下さい！　……この中で、今日、アクアさんを見かけた人はいませんか？」

　ルナが声を張り上げると、ギルド内が一いつ瞬しゆん静まり返る。

　やがてそこかしこでアクアについての情報が飛び交うが、有力な手掛かりは得られない。

　何というか、アクアは俺の知らない間に色んな人と交友を深めていたようだ。

　俺ですらあまり話した事のない冒険者までもが、皆、アクアの身を案じている。

　……アイツ、意外に人望あったんだなあ。

　これだけ交友を深めていたら、傀儡くぐつ化した冒険者達の手の平返しにショックを受けるのも仕方ないのかもしれない。

　……でもこれだけ色んな人に心配掛けているのだ、アクアを見つけたら泣くまで説教してやろう。

　そのためにはまず……！

「こ、こうしちゃいられない！　ボクはアクア様の後を追う！　佐藤和真、キミはどうするんだ!?　もちろん後を追うんだろ？　ボクと一緒に行くかい？」

　ミツルギに先に言われた。

「こ、困りますよ！　ミツルギさんのような高レベル冒険者には、王都かこの街の防衛をお願いしたいのですが……！　アクアさんの捜索願いについては、各街のギルドへ至急伝達しますから……！」

　ミツルギのその言葉に、ルナが慌あわてて言ってくる。

　……と、その時。

「おい、行かせてやれ！」

　昼間から酔よっ払ぱらったくすんだ金きん髪ぱつのチンピラが、突然怒ど声せいを浴びせ掛けた。

　目つきの悪いチンピラは、椅い子すに腰こし掛かけながらだらしなく足を投げ出し。

「この街の防衛ぐらい、ここにいる連中だけでどうにでも出来んだよ。おい姉ちゃん！　お前が知らないだけでなぁ、ここには高レベル冒険者がたくさん居るんだからな。女を二人も連れたハーレム野や郎ろうなんかに頼たよらず、俺達に頼れや！」

　そんな、カッコイイのだか悪いのだかよく分からない事を言い出した。

　チンピラことダストの傍そばには、オロオロしながら、その暴言を止めようか止めまいか迷っているゆんゆんの姿がある。

　そして、ダストを止めるでもなく面おも白しろそうに騒ぎを眺ながめるのは、ダストと同じパーティーのキース達。

　ゆんゆんにもついにギルドで一緒にたむろする友人達が出来たのは良いい事だが、友達は選んだ方が良いと思う。

　しかし、高レベル冒ぼう険けん者がたくさん居る？

「いえ、そうは言いましても……！　この中に、レベル二十以上の冒険者の方はどれだけ居ますか？　レベル十以上から二十未満の方が殆ほとんどだと思います。冒険者の基本としまして、レベル二十を超こえると、この街を出てもっと実入りの良いモンスターが生息する地域へ拠点を移すのが慣習となっています。ですのでこの街には、レベル二十以上の方が数人居れば良い方でしょう……」

　俺が首を傾かしげていると、ルナが困った表情を浮うかべながら説明する。

　というか、普ふ通つうはレベル二十を超えたら拠点を移すのか。

　俺達の場合はこの街に家があるからそんな事は気にしなかったが……。

　毎回雑ざ魚こ相手に苦戦するからちっともそんな気はしなかったが、俺達って結構な高レベルパーティーだったんだなあ……。

　一番高レベルなめぐみんを筆頭に、レベル一になった俺を除いて、俺達の平均レベルは約三十といったところだ。

　普通の冒険者のレベルアップペースがどんなものかは知らないが、この一年あまりで強敵と渡り合ってきた俺達の成長速度は、間ま違ちがいなく速いと思う。

　と、その時だった。

　一人の冒険者の男が立ち上がり、ポツリと言った。




「俺、レベル三十二だけど」




「……えっ？」

　男の言葉に、ルナが驚おどろきの声を上げた。

　やがて、続いて他ほかの男が立ち上がる。

「あの……。俺、レベル三十八です……」

「えっ」

　その二人の男を皮切りに、ギルド内の冒険者達が続々と立ち上がり自分のレベルを告げていった。

　立ち上がったのは、誰だれも彼もがレベル三十以上の者ばかり。

　中にはレベル四十超えの者までいる。

　半信半疑だったルナが、その冒険者達のカードを確かく認にんして回ると……。

「……な、なぜ皆みなさん、これだけレベルが上がっているのに、この街に居たんですか!?　この街周辺のモンスターなんて、レベル上げの効率も悪いでしょうに……？」

　そんな、驚きと困こん惑わくが入り混じった声を上げた。

　それに対して一人の冒険者が、恥はずかしそうに頭をかく。

「そんなの、この街が好きだからに決まってるさ」

　そんな、胸が熱くなるようなカッコイイ事を…………。

　……俺は気付いてしまった。

　この街に彼らが残っているその理由を。

「み、皆さん……！　……守りましょう！　いけます、いけますよ！　これだけ腕うで利ききの冒険者が揃そろっているなら、きっとこの街を守れます！　頑がん張ばりましょう！　皆さん、力を合わせてこの街を…………！」

　ルナやギルド職員達が感極きわまって涙なみだぐみ、そんな事を言う中で。

　俺は、立ち上がった高レベル冒険者達が、男しかいない事に気が付いていた。

　そしてそんな彼らの顔には見覚えが。




　…………サキュバスの店の常連さん達じゃないですか。
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　ギルド内が異様な盛り上がりを見せる中、そんな冒険者達を気にもせず、ミツルギが地図を取り出しテーブルに広げた。

「ここだ。ここが魔ま王おうの城だよ」

　ミツルギがそう言って指差したのは、地図の北西に位置する、黒い城のマークが描えがかれた場所だった。

　そして、魔王の城のずっと南下した所には、王都の城のマークがある。

「見ての通り、魔王の城へ行くなら王都へテレポートで送ってもらい、そこから徒歩で向かうのが一番早い。王都と魔王の城の境界線となる国境付近には、以前佐藤が出向いた砦とりでを筆頭に、要よう塞さい化した小さな街がたくさんある。そこで食料の補給も出来る事だろう」

　ミツルギが、俺達に説明しながら魔王城へのルートを指でなぞる。

　と、それに対して、俺の隣となりに座っていためぐみんが口を開いた。

「……あのアクアが、果たしてそんな風に素す直なおに向かうでしょうか？　きっとややこしく考えたり妙みような事を始めたり……。ともかく、何かしら余計な事をして、真っ直すぐは向かわないと思うのですが。案外出発準備にモタモタして、まだアクセルの近くにいるかもしれません」

　そんな、アクアの行動をよく分かっている発言に、ダクネスもコクコクと頷うなずいていた。

　もちろん俺もそう思う。

　というかアイツの事だ、途と中ちゆうでヘタれて及および腰になり、俺達が追い掛けて来ないかと少しだけ期待しながら、出来るだけ遠回りで安全なルートを使う。

　なんならその道中でもあちこちの村に立ち寄りながら、好こう奇き心しんに任せて余計な事をするはずだ。

　地図をしばらく眺め……。

「遠回りだけど、アルカンレティアからも魔王の城へ行けるんだな」

　俺はポツリと呟つぶやいた。

　水の都アルカンレティア。

　アクシズ教の総本山であり、そこから北東に向かうと紅こう魔まの里へと繫つながる。

　そして、アルカンレティアから北西方面には、あまり整備されていないためなのか、細いながらも魔王城へと至る道が記されていた。

　アクアの思考を予想してみよう。

　家を飛び出し、最初は意い気き揚よう々ようと旅に出る。

　だが、あの手紙の追つい伸しんの部分から察するに、内心では既すでに結構ヘタれていた事だろう。

　となると、一人で行くのは怖こわがるはずだ。

　先さき程ほど、意外と高レベル冒険者もいる事が判明したが、基本的にこの街の冒険者は駆かけ出しが多い。

　アクアが人でも雇やとおうとするなら、もっと先に行った街で腕利きを捜さがすのではないだろうか。

　そして…………。

「どうせアイツの事だから、この街で最初に仲間を募ぼ集しゆうした時みたいに、メンバー募集のハードル上げるんだろうなあ……」

　俺とアクアがまだ二人で行動していた頃ころ、パーティーメンバーの募集要よう項こうに上級職に限ると書いて、結局めぐみん一人しか来なかった事を思い出した。

　あの頃は、カエル五匹ひき討とう伐ばつのクエストですら手に余って、メンバー募集をしたんだっけ。

「最初の頃を思い出しますね。確かあの時、私はお金も尽つきて何日もご飯を食べていない状態で、たまたま目についたメンバー募集に……」

　めぐみんも、当時を思い出したのか、懐なつかしそうにそんな事を……。

「そして私も、カエルの粘ねん液えき塗まみれになったアクアやめぐみんを見て、このパーティーに入る決心をしたんだったな。粘液塗れで泣き喚わめくアクア、身動き取れずにカズマにおぶわれるめぐみん。そんな二人を見て、これなら不器用な私でもいけるかもと……あっ、あっ！　よせめぐみん、本当の事じゃないか！」

　ダクネスの髪かみを引っ張り始めためぐみんをよそに、俺は地図の上を指でなぞる。

「アクアの向かうルートはこうだな。王都へ行かず、以前旅した事のある経路で行くと思う。乗合馬車でアルカンレティアに向かい、そこで腕利きの冒険者を雇おうとするだろうが、どうせ高望みして仲間が誰も集まらないだろう。そして、どうしようもなくなって、一人で行くのは怖いと、アルカンレティアのアクシズ教徒達に泣きつくんじゃないか」

「……うむ、間違いないな」

「その様子が手に取るように想像出来ますね」

「い、いや待ってくれ。アクア様を何だと思ってるんだキミ達は」

　俺達の完かん璧ぺきなアクアの予測に、ミツルギだけが異を唱えた。

　そういやコイツは、未いまだにアクアがどんなヤツかを知らないのか。

「色々言いたい事はあるかもしれないけど、多分このルートで間違いないよ。俺達は伊達だてに長い付き合いじゃない。既に大分先に進んでるとはいえ、アイツはトラブルに巻き込まれたりもたくさと時間を掛かけて旅すると思うから、今から追い掛ければ追い付けるだろ」

　俺の言葉にミツルギは、半信半疑ながらも頷くと、

「……キミが言うならそうなんだろうね。……時刻は昼か……。急げば、今日の乗合馬車の観光用の便には間に合いそうだな。アレは速度がゆっくりだけど、大金をはたいて……。うん、その後強行軍をすれば、アクア様には追い付けるだろう。それじゃあ……」

　そう言って、急せくように立ち上がった。

　そんなミツルギを見ても、もうルナは止めはしない。

　事情が事情だ、このまま行かせてくれるのだろう。

　ルナもアクアの事を気に掛けてはくれているのかこちらを見て少しだけ微笑ほほえむと、大声で冒険者達に呼び掛けた。

「では冒険者の皆さん、これから班分けをします！　既にパーティーを組んでいる方は集まって下さい！　それぞれに部隊番号と、防衛時の役割を振ふりますので…………」

　それを聞いて冒険者達は、思い思いに小さな集団になってルナの前に立つ。

　俺とめぐみん、ダクネスは、ミツルギと取り巻き二人と共に、離はなれた所に立っている。

　やがて、冒険者達がパーティーごとに番号を貰もらっていく中……。




　ゆんゆんがポツンと取り残されていた。




　……あかん、あの子はこういった、仲間同士とか班分けが苦手な子だった。

　ゆんゆんはオロオロと周囲を見回した後、やがて知り合いであるダスト達のパーティーの傍そばに近付くと、そこに加わるでもなく離れるでもない微び妙みような距きよ離りで、遠えん慮りよがちにポツンと立った。




　──ところを、早さつ速そくダストに絡からまれた。




「おい、何やってんだよ。ここはお前のいるところじゃねーから」

　ダストのあんまりと言えばあんまりな言い草に、俺も初対面の頃は絡まれた事を思い出し、そういえばコイツはこんなヤツだったと息を吐はく。

　最近では少しは丸くなった気がしていたのだが、あくまで気のせいだったらしい。

「あ、あの……。ご、ごめんなさい…………」

　ゆんゆんが、ペコペコと謝りながら、ダスト達から離れようとする。

　これは幾いくらなんでもあんまりだろう。

　流石さすがに、ちょっと注意しようとした、その時。

「どこ行こうってんだよ。お前の居場所はあそこだろうが」

　項うな垂だれたままその場からトボトボと離れようとするゆんゆんを、ダストが捕つかまえ俺達の方へと引っ張ってきた。

「…………？」

　連れて来られたゆんゆんが、キョトンとした顔で不思議そうにダストを見上げる中、

「お前は多分この街で、一、二を争うぐらいの実力者だろ。そこのいけ好かない魔ま剣けんの兄ちゃんと、本物の紅魔族であるお前が手を組めば、案外魔王相手にも良いい勝負が出来るんじゃねーのか？　おめー、ちょっとクソ迷めい惑わくな魔王のとこまで行ってきて、俺達の代わりに一発キツいのかましてこい」

「おい、ゆんゆんが本物の紅魔族なら私は何魔族なのかを言ってもらおうか」

　ダストの言葉にめぐみんがいきり立つ中、なおも戸と惑まどいを浮うかべて見上げるゆんゆんに、

「こいつらだけじゃどうにも心配だ。アクアのねーちゃんを連れ帰って来るだけならいいが、どうせこいつらの事だ。また、ろくでもない事に巻き込まれるかもしれないしな。なんちゃってアークウィザードじゃない、本物のアークウィザードのお前が付いて行ってやれ。……なに、お前はテレポートが使えるだろ？　いざって時にはこいつら置いて、一人だけでも帰って来ればいい」

　このチンピラ、最後にサラッと何言ってくれてんだ。

「おい、なんちゃってアークウィザードが誰だれの事を指しているのか教えてもらおう！」

　めぐみんが、ダストに詰つめ寄るそんな中。

「──わかりました。私、アクアさんの手助けに行って来ます！　と、友達……を、助けるのは当たり前ですし……」

　ゆんゆんが、恥はずかしそうに口くち籠ごもりながら笑え顔がおを見せた。

　一連の流れを聞いていたルナは、上級魔法を使えるゆんゆんの離り脱だつに少し渋しぶい顔をしていたが、チンピラに絡まれるのが怖いのか口出しはしてこない。

「紅魔族は売られた喧けん嘩かは買う種族です。その喧嘩、買おうじゃないか。ほら、外へ出るがいい！」

　めぐみんがダストの服を摑つかんでグイグイと外に連れ出そうとする中、ミツルギは爽さわやかな笑みを浮かべ、ゆんゆんに片手を差し出した。

「どうやら決まったみたいだね。それじゃあ、……ゆんゆんって言ったかい？　一いつ緒しよに行こうか。アークウィザードだなんて心強いよ。パーティーも決まっていないみたいだし、なんならこの旅が終わった後も、ボクのパーティーに入ってずっと一緒に居てもいい」

「あの……。そ、それは、結構です……」

　ゆんゆんは、差し出してきたミツルギの手をオズオズと摑んで軽く握あく手しゆすると、パーティー入りは断った。

「…………」

「だ、大だい丈じよう夫ぶよキョウヤ！　私達が居るじゃない！」

「そ、そうよ！　アークウィザードが入ってくれればバランスはいいけど、彼女はこの街でも有名な魔法使いだし……！　だから、ほら、仕方ないって！」

　ちょっと傷ついた表情のミツルギが、取り巻き二人に慰なぐさめられている。

「ダストくーん！　ダストくーん!!　イケメン様の勧かん誘ゆうが失敗したよ！　ナンパするみたいに手を差し伸のべたけど、イケメン様だって振られるんだよ！」

「ぶひゃひゃひゃ、ざまあー！　ぼっちで有名なコイツでも、友達ぐらいは選ぶってよ！」

「ち、違ちが……！　わ、私なんかが入っても、迷惑掛けそうだって意味で……！　ちちち、違うんです……！　カズマさん、ダストさん、違うから止やめてください！」

　俺とダストがここぞとばかりにミツルギをからかうと、ゆんゆんが慌あわててフォローに入る。

「ウ、ウザ……ッ！　この二人、ほんとにウザッ！　キョウヤ、こんなモテなそうな二人の言う事なんて、気にしちゃ駄だ目めだからね！」

「ちょっとチンピラ、あんたあっちに行ってなさいよ！　ほら、しっしっ！」

　取り巻き二人が嫌いやな顔をする中、ミツルギはなんとか立ち直ると。

「そ、それじゃあ、そろそろ行こうか……。アクア様を追い掛けるのは、ボクと、ボクの仲間の二人。そして、佐藤を始めとしたキミ達四人だね。……でも、ボクはこの旅は好機だと思っているよ。魔王軍が街や王都へ攻せめ入ると言うのなら、魔王の城には最低限の敵しかいない事だろう。結界で守られていると油断しているところを、アクア様が結界を解いて、ボク達が乗り込む。……どうだろう、上手うまくいくと思うんだが」

　コイツ、アクアと似たような事言うなあ。

　というか、この空気の中でこれを言うのも何なのだが……。

「悪い、俺はアクアを追い掛けるつもりはないんだ。ここに来たのも高レベル冒険者にアイツを捜さがしてもらうつもりで依い頼らいを出しに来たんだよ。だって、今の俺ってレベル一だし」

　そんな俺の言葉に。

「レ、レベル一？　なぜそんな事になったんだ。ただでさえ弱いキミが、それじゃあ……」

「おっと、そんなただでさえ弱い俺に何度も負けてるお前が言うなよ！」

　そりゃあ俺だって、コイツみたいなチート魔剣が使えるのならアクアを追い掛けるのにやぶさかではない。

　しかし、今の俺は素すのステータスだって一いつ般ぱん人並み、いや、現代っ子な俺はヘタしたらそれ以下なのだ、こんなんで旅に出るつもりはない。

「いや、それよりも佐藤和真！　アクア様と長く一緒にいたのに、人に任せるつもりなのか!?　お前はそれでも……！　……待ってくれ、今もう一つ気になる事を言ったな。ボクが何度も負けてるって言ったのか？　ボクが負けたのは、魔剣を奪うばわれたあの時だけじゃ……」

　ミツルギが何かを悩なやみ込みながらブツブツと呟つぶやき出す中、不安そうな表情を浮かべためぐみんが言ってくる。

「カズマ、アクアを追い掛けないのですか？　レベルなら旅をしている道中で多少は上がると思うのですが……」

「追い掛けたいけど、今ならゴブリンとタイマン張っても紙かみ一ひと重えで殺される自信があるぞ。高レベルのめぐみんやタフなダクネスならともかく、俺が行っても足手まといだよ」

　俺の言葉に、同じくどこか不安そうなダクネスも、

「いや、そこは私がちゃんと守ろう。だからカズマ……」

「今回はアクアがいないんだぞ。つまりいつものウッカリミスで、俺が死んでも生き返る事が出来ないんだよ。お前らは今までの冒険で、俺を安心させられる自信があるなら言ってみろ」

　二人がフイッと目を逸そらす。

「……俺さ、アニメや漫まん画がでたまにいる、正義感や勢いだけで『行かなきゃ……！』とか言って一人勝手な行動した挙げ句、敵の人ひと質じちにされて迷惑掛けるヒロインが嫌きらいなんだ。だから、足手まといになるぐらいなら力のあるヤツに任せた方がいいと思ってる」

　今まさに、あのポンコツ女め神がみが勝手な行動をして皆みんなを心配させてるわけだが。

　何より、アイツの目的は魔王を倒たおして天界へ帰る事。

　追い掛けていって連れ戻もどしても、なんの問題解決にもなりはしない。

　と、何か言いたそうだったミツルギが深々とため息を吐き、頷うなずいた。

「……そうか、分かった。神器や特とく殊しゆ能力を得られたわけでもない上に、レベル一のキミはただの高校生だ。そんなキミに過か酷こくな旅をしろとは言わないよ。その代わり、ボクがアクア様を追い掛けて、そのまま魔王を倒してもいいんだね？」

「倒せるのなら倒してしまっていいと思うけど、それは死亡フラグってヤツだからな」

　まあ、とはいえ……。

「さっきお前が言ったけど、お前のパーティーにアクアとゆんゆんが加われば、結構魔王に対たい抗こう出来る気もする。バランス的には理想のパーティー構成だしな」

　肯こう定てい的な俺の言葉に、ミツルギが驚おどろきの表情を浮かべる。

　今までみたいな運や搦からめ手で何とかなりそうな相手でもなし、魔王とのラストバトルは本物のチート持ち主人公に譲ゆずろうと思う。

　というか、むしろ今までが上手くいき過ぎたのだ。

　俺は何の勝算も無しに、都合のいい奇き跡せきに頼たよるほど無む謀ぼうじゃない。

　レベル一になり完全に無力化してしまった事だし、そろそろ色物は脇わきに引っ込み、身の丈たけにあった冒険をすべきだ。

「めぐみん、ダクネス。俺は現状どうしようもなく足手まといだけど、お前らは立派な戦力なんだし、ミツルギと一緒にアクアを追い掛かけてくれ。俺は留守番してるからさ」

　俺はともかく、今の二人なら魔王相手でも対抗出来る。

　なら、魔王と戦う気のミツルギに付いていく方が世界のためだ。

　だがめぐみんは、しばらく何かを考え込むと。

「……いえ、私はここに残ります。自分でも使い勝手が悪いのは分かっていますからね。カズマの指示がなければ、きっと最初に出で遭あったモンスターにいきなり魔法を使い、後はお荷物です。一緒に帰りを待つとしますよ」

「……なら私も残ろうか。クルセイダーは誰かを守るのが務めだからな。アクセルの街の防衛の方が役立つだろう。それに……」

　ダクネスが何かを言いたそうにしながらチラチラとこちらを覗うかがう。

「……な、何だよ」

「……いや、何でもない」

　何だよ、言いたい事があるなら言ってくれよ。

　というか、ダクネスだけでなくめぐみんまでもが何か言いたそうにニマニマしていた。

　……何だコイツら、スティールすんぞ。




　　　　３




　ミツルギやゆんゆん達を見送ると、俺達は特に何もやる事もなく屋や敷しきに帰った。

「帰りましたよー」

　ドアを開けためぐみんが、誰もいないのに声を張る。

　……いや、声に引かれてちょむすけが、玄げん関かん先まで走ってきた。

「おっと、外には出しませんよ！　庭には危険な野菜が生えてますからね、収しゆう穫かくするまでは目の届くところで遊んでてください」

　外に遊びに行きたがるちょむすけを、めぐみんが捕つかまえ抱だき上げた。

　庭に生えてる野菜、コイツらがいない間に駆く除じよしてやりたい。

　と、中に入ったダクネスがどこか落ち着かなそうに辺りを見回す。

「……？　なんだよ、どうした？」

「あ、ああいや、大した事じゃない。いつもは皆で家に帰ると、アクアが真っ先にただいまを言っていたなと思って……」

　アクアの「ただまー」を聞けないのが寂さびしいらしい。

　……確かに、いつも騒さわがしいだけのヤツだけど、姿が見えないと落ち着かないな。

　アイツの姿が見えないと、目の届かないところで何かやらかしてないかと、別の意味で落ち着かないというのもあるのだが。

「おや、カズマに手紙が届いてますよ？」

　ドアポストを覗のぞいていためぐみんが、そう言って手紙を渡わたしてきた。

　一いつ瞬しゆん、迷子になったアクアが救きゆう援えん要よう請せいの手紙でも寄よ越こしたのかと思ったが、差出人の名を見て動きを止める。

「おっ、妹からの手紙だ！」

「アイリス様からの手紙だと言い直せ」

　どうでもいい事を突つっ込んでくるダクネスを尻しり目めに、俺はウキウキで目を通した──




『拝はい啓けい　落ち葉が舞まい落ち、雪精達がチラチラと顔を覗かせる季節となりました。

　こうして突とつ然ぜんお手紙を差し上げたのは他ほかでもなく、既すでに聞き及およびの事とは思いますが、魔ま王おう軍が総力を挙げて王都を襲しゆう撃げきする計画があるそうです。

　これを率いるのは魔王軍最後の幹部、魔王の娘むすめであると予想されます。

　魔王の娘は軍勢を率いるのに長たけていると言われており、武ぶ闘とう派はで知られる紅魔族の里を襲おそい、焼き払はらった過去も持ちます。

　今回の人類と魔王軍との戦いは激しいものになるでしょう。

　まるでお別れのような言葉になってしまいましたが、王都にはお兄様のような、黒くろ髪かみ黒目を持つ強い方々がたくさんいらっしゃいますので大丈夫です。

　なにせ現在王都には、あの紅魔族を始め、世界中から続々と精せい鋭えいの皆さんが集結中ですから……！

　先日、お兄様が魔王軍幹部、セレナを捕ほ縛ばくする際に一度命を落としたと聞きました。

　相変わらずのご活かつ躍やくは嬉うれしく思いますが、あまり危ない事はしないで欲しいです。

　王都と同じくアクセルの街への襲撃計画も立てられているそうですが、どうかご自愛のほどお祈いのり申し上げます。

　私の兄である事を、貴方あなたが誇ほこれるような妹に──


敬具




ベルゼルグ・スタイリッシュ・ソード・アイリス






　追つい伸しん　魔王の娘をやっつけたなら、お兄様は褒ほめてくれますか？』




「「「……………………」」」

　手紙を読み終えた俺達は無言になる。

　……えっ、ひょっとして結構ヤバいの？

　いや、セレナと話をした時、人類側が負けるだの言ってたけどさ。

　ていうか、私の兄である事を俺が誇れるようなとか、魔王の娘をやっつけたならとか、物ぶつ騒そうな気配を感じるんだけど。

「なあ、アイリスは出しゆつ陣じんしないよな？　こういう時って王族の血を残すため、お姫ひめ様さまとかは逃にがすもんだよな？」

「つ、通常であればな。……だがアイリス様は歴代王族の中でも、特に勇者の血が色いろ濃こく表れている方だ。魔王軍との防衛線である我が国が滅ほろぶのは、人類滅めつ亡ぼうの危機でもある。となると、人類の切り札として投入されるかも……」

　不安そうな表情を浮うかべたダクネスが、俺まで不安にさせる事を言ってくる。

「あの子なら大だい丈じよう夫ぶですよ、なにせこの私の部下で下したっ端ぱで左ひだり腕うでですから。きっと魔王の娘とタイマン張って、泣いて帰らせる事でしょう」

「お、お前、いい加減アイリスを雑に扱あつかってると偉えらい人に締しめられるからな」

　めぐみんは気楽に言うが、なんというかこう、胸の奥がモヤモヤする。

　セレナが街にやって来て、何も出来ず見ていた時に感じたモヤモヤだ。

　アクアといいアイリスといい、皆が大変な時に無力な自分が情けないのだろうか。

　いやでも、俺は昔からこんな感じだったはず。

　このモヤモヤには覚えがある。

　俺の初はつ恋こいの相手だった幼なじみの女の子が、不良の先せん輩ぱいのバイクの後ろに乗ってるのを見てしまった時だ。

　あの時は、仕方ないよなと自分に言い聞かせ引き籠こもりがちになってしまった。

　でも、この世界でもう一度やり直せる事になったのだ。

　クソッ、こんな時こそ本当にチートが欲しい。

　俺でも魔王に対抗出来る何かがあれば、今度こそ──

（この男、頭を抱かかえてウネウネしてますがどうしてしまったのでしょうか）

（年とし端はもいかないアイリス様でさえ出陣するかもと聞いて、自分の中で葛かつ藤とうしているのだろう。……よし）

　めぐみんと何かを囁ささやき合っていたダクネスが、コホンと咳せき払ばらいをすると。

「なあカズマ。どうせやる事がないのなら、これから気分転てん換かんに行かないか？　私達にとっての原点であり、宿敵でもある相手のところに」

　そう言って、楽しげな表情を浮かべて見せた。
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　俺達の原点にして宿敵といえば、もう説明する必要もないだろう。
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　俺はアクセルの傍そばに広がる平原で──

「俺はレベル一だっつってんだろ、気を抜ぬけばアッサリ死ぬ事を忘れんな！　ダクネス！　ダクネース！　早くカエルをなんとかしてええ！」

　ジャイアントトードに追い掛けられていた。

「いえダクネス、こっちをなんとかしてください！　もう首まできています！　過去最大級の吞のみ込まれ率でピンチです！」

　必死に叫さけぶめぐみんは、既に魔法を使い果たし、首まで吞まれてしまっている。

「お前はもう役立たずなんだからそのまま足止めしておけよ！　俺が吞まれたらポンコツのダクネスが攻こう撃げきを当てるまで助からないんだぞ！」

「カズマはカエルに吞まれた経験が少ないからそう言えるんです！　『食われる』というのは生き物として純じゆん粋すいな恐きよう怖ふを覚え……！」

「お前、もっと寒い日に吞まれた時はカエルの中ぬくいって言ってたじゃねーか！」

　めぐみんに言い返していると、俺を追うカエルを更さらに追い掛けていたダクネスが、抜き身の大たい剣けんを携たずさえながら叫びを上げた。

「カズマ、カエルが動いてどうしようもないから少しの間ジッとしていろ！　大丈夫だ、私を信じろ！」

「この状じよう況きようで信じられるか！　……あっ！　そうだよ、囮おとりスキルだよ！　なんでお前は攻撃しようと追い掛かけてんだ、囮スキルを使って誘おびき寄せろよ！」

「囮スキルのデコイなら、先ほどからずっと使っている！　カエル達だって学習もすれば進化もする！　連中の苦手な金属鎧よろいを着ているから、効果が薄うすくなっているのだ！」

　ちくしょう、肝かん心じんな時に頼りにならない！

　腰こしのワイヤーに手を伸のばし、後ろのカエル目掛けて投げ付ける。

「『バインド』──ッッッッ！」

　特注ワイヤーがカエルを拘こう束そくしたのを確かく認にんすると、俺は荒あらい息を吐はきながら足を止めた。

「やっぱ感情に任せてアクアを追い掛けなくて正解だったな」

「い、いや、待ってくれ！　カエルでなければちゃんとデコイは通用するのだ、今度こそ私を信じて欲しい！」

　必死になって言い訳するダクネスをよそに、俺は拘束したカエルにトドメを刺さした。

　これも自然の摂せつ理りだ、美味おいしく頂いてやるからな。

　仕留めたカエルに向かってナムナムと拝み、ワイヤーを外す作業に入る。

　……そう、ワイヤーを外す作業だ。

「……あれっ？」

　ここで俺は違い和わ感かんを覚えた。

　というか俺は、どうして〝スキルを使えている〟のだろう。

　冒ぼう険けん者カードを取り出しそれを見る。

　そこには、カエルを倒たおしたおかげで一だったレベルが二に上がり。

　そして──

「スキルポイントが入ってるんだけど」

　呆ぼう然ぜんと冒険者カードを眺ながめる俺を不ふ審しんに思ったのか、ダクネスが声を掛けてくる。

「どうしたカズマ、カードに何かあったのか？」

「……いやあ、何かあったといえばあったのかな。ていうか……」

　俺はダクネスに向けて不敵な笑えみを浮かべると。

「俺の時代が来たかもしれない」

　冒険者カードに記された、習得済みのスキル欄らんを見せ付けた──




「──まったく、何が俺の時代が来たかもしれない、ですか！　ダクネスもダクネスです、カエルに吞まれた私の事を忘れるだなんて、それでも仲間を守るのが仕事のクルセイダーですか！」

「「すいませんでした」」

　屋や敷しきに帰った俺達は、風ふ呂ろ上がりのめぐみんに説教されていた。

　とんでもない発見の前に、めぐみんの事を忘れていたのだ。

　ダクネスに自じ慢まんげにカードを見せた後、めぐみんにも見せびらかそうとし、頭の先までカエルに吞まれているのを見付け、慌あわてて救出したのだが……。

「私が特に腹が立つのは、ドレインタッチで魔力を寄越してきた事ですよ！　いつもはおぶってくれるのに、カエルの粘ねん液えき塗まみれになるのが嫌いやだったんでしょう！」

「よく分かってるじゃないか。……ま、待てめぐみん、今はそれどころじゃないんだって！　俺、スゲー発見したんだよ！　そんで、これから行く所があるんだって！」

　首を絞しめようとするめぐみんに、必死になって訴うつたえかける。

　これが上手うまくいけば伝説が始まるかもしれないのだ。

「ウィズだ！　今からウィズの店に行くぞ！　家で留守番するのはもう止やめだ！　ウィズの店で用事を済ませて、あのアホを追い掛けるぞ！」

　それを聞いた二人は、一瞬驚おどろきの表情を浮かべたかと思うと、飛びっきりの笑顔を見せた。




　　　　５




「フワーッハッハッハッ、フハッ、探してください！　なんという構って女め神がみか！　誰だれかが追い掛けて来てくれるのを心待ちにしながら、後ろをチラ見しながらの魔ま王おう討とう伐ばつの旅!?　ブワハハハハハハハハ！」

　例の書き置きを見せて説明したところ、バイト悪魔がさも楽しそうにゲタゲタ笑った。

「バニルさん、笑い過ぎですよ！　アクア様が一人で旅に出ちゃったんですよ!?　ああっ、どうしましょう……。きっとアクア様の事ですから、また何かに巻き込まれて泣いていたり……！　先日アクア様が言っていた、私が成じよう仏ぶつすれば……って話は、お城の結界を解くためだったんですね……」

　そんなバニルを咎とがめながら、ウィズがオロオロと狼狽うろたえアクアの手紙を読み返していた。

　俺はある物を買うために、ウィズ魔道具店へとやって来たのだが……。

「バニル、レベルリセットポーションをあるだけくれ！　ボッタクリ価格でもいいぞ！」

　それを聞いたバニル以外の三人がギョッとする。

「お、おいカズマ、そんな物をどうするつもりだ？」

「レベルをリセットするんだよ！　俺のレベルを上げ下げして、チート主人公に成り上がるんだ！」

　レベルが下がっても覚えたスキルは失われない。

　余らせていたスキルポイントもレベルを下げられても残されていた。

　そしてここでは、カエルを倒しただけでレベルが上がり、その度たびにスキルポイントを得られるのだ。

　なぜ今まで誰もやらなかったのかと思うほどのスキルポイント無限増ぞう殖しよく法。

　俺はこの新発見を、嬉き々きとして皆みんなに伝えようとするが──

「……なるほど、なるほど。面おも白しろい事を考えるな人間は。レベルを何度も下げて、再び上げ直し、スキルポイントを稼かせぐと。……でもまあ、普ふ通つうはそれが出来てもわざわざやらないだろうな」

　俺をジロジロと眺めながら、バニルが面白そうに頷うなずいた。

　人を無許可で見通して、先に言うのは止めていただきたいのだが。

「……やらないの？　なんで？　スキルポイント稼ぎ放題じゃないのか？」

　俺の疑問に、鼻で嗤わらうバニルにイラッとする。

「普通はそこまでスキルポイントに困らぬのだ。人は誰しもが、生まれながらにある程度のスキルポイントを持っている。まあ、一いつ般ぱん的に才能と呼ばれるものだ。あの忌いまわしい女神は、アークプリーストになった時、初期のポイントだけであらゆるスキルを取っていたであろう？」

　……そういえば、アクアはあらゆる宴えん会かい芸に加えて全すべてのアークプリーストの魔法を取ったとか言っていた。

　……あれっ？

　俺って初期ポイントがゼロだったんだけど、才能が全くないって事ですかね？

　葛藤している俺の内心をよそに、バニルが続ける。

「あのチート女神はあくまで規格外としてもだ。たとえば、生まれながらに魔法使いの高い素養を持つ紅魔族はほとんどの者が上級魔法を習得している。それはアークウィザードになった時、最初に持っているスキルポイントで上級魔法を習得するからだ。最初のポイントだけでは習得に届かない場合でも、連中は養よう殖しよくと呼ばれる経験値稼ぎや、スキルアップポーションという物を使い、魔法を覚えられるまで仲間を手伝ってやるのだ。上級魔法さえ覚えれば、後は一人で簡単にレベルを上げられるからな」

　一人だけ上級魔法を覚えていない例外が俺の隣となりにいるんですが。

　まあ、めぐみんやダクネスも、スキルの振ふり方がおかしいだけで、真っ当なスキル振りをすればポイントに困る事は無いのか。

「……それでも、誰だってたくさんのスキルポイントは欲しいもんだろ？　街の外のカエルを数すう匹ひき狩かれば、レベルの二つ三つは簡単に上がるんだし、駆かけ出し冒険者達でそれを毎日繰くり返せば、みんな、就ついている職業のスキルを最初から全部覚える事が……」

「…………その、カズマ……」

「……？」

　めぐみんが、恐おそる恐るといった感じで。

「……普通は、そんなに簡単にはレベルは上がりませんよ？　通常、レベル十まで上げるのに順調にいって一年。この駆け出しの街を出られる目標レベル、二十にまで上げるのに五年は掛かると言われています」

「めぐみんは爆ばく裂れつ魔ま法ほうで強敵をまとめて一いつ掃そうしてきたし、私は高い経験値の詰つまった食材で、人より早くレベルが上げられたのだ。しかしその、カズマは……」

　言い辛づらそうな二人をよそに、バニルが楽しげな声で言ってくる。

「生まれつき、才能の無い者ほどレベルが上がり易やすいのはこの世界の常識であるな！」

「「あっ！」」

　……無言でその辺の商品をいじくりだした俺の背中に、

「そもそもレベルをリセットするなどと簡単に言えるのは、貴様が異世界人だからだ。レベルを下げれば弱くなる。過か酷こくなこの世界に生きる者は、生き物の本能として一時的にでも自分が弱くなる事は受け入れられぬ。そんな事を抵てい抗こうもなく気楽に行えるのは、平和な世界の住人である貴様らぐらいのものだろう。そもそもが、爆裂魔法などといった特とく殊しゆなスキルを取ろうとしなければ、ベテラン冒険者になる頃ころには必要なスキルは揃そろっているものだ。貴様のように、いつまでも最弱職に就いている者など普通はおらん」




「「……異世界人？」」




　めぐみんとダクネスが、意外なとこに食い付いてきた。

　……そういえば、俺はまだこの二人には、遠くの国から来たとしか言っていなかったんだっけ。

「異世界の住人とはどういう事でしょう。カズマはこの世界の人ではないのですか？」

「……確かに以前、遠い国からやって来たとは言っていたが……」

　バニルめ、こんな時に余計な事を。

「その辺はいずれ話すよ。まあ、この世界の人がレベルリセットを嫌きらうってのは分かったよ。でも俺は特に気にならないし、レベルリセットポーション売ってくれ」

「残念ながら残っておらん。アレは本来禁制品であるからな。生産自体が禁止されている」

　えっ。

「ここまで引っ張っといてなんだよちくしょう！　お前、俺の事見通したんだから最初から何を欲しがってるかぐらい知ってただろ！」

「フハハハ、悪感情を馳ち走そうになりたかったからな！　とはいえ小こ僧ぞう、諦あきらめるにはまだ早いぞ。悪感情の礼として、我わが輩はいが良い事を教えてやろう」

　この野や郎ろう、アクアがいないからってここぞとばかりにからかいやがって！

「要はレベルを下げたいのだろう？　この世には、最悪と言われる状態異常攻こう撃げきの一つに、レベルドレインというものがある。これを使えるモンスターを上手く使えば……」

「な、なるほど！　それでレベルを上げ下げ出来るってわけか！」

　一いち縷るの光が見えてきた事で喜ぶ俺に、バニルは楽しげに頷くと、

「うむ、その通りだ。とはいえレベルドレインなんて凶きよう悪あくな攻撃を行うのは、一部の超ちよう大物アンデッドモンスターだけである。通常であれば遭そう遇ぐうする事すら稀まれな上、上手く使う事など無理な相手だ。……だが幸運な事に、ここには超大物のアンデッドにして友好的なリッチーがいる！」

「凄すごい！　どっかの女神とは違ちがって、お前ってたまに頼たよりになるよな！」

　どっかの女神と比ひ較かくされ、バニルが嫌そうに口元を歪ゆがめる中、

「あ、あの……。リッチーには確かにレベルドレイン能力がありますが、残念な事に状態異常を狙ねらって引き起こす事は出来ないんです。リッチーが敵意を持って攻撃するとランダムでどれか一つ、レベルドレインを始めとして、呪のろい、昏こん睡すい、魔ま封ふうじ、恐きよう慌こうなどの状態異常を引き起こします。さらには石化や即そく死しなんて致ち命めい的てきなものもあり……」

「そうか、それは残念。じゃあ、この話は無かった事に……」

　スキルポイント増殖法をあっさり諦めた俺に、めぐみんとダクネスがちょっとだけ呆あきれながらも、苦く笑しようを浮うかべて息を吐ついた。

　分かってるよ、俺だって命は惜おしい。

「人間、地道な努力が一番です。簡単に手に入れた強大な力なんて、いつかしっぺ返しがくるものですよ。そういったものには大きなデメリットもあるものですしね」

　めぐみんの言葉に、俺はふと、転生特典として連れてきたアクアの事を考えさせられた。

　アクアを選んだ当時、アイツに腹が立って目に物見せてやろうってのも確かにあった。

　けど俺がアクアのおかげで苦労したのは、『チートを与あたえる女神様を持っていけば最強じゃないか、一つだけ願いを叶かなえてやると言われ、願いの数を無限にしてくださいと願うようなもんじゃないか』と、そんなズルをした自分への罰ばつに思えてならない。

　しっぺ返しとデメリットという言葉が刺ささった俺が葛かつ藤とうしていると、

「魔王の城に侵しん入にゆうし、魔王を倒たおす。相手も側近に守られているのだ、今回ばかりは正攻法でなければ無理だろう。そう考えると、以前お前が言ったようにミツルギのパーティーとアクア、ゆんゆんという組み合わせは悪くない。アクアが魔王城の結界を破れるほどに魔王軍を追い詰めたのは、間違いなくお前の功績だ。お前は十分に役目は果たしたのだ、そろそろゆっくりしてもいい」

「そうですね。案外アクアの事ですから、そろそろ怖こわくなってきて帰路についている頃かもしれません。なら私達は、家でお説教の用意をして待ち構えておきましょう」

　と、ダクネスとめぐみんが珍めずらしく、そんな、俺を甘やかすような事を言ってきて……。

　…………いや、自分でも分かってはいるのだ。

　本音を言えばコイツらと一いつ緒しよにアクアを追い掛かけ、魔王討伐の願いを叶えてやりたい。

　そして、俺の唯ただ一つの自じ慢まんにして、なんならチート能力と言えなくもない運の良さ。

　──こればかりは仕方が無いと、諦めの苦笑を浮かべて慰なぐさめてくる二人を見て、覚かく悟ごを決めた。

「……なあ、ウィズ。テレポートの登録先を聞いてもいいか？」

　テレポートという魔法はどこにでも無制限に飛べるわけではない。

　転移先を登録しなければならず、登録数も三つまでだ。

　ウィズは、俺の言葉に首を傾かしげながらも頷くと。

「私のテレポート登録先は、この街の入り口に一つ。そして二つ目の登録先は、商売上の理由から最近紅魔の里に書き換かえました」

「よし、ウィズ。すぐさま紅魔の里の登録を余よ所そに書き換えるのだ」

　紅魔の里にウィズが出向く事の何が嫌いやなのか、バニルが顔を顰しかめる。

「最後の一つは、魔法の素材を集めるため、この大陸で最も深いと言われるダンジョンの入り口に……」

「そこだ！」

　最後の登録先を聞き、俺は思わず声が出る。

　昔、機動要よう塞さいデストロイヤー戦でコロナタイトという石をランダムテレポートで転送してもらった時、ウィズが世界最大のダンジョンを登録先にしていると言っていたのを思い出したのだ。

　そんなダンジョンともなれば、さぞかし豊富な経験値、もとい強いモンスターで溢あふれている事だろう。

　俺はウィズに頭を下げると。

「ウィズ、俺をダンジョンで鍛きたえてくれ。そして俺のレベルが上がってきたら、ダンジョン内でレベルドレインを使って欲しい」

「ええっ!?」

　ウィズが驚おどろきの声を上げる中、めぐみんとダクネスも慌あわて出した。

「カズマ、ちゃんと説明を聞いてましたか!?　リッチーの状態異常攻撃は凶悪です、石化や即死は論外ですし、あなたの体力では、体力を奪うばっていく呪いの状態異常ですら致ち命めい傷しようですよ!?」

「お前はいつも保守的なクセに、たまに無む茶ちやを言い出したりやらかしたりするのは何なのだ！　今はアクアが居ないんだぞ、死んだらそれで……」

　わちゃわちゃとうるさい、そんな二人に。

「ああもう、うるせー！　お前ら二人は今から街を駆け回って、使えるスキル持ってそうな冒ぼう険けん者に、片かたっ端ぱしから声を掛けといてくれ！　俺がダンジョンから帰ってきたら、直すぐにスキルを教えてもらえるようにな！」

　完全に開き直った俺は、もはや逆切れ気味に言ってのけた。

　紅魔の里の皆みんなに爆裂魔法しか使えない事を知られた結果、ネタ魔道士、補欠魔道士とからかわれ、魔王を倒して皆を見返してやりたい思いで一いつ杯ぱいのはずのめぐみん。

　本当は今すぐにでもアクアを追って行きたいクセに自分を抑おさえ、留守番するとのたまうダクネス。

　そして、一人じゃ心細いクセに、俺達を巻き込むまいと一人で勝手に旅立ったアクア。

　……どいつもこいつも。

　まったくもって、どいつもこいつも！

　普ふ段だんは好き放題に迷めい惑わく掛けるクセに、変な時だけお人好よしなのはなんなんだ！

　こんな気き遣づかいが出来るなら、最初からその姿を見せておけ！

「俺は巷ちまたでは、ろくでもない鬼き畜ちくみたいに言われてるが！　流石さすがにここで全部を人に任せて留守番するほどヘタレじゃないから！　リッチーの状態異常攻撃は、レベルドレイン、呪い、昏睡、魔封じ、恐慌、石化、即死だったか!?　その内、呪いと石化、即死がハズレなんだろ？　お前ら二人は長い付き合いなんだから知ってるだろ、強運な俺がそう簡単にハズレを引くか！　ほら、早く行って！　お前ら二人は、さっさと行って!!」

　アクアの口くち癖ぐせを真ま似ねながら、めぐみんとダクネスにシッシと手を振ふる。

「しょ、正気ですかカズマ……！　その、せめてレベルを下げる際にはアクセルに戻もどってきて、プリーストにブレスを掛けてもらってから、とか……！」

「ま、待つんだカズマ、それならモンスターの盾たて代わりに私も付いて行った方がよくないか……!?」

　俺は、ゴチャゴチャ喚わめきながら行くのを渋しぶる二人を、半ば強ごう引いんに店から追いやった。

　そして、改めてウィズを振り向くと。

「というわけだ。悪いんだけど俺を鍛えてくれないかな？　元魔王の幹部に、魔王を倒すのが目的の俺がこんな事を頼たのむってのは、筋違いだし図ずう々ずうしいとは思うんだけど……」

「そ、それは、私もアクア様が気になりますし構いませんが……。私一人ではカズマさんを守りきれる保証は出来ませんよ？　ダンジョンは広大です。道に迷う事もありますし、危険な罠わなも……。それにやっぱりなんといっても、私のスキルでカズマさんが死なないか……が……。……ああっ！　そうです！」

　渋い顔をしていたウィズが、突とつ然ぜんはたと手を打った。

「バニルさん！　バニルさんなら見通す力で、カズマさんに致命的な状態異常が発動するかどうか、事前に分かるのではないですか!?　そ、それに！　バニルさんなら、ダンジョンの正しい道や仕掛けられた罠も見通せるし」

「断る」

　ウィズが出した名案をバニルは一言で切って捨て、そして愉ゆ快かいそうに笑い声を上げた。

「フハハハ、そうだ、この悪感情のために小僧に懇こん切せつ丁てい寧ねいに色々教えてやったのだ！　美味である美味である、汝なんじら二人の悪感情、大変に美味であるわ！」

　うーんこの悪魔、いつか滅ほろぼしたい。

「魔王がどうなろうが知った事ではないが、なぜ悪魔であるこの我輩が、わざわざ女め神がみの手助けになりそうな事をしなくてはならぬのか！　ブワハハハハハ、愉快愉快！　女神なぞ旅の途と中ちゆうで道にでも迷い、その辺の雑草でも食はんであたって、ポックリ逝いってくれるが吉きち！　まあ、あやつ一人では間違いなく城には行けぬだろーて！　フワーッハハハハ！」

「バニルさん！　こんな時ぐらいは助けてくれてもいいじゃないですか、そんな事を言うなら私にだって考えがありますよ！」

　いつになくマジギレ気味のウィズを前に、バニルがおどけた仕草を取ってみせる。

「ほほう？　言ってみるがいい、この我輩が脅おどしなどに屈くつするなどとは……」

「バニルさんに内緒でコッソリ仕入れたこの商品群。流石に、量が量なので返品しようかなと悩なやんでいたのですが、やっぱり止やめに……ああっ！　そっちは返品する気のない大事な物ですから、持って行こうとしないで下さい！」

　俺は、商品を取られまいとするウィズと、揉もみ合いを始めたバニルに向けて。

「そういやバニル、お前には借りが一つあったよな。ダンジョンから無事に帰れたら、その時の借りを今こそ返すよ」

　そんな事をポツリと言った。

「……？　借りだと？」

　取り上げられた商品にすがるウィズの頭を上から押さえつけながら、バニルが不思議そうに尋たずねてくる。

「以前、俺がアクアに屋や敷しきを追い出された時にさ。夜中、屋敷に侵入するのを手伝ってもらっただろ。その時、ウィズの店でいらない高額商品を買い取るからなって約束したろ？」

「ほほう、あったなそんな事も。……ウィズ、貴様が仕入れたこのガラクタの数々が早さつ速そく捌はける事になったぞ！　だから……ええい、この手を離はなすのだ！　大事な物などこの中には一つも無い、我輩に言わせれば全すべてガラクタだ！　これらを全て売り払はらうぞ！」

「待って下さい、それはガラクタではありませんから！　持ってると、素す敵てきな出会いがあると言われるロザリオで……！」

　俺は、未いまだ激しく揉み合いをしている二人に告げた。




「ああ、悪いんだけど、買い取るのはそれじゃない。もう欲しい物は決まってるんだよ。それも、買い取ると多分バニルが大喜びするような…………」
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　深夜。

「分かったわね、ゼル帝てい。もし私の身に何かあったなら、あなたが世界を救うのよ？」

　眠ねむりこけるゼル帝を前に、私はお別れの挨あい拶さつを告げた。

　鳥小屋の中で深く眠るゼル帝は、女神である私を前にしているというのに目覚めようともしない。

　大物ね。

　元来、永く生きた上位のドラゴンほど眠ると言われているけど、女神の威い光こうを浴びて寝ねているこの子は、将来どうなってしまうのだろう。

「いい事、ゼル帝。私が酷ひどい目に遭あわされたとしても、敵かたき討うちに世界を滅ぼしちゃダメだからね？　お母さんはそんな事は望んでないから」

　私の事を大好きなゼル帝には、その辺をよく言い聞かせないと。

　目の前のゼル帝は、悪あく魔まの抜ぬけ殻がらにも物もの怖おじせず、それをベッド代わりに眠っている。

　女神や悪魔を恐おそれもしないこの子は、まさにドラゴンの帝王の名に相応ふさわしい。

　燃え上がるような真っ赤なトサカ、黄金もかくやという黄色い嘴くちばしに純白の羽う毛もう。

　お別れの前にゼル帝のフワフワ羽毛を撫なで回していると、足あし下もとに気配を感じた。

「なーに、漆しつ黒こくの魔ま獣じゆう。いつもやられてばかりだけど、今日はゼル帝もいるんだし負けないわよ？　攻こう撃げきの気配を見せたらゼル帝を起こしてけしかけるからね」

　足下で丸くなっているのは、なぜか私を目の敵にする謎なぞの魔獣、ちょむすけ。

　私を格下に見ているのか、平気でご飯のおかずやお菓か子しを持っていくのは止めて欲しい。

「……な、なによ、どうしたの？　今日はやけに甘えてくるわね」

　ちょむすけは、まるで頭を撫でろと言わんばかりに、無言で私の手に頭ず突つきしてくる。

　普段なかなか触さわらせてくれないクセに、これだから猫ねこはワガママなんだから、まったく。

　なによ、フワフワして柔やわらかいじゃないのまったく。

　……まったく！

「ひょっとして私が魔王討とう伐ばつに行くのを引き留めてるの？　でも甘いわね、ちょっとフワフワの毛並みを触らせたくらいで出発の日を延ばすと思ったら大おお間ま違ちがいよ。……でもそうね、お腹なかも撫でさせてくれるのなら、出発を明日あしたにするのもやぶさかじゃないわ」

　取引を持ち掛かけてはみたものの、お腹周りは譲ゆずれないのか、手を伸のばそうとすると爪つめを立ててくる。

「女神の柔やわ肌はだに爪を立てると罰ばちが当たるわよ。あなたからはたまに人外オーラを感じるけど、何なのかしら。猫のクセに相変わらずいい匂においがするし、ひょっとして石せつ鹼けんの神様でも目指してるの？　お風ふ呂ろの神様はダメよ、水の神様である私とカテゴリーが被かぶるからね」

　心外だとでも言いたげに、ちょむすけが私の羽は衣ごろもを齧かじってくる。

　それ、神器だから涎よだれ付けるのは止めて欲しいんですけど。

　と、その時ちょむすけが、ふと虚こ空くうに視線を向けた。

「あら、あなたも見送りに来てくれたの？」

　そこに居たのは、屋敷に住んでる地じ縛ばく霊れいの女の子、アンナ。

　普段は私をからかう事に魂たましいを懸かけているこの子だけど、今日は様子が違っていた。

「今日は真ま面じ目めな顔してどうしたの？　そろそろ成じよう仏ぶつする気になった？」

　私達の冒険話に飽あきたらその内自ら天に還かえるというから、この子を浄じよう化かせずに放置しているのだけれど……。

「まだちっとも飽きないの？　……そう。まあ、この世に未練を残す事なく天に還れるなら、それが一番だからね。でも、エリスに見付かっちゃダメよ？　あの子は頭が固いから、こういった融ゆう通ずうは利きかないからね？」

　アンナは私の忠告にコクコクと頷うなずくと、

「…………ねえ、そういう事言うのは止めて欲しいんですけど。それって死亡フラグって言うのよ？」

　もし私が帰らなかったとしても思い残す事がないように、最後にとっておきの話をしてくれと頼まれてしまった。

　私が芝しば生ふの上に座ると、普段はそんな事しないクセに、ちょむすけがのそのそと膝ひざに乗る。

「ねえ二人とも、そんな長期戦の構えを見せられると困るんだけど。ていうか、深夜便の最終馬車に乗れなくなるんですけど……」

　抗こう議ぎが聞こえているのかいないのか、ちょむすけがくあっとアクビする。

　何なのかしらこの子達は、魔王討伐の邪じや魔まをしてる自覚はないのかしら。

　でも、まあ……。

「仕方ないわね。それじゃあ貴方あなた達に、懐なつかしい話をしてあげるわ。……あれは、勤勉な私が天界でせっせと死者の案内をしていた時の事。ある日、世にも珍めずらしい死に方をしたジャージ姿の引きニートが送られてきて……」




　──長い付き合いでもある幽ゆう霊れい少女の願いだし、素直に聞いておく事にした。
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　──地下一階──

「フハハハハハ！　フハハハハハハハ！　失うせろ失せろゴブリンども、貴様らまとめてお客様の経験値になりたいのか！　貴様らのような経験値効率の悪い雑ざ魚こに用はない！　ほうれ、道を空けるがいい！」

　地じ獄ごくの公こう爵しやくにして元魔王軍幹部の大悪魔バニル。

　本来であればそんなラスボスみたいな存在が、現在俺達の先頭に立ち、ゴブリン達を追い散らしていた。

　地獄の公爵として相応しい、高貴で恐ろしい格好……。

　……ではなく、ステテコとサンダル、肌シャツというイカした格好で。

　そんな姿でダンジョンに挑いどむのはどうかと思うが、もうコイツに関しては気にしない。

　しかしそんな姿なのに邪悪そうな仮面はしっかり付けているのが、余計に珍ちん妙みような場違い感を醸かもし出していた。

「カズマさんやバニルさんと、こうして冒ぼう険けんが出来る日が来るなんて思いもしませんでした！　今日はいつもバニルさんに𠮟しかられている駄だ目めな店主じゃなく、かつて名を馳はせた大魔道士の実力を見せますからね！」

　俺の後ろからウィズが楽しげな声を上げる。

　俺は今、バニルとウィズが前後で守る形でダンジョンを侵しん略りやくしていた。

　今日のウィズからは、いつも困こん窮きゆうしている駄目店主とは違う頼たのもしさが感じられる。

　ただ……。

「バニルはともかくとして、その……。ウィズは、武器とか防具はいらなかったのか？」

　店で使うエプロンを着用したままのウィズの格好は、何というかバニルの姿とあまり変わらない場違い感がある。

　ステテコに肌シャツ、サンダル姿で風ふ呂ろ敷しきを背負った仮面の男に、エプロン姿の女性に一人だけ重装備の俺。

　端はたから見ると、一体どんな集団に見えるのだろうか。

「大だい丈じよう夫ぶです！　リッチーは魔法の掛かった武器や強い魔力を持つモンスターからの攻撃、もしくは魔法でしか傷付けられません！　これでも私はアンデッドの王ですからね！　実はこのダンジョンは、バニルさんと初めて会った場所なんです。私、張り切っちゃいますからね！」

　鼻息荒あらく返事をしてくるウィズに若じやつ干かんの頼もしさを感じつつ。

　俺はちょっとだけ、この二人に頼んだ事を後こう悔かいし始めていた。




　──地下五階──

「絶好調！　絶好調である！　今日の我わが輩はい、絶好調！　フハハハハハハ、オーガのくせに我が前に立ち塞ふさがるとは生意気な！　魔力を使うまでもない、素す手でで蹴け散ちらしてくれる！」

「ご機き嫌げんですねバニルさん！　でも、トドメはカズマさんに譲らないと経験値が……」

　バニルが身の丈たけ三メートル近くあるオーガと取っ組み合いを始め、その隣となりではウィズが、片かたっ端ぱしから他ほかのオーガ達に触っていく。

　触られたオーガ達は、ある者は泡あわを吹ふいて倒たおれ、ある者は気を失い動かなくなった。

　おそらくは、状態異常攻撃の呪のろいと昏こん睡すいを食くらったのだろう。

　そうして動けなくなったオーガにトドメを刺さすのが俺の仕事だ。

　経験値を貰もらうだけの簡単なお仕事ですと言いたいとこだが、流石さすがに無む抵てい抗こうの相手を仕留めていくのはクルものがある。

　しかし流石は、元魔王の幹部達。

　二人はオーガの群れなど物ともせずに、無む双そう状態で蹴散らしていた。

　ウィズのテレポートでやってきたこのダンジョン、最も大きく、最も深いとされるだけはあり、通路の幅はばや一階層ごとの天てん井じようは、ドラゴンすら余よ裕ゆうを持って闊かつ歩ぽできそうな広さと高さがある。

　ダンジョンに潜もぐって数時間。

　セレナとの戦いで一になった俺のレベルは早くも十を超こえており、そろそろ二十に差し掛かろうとしていた。

「多分、この最後のオーガで……。……よし、レベル二十！　二人のお陰かげでメリメリレベルが上がってくよ」

　俺は、バニルがサブミッションをかけて泣かせていたオーガに剣けんを突き立てトドメを刺すと、今のレベルを報告する。

　オーガから剣を抜いた俺は、その亡なき骸がらに手を合わせた。

　こういった、ゲーム感覚でのレベル上げってのは正直言って気が引ける。

　相手が知能もある人型のモンスターだからか、やはり心にクルものがある。

　でも、これも強くなるためだ、ごめんなさい。

　手を合わせている俺に向け、バニルが珍しく戸と惑まどいを見せてきた。

「ふむう、もうそんなにレベルが上がったのか……。冒険者としての才能が無いとは思っていたが、これ程ほどとは。うむ……。何と言うか、その……。まあ、レベルが上がり易やすい才能を持っていると逆に考えれば……」

「お前にだけは気を遣つかわれたくないんだけど。せめて、笑ってくれよ……」

　バニルが憐あわれんでくる中、ウィズが俺に向かって恐る恐る手を伸ばす。

「そ、それではいきますよ……？　バニルさん、大丈夫ですよね……？」

「うむ、問題ない。お客様の元気な未来が見えておるわ」

「お客様って止やめろよ、いつも通りでいいよ。それじゃあ頼む！」

　ウィズの手により、無事にレベル一まで下げられた俺は、ひとまずホッと息を吐はいた。

「……本当に成功したのか。良かったな」

「「えっ」」

　バニルの一言に、俺とウィズがギョッとする。

　こいつ今なんつった、ちゃんと結果を見通してくれたんじゃ……！

「フハハハハハ！　心配したか？　心配したか？　アレを買い取って貰うまでは、心配せずとも貴様の安全は保証しよう……、おおっと、素晴らしい悪感情、美味である！」

　そういやコイツはこんなヤツだった。




　──地下十階──

「な、なあバニル……。ここってどれだけ深いんだ？　もう大分歩いたんじゃないのか？　どのぐらい時間が経たったのか、ちっとも分かんないぞ。俺、ロクに飯の準備もしてないままここに連れて来られたんだけど」

　見通す悪魔のバニルとアンデッドのウィズ、そして暗視能力持ちの俺。

　全員が暗くら闇やみでも問題なく見えるため、灯あかりも無いままダンジョン内を進んでいたのだが、ゴールが見えない不安にかられた俺は、思わずバニルに尋たずねていた。

　時間の感覚が無いが、もう随ずい分ぶんと長い間ここにいる気がする。

「我輩の見立てでは、地下二十階が最下層のようだな。経過時間はそろそろ半日が過ぎた頃ころであろうか。食料なら我輩がちゃんと用意してあるから心配ない」

　バニルは、背中に背負った風呂敷包みをぽんと叩たたくと。

「……普ふ通つうなら、少しずつ少しずつ探たん索さくしていき、数ヶ月がかりで攻こう略りやくする規模のダンジョンである。道も罠わなも全すべて我輩が見通しているからこそ、こんな短時間でここまで来れているのであり、そこら辺を良く理解したならば、アレだけでなく他にも色々買ってくれてもよいぞ。……しかし、ここはなかなかに良いダンジョンだな。最下層まで行ってダンジョンの主を倒し、いっそここを乗っ取ってしまおうか」

「だ、駄目ですよバニルさん、ダンジョンは私が作りますから！　まだまだお店で助けて貰わないと困りますよ！」

　バニルとウィズはそんな事を言い合いながら、ズンズンと物もの怖おじせずに進んでいく。

　バニルのサンダルの音がペタペタと場ば違ちがいな音を立て、ここが危険なダンジョンだという事を忘れてしまいそうになる。

「……なあ、ところでお前のその格好、何なんだ？　ずっと聞かないでおこうとは思ってたんだが、やっぱどうしても気になるんだけど……」

「む？　この服か。これはな、旦だん那なを亡なくしたマダムが我輩に使ってくれと貢みついできたのだ。一いつ張ちよう羅らのスーツで近所の溝どぶ掃そう除じをしていたら、動きやすいこの服を、とな。どうだ、似合うか？」

　バニルは、ステテコと肌はだシャツ姿を見せびらかしてきた。

　一見するとコンビニに行く途と中ちゆうのその辺のオッサンみたいだが、仮面のせいで……。

「なんか、場所が場所だけにレアなモンスターみたい」

　今のバニルを冒険者が見かけたら、珍ちん奇きなモンスターだと追い掛かけ回すかもしれない。

「ふむ、この我輩がレアモンスターに見えるか。このコスチュームをくれたマダムには礼を言わねばな」

　悪あく魔まにとって、レアモンスター扱あつかいは褒ほめ言葉に聞こえたようだ。

「……バニルさんて、私よりご近所さんに溶とけ込んでるんですが……。私、長い間あそこに住んでるのに…………」

　ウィズがしょぼくれる中、前方から唸うなり声が聞こえてきた。

　敵感知にビリビリと感じる、強いモンスターの気配。

「ほう、こんなところにケルベロスが！　常に温かい温度を保つあやつの毛皮は、冬場とても重宝されるのだ！　ウィズ、絶対に逃にがすな！　あれが捕とれたなら、一週間は肉を食わせてやろう！」

「ごめんなさい、たまにはタンパク質が食べたいんです！　犬は好きですが、ごめんなさい、ごめんなさ……、ああっ！　逃げないでー！」




　──地下十三階──

「ゴルルルルルアアアアアア！」

「フハハハハハハ、トカゲ風ふ情ぜいが生意気な！　今こそドラゴンと悪魔、どちらが強いか……。お、おいウィズ、まだか！　こやつ、ブレス態勢に入ろうとしておる！　押さえ付けている我輩の体が熱で焦こげてきた！」

「だ、だってバニルさん、その子は下位種とはいえドラゴン族です！　ドラゴンは強い魔力を秘ひめてるんですよ、近寄ってかじられたら私でも痛いです！」

「ウィズ、そんな事言ってる場合じゃないって、バニルが！　バニルが食われるー！」

　久しぶりに見た生のドラゴン。

　これでも下位という事らしいのだが、その体はそこらの物置をゆうに超える大きさで、それこそ、牛を常食でもしてそうな……！

「ええい、片手を食われた！　体の代わりになる物も無いダンジョンでは、食われ続けては我輩が無くなってしまう！　仕方ない、ドラゴンの鱗うろこは高値で売れる上に経験値も大量だが、ウィズ！　このドラゴンは諦あきらめるぞ、魔法で仕留めてくれ！」

「分かりました！　参ります、『カースド・ライトニング』！」

　片かた腕うでをかじられ、それでもなんとかドラゴンを押し留とどめるバニルの後ろから、ウィズが電でん撃げきの魔法を放った。

　真っ暗なダンジョンの中に、一条の眩まばゆい雷らい撃げきが迸ほとばしる。

　青白い雷撃はドラゴンの体に黒い風穴を開けると、そのまましばらくの間、辺りにバチバチと強きよう烈れつな閃せん光こうを放ち続けた。

　やがてスパークが収まり辺りが闇に包まれると、腹に大穴を開けられたドラゴンは重い音を立てて崩くずれ落ちる。

　流石はリッチー、ドラゴン相手に一撃とは。

「すげーなあ……。リッチーはドラゴンや悪魔よりも強いのか」

「!?」

「ふふっ、伊達だてにアンデッドの王なんて言われているわけでは……、な、なんですか、止めて下さいバニルさん、かじられた腕を近づけてこないで下さいよ……！」

　苦戦していたドラゴンをアッサリ葬ほうむり去られた事で、バニルが対抗意識でも燃やしたのかウィズに嫌いやがらせをしている。

　そんな中、強敵の威い圧あつから解放された俺は思わず地面にへたり込んだ。

「しかし、今のレベルが二十五近く。なんか、一戦せん闘とう毎ごとにレベルが上がっていくんだが……。相変わらずぶっ飛んだレベルアップ速度だけども、これぐらいが限界かな？　そろそろバニルでも苦戦しだしたし、もうこれぐらいで…………」

　レベルリセットを一度受け、再び上げ直したレベルが早くも二十五。

　俺の一年以上の冒ぼう険けんは何だったんだというぐらいのレベルアップ速度だ。

　ここまでに倒してきたモンスターは、どれもこれもが俺達だけではまず返り討うちに遭あうような大物ばかり。

　ここに潜ってから、もうどれだけの時間が経ったのか。

　先ほどの時点で半日が過ぎたとか言っていたのだ、外はもう夜中を回っている頃だろう。

　と、そんな俺の弱音が聞こえたのか、

「何を言うか！　我わが輩はいが苦戦しているのは、出来るだけ傷を付けず、なおかつ生きたまま無力化するという制限があるためだ。単に消しよう滅めつさせるだけならば、単身で最下層まで潜ってくれるわ！」

　ウリウリとウィズに腕を見せびらかしていたバニルが、威い嚇かくを続けながら言ってきた。

　というか傍はた目めにもキモいので、さっさとその腕をくっ付けて欲しい。

「ですがカズマさんの言うように、このままだと流石さすがに苦戦しそうですね。……では、こうしましょうか」

　ウィズは、そう言いながらドラゴンの死体に近づくと……。

「『カースド・ネクロマンシー』！」

　気合いの声と共に何かの魔法を死体に放つ。

　……俺は正直、魔王の幹部とリッチーっていう存在を舐めていた。

　駆かけ出しの街の貧びん乏ぼう店主は、未いまだ店のエプロン姿のまま……。

「さあ、後何体かドラゴンクラスのモンスターをアンデッド化して……。せっかくです。このダンジョンの最下層を制圧してしまいましょうか」

　出来立てのドラゴンゾンビの首に手を置くと、散歩にでも行くかのようにそう言った。

　ウィズはドラゴンに向き直ると、最下層まで行ったら、ちゃんと解放してあげますから……と、申し訳なさそうに呟つぶやいている。

「……このダンジョンに来て、俺の中でのウィズへの評価が急きゆう上じよう昇しようしてるよ。ウィズって本当に凄すごい大魔道士だったんだな」

「そ、そうですか？　わ、私なんてまだまだですから……！　そ、それじゃ行きましょう、早く行きましょう！」

　俺の言葉に照れたように慌あわてるウィズだが……、

「悪い、ちょっと休ませてくれないか、流石に疲つかれた。ぶっ通しでここまで来たけど、座ったら緊きん張ちようが解けて、どっと疲れが…………」

　俺がへたり込んだまま立てないでいると、バニルが俺の隣となりに座り、ダンジョンの床ゆかの上に背負っていた風ふ呂ろ敷しき包みを広げて見せた。

　それは、バニルがダンジョン攻略のために持って来ていた荷物だと思っていたのだが、中身は何かのポーションや魔道具や日用品みたいな物で一いつ杯ぱいだった。

「さあ小こ僧ぞう。疲ひ労ろう回復のポーションに食料品、水に薬に、即そく席せきの結界が張れる魔道具など、様々な品を用意してある」

　流石は見通す悪魔、なんて気が利きくヤツなんだ。

「本日は、特別出張ダンジョン価格！　街の五倍の値段で結構ですよ！　さあ、どうですかお客様！」

　流石は見通す悪魔、こんな時こそ足元見やがる。

　……なんてヤツだ。




　　　　２




　──一体どうしてこうなっちゃったんだろう。

「くそっ！　もう追いついて来やがった！　ステラ！　ステラ!!　フラッシュの魔法が込められたスクロール、もう無いのかよ！　もう一度目め眩くらましを……！」

　ギルの泣き声を聞きながら、私は……。

「もうないよ！　さっき使ったので最後だから！」

　怒ど鳴なりつけるように、同じく泣き声で返していた。

「せっかくお宝手に入れたってのに、俺達、ここで終わりなのかよぉ！」

　最さい後こう尾びのゲインが、お宝の入った袋ふくろを背負ったまま悔くやしそうに泣き叫さけぶ。

　それを聞きながらなおも走る。

　鼻の奥がツンと痛むのに任せ、涙なみだが溢あふれるのを拭ぬぐいもせず。

　小さなランタンの光で真っ暗なダンジョンの通路の先を照らしながら、数十分前までの自分達の行動を激しく後こう悔かいしていた。

　私達にはまだ、地下十三階は早かったのだ。

　十二階までの探たん索さくは、毎日少しずつマッピングをして、じっくりとモンスターの生態を見み極きわめながら半年以上も掛けてきた。

　十二階に足を踏ふみ入れ、そこのモンスターにまったく苦戦しなかった事が油断を誘さそった。

　これまであんなに慎しん重ちようにやってきたのに、調子に乗ったのが悪かったんだ……！

　まだ攻こう略りやく者がいないとされているこのダンジョンは、階層の数に三をかけたレベルになるまで探索を控ひかえた方がいいと言われている。

　それが、このダンジョンを探索にあたっての適正レベルというヤツだった。

　現在私達がいる地下十三階は、本来であればレベル三十九以上は必要なのだ。

　私達の平均レベルは、ギリギリそこに届いていない。

　背後に広がる真っ暗な闇の中から、私達を追うモンスターの気配が感じられた。

「死にたくない……。死にたくないよお……！」

　それを聞き、私のすぐ後ろをひた走る妹がグスグスと泣き言を言っている。

　この先には地下十二階へ続く階段がある。

　そこまで辿たどり着けさえすれば、後ろから追ってくるモンスターからは逃げ切れるはず。

　地上に自然発生しているモンスターと、ダンジョンに生息しているモンスターは違ちがう。

　ダンジョンに生息しているモンスターは、何者かに召しよう喚かんされたモノがほとんどで、それらは、召喚者がダンジョン内に放出している魔素と呼ばれる物を取り込み活動している。

　地上に居るモンスターとは違って、召喚された彼らは魔素が無いとこの世に存在する事が出来ない。

　魔素は地じ獄ごくの空気だとも、魔力が空気のようになった物だとも言われているが、とにかく、それらはダンジョン最深部の主の部屋から放出される。

　当然、深部に行けば行くほど、主の部屋に近ければ近いほど魔ま素そは濃こい。

　強いモンスターほど活動するのに濃い魔素を必要とし、逆に弱いモンスターは濃すぎる魔素の中では生きていけない。

　だから……。

「もう少しで十二階への階段がある！　しつこいこのモンスターも、魔素の薄うすい上の階層までは追って来ないはずだ！　上の階に逃にげられれば俺達はきっと助かる！」

　ギルが自らに言い聞かせるかのように、そんな事を言ってくる。

　あのモンスターに奇き襲しゆうを受けた時、ダンジョン探索に最も必要な、一時的に結界を張る魔道具を破は壊かいされてしまった。

　しかもそれだけではなく、食料の入った荷物までも。

　それはつまり、このダンジョンの中で休きゆう憩けいが取れなくなる事を意味する。

　これで魔力の回復も出来なくなった。

　アイツから逃げ切れても、私達が地上に帰れる可能性は低いだろう。

　それでも、あのおぞましいモンスターに殺されるよりはずっとマシだ……！

　このまま上の階層に逃げ込めば、魔素が薄い階層に行くのを嫌がり、きっとあのモンスターは私達を追い掛かけるのを……、

「うあっ！」

　最後尾を走っていたゲインの悲鳴で我われに返る。

　悲鳴の方へ振ふり向くと、ゲインは背負っていた荷物袋から拾った宝をこぼしていた。

　こんな時に何やってんのと叫びたくなったが、そうじゃない。

　形容しがたい姿を持つ、ソレが背中を引っ搔かいたのだ。

　このままではゲインが逃げ切れない事を悟さとった皆みんなは足を止めた。

　真っ暗な闇の中、何かがズルッ、ズルッと這はいずる音が聞こえてくる。

　地を這っているくせに、異様に素す早ばやいモンスター。

　そいつがランタンの光の下に姿を現そうとする前に……。

「来やがったな！　仕方ない、ステラ！　魔法の用意をしろ！　一発かまして怯ひるませて、その隙すきに……」

　ギルのその言葉に交じり。

　ペタッ、ペタッ……と何かの足音が、今後は私達の前から聞こえてきた。

　その音を聞き、ギルが言い掛けていた言葉を飲み込み、絶望の表情を浮うかべると、他ほかの二人も同じような顔で、もうダメだと呟いた。

　神様、神様……。

　どうか前から来るモンスターが、せめて、獲え物ものを嬲なぶる性質を持っていませんよう……！

「へいらっしゃい！　ウィズ魔道具店、ダンジョン出張店です！」

　……………………。

「「「「えっ」」」」

　あまりにも場違いで、あまりにも唐とう突とつなその言葉に私達四人は固まった。

　前から現れたのは仮面の男。

　……なんというか。

　その人はなんというか、もう、コレなんなのという奇き抜ばつで場違いな格好をしていた。

　ランタンに照らされるその服装は、白い肌はだシャツにステテコ、サンダル。

　中年のおじさんが、そこらにちょっと買い物にでも行くような……。

「ここで会ったのもなにかの縁えん！　さあ、ダンジョンにおいて役立つ品々が……やや？」

　その仮面の男は背負っていた風呂敷を下ろそうとして、私達の背後を見て声を上げる。

　その視線で、私は背後から迫せまっていたアイツの事を思い出した。

「あなたも逃げて！　アイツが、アイツが追って来て……！」

「ネロイド！　地獄ネロイドではないか！　なぜこんな所に地獄ネロイドが！　おお、よしよし。ほれ、こっちに来るがいい」

　……地獄ネロイド？

　突然現れた仮面の男は私の警告を遮さえぎると、背後から姿を現したアイツ……、地獄ネロイドとやらに物もの怖おじもせず近付いた。

　地獄ネロイドと呼ばれた、私達を追っていた形容しがたい生き物は、仮面の男が差し出した左手に、まるで甘えるように……。

　ゴリッ。

「きゃああああっ！　手がっ！　あ、あなた、手、手が……っ！」

「こっ、こらっ、我わが輩はいの手をかじるでない！　それは食べられない物だ、吐はき出して我輩に返すがいい！　ほら、ペッと！　ほら早く……！　早……『バニル式破壊光線』！」

　腕うでをかじられていた仮面の男が叫ぶと同時、右腕から眩まばゆい光を解き放つ。

　放たれた光は地獄ネロイドに突つき刺ささると、それを爆ばく裂れつ四散させた。

　私達が苦戦したあのモンスターをいとも容易たやすく葬ほうむり去った仮面の男は、かじられて無くなった腕の先を辺りに散ったネロイドに向けると、まるで時間を逆に進めるかのように、ネロイドの残ざん骸がいからその腕を再生させた。

　そのあり得ない光景と今の強さで、ひと目で人ではないと理解する。

　しかし……。

「なんて躾しつけのなっていないネロイドか。きっと野の良らであるな。しかし、地獄にしかいない愛あい玩がん生物がなぜこんな所にいたのか……。このダンジョンの魔素が強いせいで、ウッカリ地獄と繫つながり、こちらに来てしまったのだろうか？」

　そんな事を言いながら、ふうむと悩なやむ仮面の男。

　少なくとも、人ではないこの男に命を助けられた事は間違いないようだ。

　未いまだ展開に付いていけない三人に代わり、礼の一つも言うべきだろう。

　だが、仮面の男は私が礼を言う前に背中の風呂敷を下ろし、

「おっと。まあ、野良ネロイドの事はどうでもよい。お客さん、ダンジョンで重宝する品々が沢たく山さんありますよ！　お値段はダンジョン価格となっておりますが、さあ、いらさいいらさい！」

　言いながら、その風呂敷の中身を床に広げた。

「結界石！　使い捨ての結界石があるじゃないか！　すまない、これを譲ゆずってくれ！　ダンジョン価格っていくらだ!?」

「薬とかポーションも……！　た、助かった……！　十二階に登る階段もすぐそこだし、これだけ揃そろっていれば無事に地上まで帰れるよ！」

「食い物まであるじゃねえか！　さっきのヤツに食い物が入った荷物も食われてさあ……！　助かった……、助かった……！」

　仲間達が、仮面の男が広げた風ふ呂ろ敷しきの中身の品々を、あれもこれもと次々に買っていく。

　なんだろう、この人は。

「ありがとうございます、ありがとうございます！　フハハハ、当店始まって以来の大だい繁はん盛じようではなかろうか！　今後もダンジョン内への出店を考えるべきか！」

　……なんなんだろう、この人は。

　商品が売れて、大喜びで笑うこの人は。

　颯さつ爽そうと現れて、私達の窮きゆう地ちを救ってくれたこの人は。

　これではまるで……、

「……神様……」

「いくらお客様とはいえ、我輩を神とはなんと無礼な」

「あっ！　す、すいません……！」

　神様と呼んだら怒おこられてしまった。

　きっと信心深い方なのだ、自分と神様を比べるなんておこがましいという事だろう。

「まさかの完売、ありがとうございますお客様」

「いや、こ、こちらこそ……！　あんたが居なかったら全ぜん滅めつしてたと思うしな。これらの品も、本当に助かったよ、恩に着る！」

　商品が売れて満足そうにしている仮面の男に、ギルが慌あわててお礼を言った。

　仮面の男は立ち上がると。

「いえいえ、お客様がご無事で何よりである。では、我輩はこれで！　毎度どうもー！」

　灯あかりも持たずにそう言って、ペタペタとサンダルの音を響ひびかせながら暗くら闇やみの中へ消えていった。

　残された私達はしばらく無言で立ち尽つくし、やがて誰だれかが呟つぶやいた。

「今のって結局なんだったんだろうな……」

　名前も告げずに去っていったあの人は、ダンジョンの妖よう精せいか何かだったのだろうか？

　いや、やっぱり私にとって、あの人は……。

「名も知れないどこかの神様、心から感謝します……！」
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「あのレアモンスターは、こんなダンジョンの中を何の目的でほっつき歩いてんだ。もう飯も食べたし、そろそろ行きたいんだけど」

「今のバニルさんの珍ちん妙みような格好だと、本当にレアモンスターって感じですしね。なぜかあの服がお気に入りみたいで……。冒ぼう険けん者の方に出くわして、襲おそわれてたりしなければいいんですが……」

　俺の食事休憩中、バニルがどこかへ行ってしまった。

　簡易的とはいえ結界の中にいるので安心して休めるらしいのだが、それでもダンジョンの中は落ち着かない。

　あの珍妙なレアモンスターにも、出来ればそばに居て欲しいところだ。

　ウィズが、自らが生み出したドラゴンゾンビの顎あごを撫なでながら、

「でも本当に、一体どこ行っちゃったんでしょうね。一いつ緒しよに他のモンスターも集めてしまうかもしれませんが、大声で呼んでみましょう……か……？」

　と、言い掛けた言葉を尻しりすぼみにさせていった。

　ウィズは通路の前の方をじっと見ている。

　不思議に思い、俺もそちらを見てみると。

「……モンスター……だよ……なあ……？」

「でしょうねえ。こんなダンジョンの奥に、普ふ通つうの女の子がいるわけないですから……」

　前に続く通路の曲がり角から、金きん髪ぱつの女の子がひょっこりと顔を覗のぞかせ、こちらをうかがっている。

　ダンジョンの奥にいる女の子が普通なわけがない。

　……しかし。

「おかしいな、敵感知スキルに反応がないんだけど。向こうに敵意は無いのかな？　でも、年ねん齢れい的に冒険者にも見えないし……」

「敵意が無いんですか？　というか、あの子は何のモンスターなのでしょうか。ゴーストでも無いですし、ドッペルゲンガーなら、あんな風に様子をうかがうなんて行こう為いはしないはずなんですが……」

　敵感知スキルに反応しない女の子。

　俺とウィズはその子から警けい戒かいを解くことなく、ヒソヒソと囁ささやき交かわす。

　と、女の子が小首を傾かしげた。

「お兄ちゃん、お姉ちゃん。二人は、悪い冒険者？　それとも、善い冒険者？」

　その言葉に俺とウィズは顔を見合わせ。

「……どちらかと言えば、善い冒険者かな」

「私は、冒険者ではありませんが悪いお姉さんではないと思いますよ？」

　離はなれた位置から様子をうかがう女の子に向けて、未だ警戒は解かないままに言葉を返す。

　すると、女の子は笑え顔がおを見せて、

「良かった。私の名前はアマリリス！　ねえ、私とお話ししない？　ずっとこのダンジョンをさまよっていて、寂さびしかったの」

　はにかみながら、そんな事を……。

「……お話しするのはいいけど、アマリリスはなんでこのダンジョンに一人でいるんだ？　そもそも……。えっと、アマリリスは人間なのか？」

　俺が恐おそる恐るアマリリスに尋たずねると、悲しそうに顔を歪ゆがめ。

「……今は、人間じゃないよ。私を育ててくれたおじさんが魔ま法ほう使つかいでね？　魔法の研究で、私をキメラにしたの。それでね、それでね。私はちょっと街には置いておけない姿になっちゃったから、このダンジョンに隠かくれてなさい、って。私を直す研究が済んだら、また迎むかえに来るから、って。だから、それまでこのダンジョンで隠れてるの」

　そんな、とてつもなく重い事を聞いてしまい、俺とウィズは静まり返る。

「えっと……。そのおじさんとはどういう関係なの？　お父さんやお母さんはどこに行ったの？」

「パパとママは死んじゃった。おじさんはね、私を買ったんだって言ってた。ご飯を食べさせてくれる、とっても良いい人なんだ！」

　……このダンジョンに隠れてなさいと言ったその魔法使いのおじさんは、もうこの子を助けるつもりは無いのだろう。

　両親を亡なくしたこの子は魔法実験用に買われ、このダンジョンに捨てられたのだ。

　なんとも言えない重苦しい雰ふん囲い気きの中。

「それじゃあ、お姉ちゃんが直してあげます！　お姉ちゃんはこう見えて、凄すごい魔法使いなんですよ？　昔の知り合いにキメラの人だっていましたし、きっと直せますから！」

　ウィズが唐とう突とつにそんな事を言い、安心させるように微笑ほほえんだ。

　……すげえ、今までリッチーを舐なめてて本当に悪かった。

「ほ、本当？　本当に、私を元に戻もどしてくれるの？」

「ええ、本当です。ですから、怖こわがらないでこっちに来ませんか？　このドラゴンゾンビは、お姉ちゃんのお友達ですから」

　ウィズの優やさしげな言葉に、それでもアマリリスは迷った様子で……。

「でもお姉ちゃん、私の体を見ても怖がらない？　気持ち悪く思わない？」

　そんな事を、不安そうにモジモジと呟く。

「大だい丈じよう夫ぶ、お姉ちゃんはお化けとだってお友達だから。ほら、心配しないで、こっち……」

　と、そこまで言い掛かけたウィズだったが通路から現れたアマリリスを見て絶句した。

　俺はと言えば、ウィズの隣となりで失禁しそうになりながら唾つばを飲み込む。




　アマリリスの頭は蜘く蛛もの体から生えていた。




　アマリリスが、ワシャワシャと蜘蛛の脚あしを動かして意外な速さでこちらに迫せまる。

「お姉ちゃーん！」

「ふわーっ！」

「まままま、待って！　あああ、アマリリスちゃん、ちょっと待って！　お姉ちゃん落ち着くから、ちょっとだけ待ってね!?」

　俺が悲鳴を上げながらウィズの背に隠れる中、ウィズが涙なみだ目めでアマリリスに呼びかけ、

「お姉ちゃんどうしたの？　お姉ちゃんどうしたの？　言ったじゃない！　怖がらないって言ってくれたじゃない！　直してくれるって言ったじゃない！　言ったじゃないっ！」

　アマリリスが、そんな事を叫さけびながら髪かみを振ふり乱し、首をカクカクさせながらこちらに迫る。

　怖い、何このホラー！

「お嬢じようちゃん、落ち着いて！　ほら、お兄ちゃんがアメをあげよう！」

「だだだだ大丈夫よお姉ちゃんは別に怖がってなんていないから直してあげる直してあげるからお願いちょっとだけ落ち着かせてねえ待って待ってくださいああああバニルさんバニルさんバニルさあああああん！」

「ああああああ子供は好きだけどもお嬢ちゃんちょっと待ってくれえええええええ！」

　俺とウィズが、震ふるえ上がりながら涙目で抱だき合う中。




「何を騒さわいでおるのだ騒そう々ぞうしい。……やや？　そこにいるのはアマリリス殿どのか？」




　俺達の後ろから聞こえてきたバニルの声。

　それを聞き、こちらに迫っていたアマリリスが動きを止めた。

「おや？　もしや、その美しい仮面はバニル様？　こんなダンジョンの奥深くで、なんとも奇き遇ぐうな事ですね？」

「「…………？」」

　俺とウィズは涙を浮うかべて抱き合いながら、恐る恐るバニルを振り向く。

「アマリリス殿はまた趣しゆ味みの良い格好をしておられるな。恐きよう怖ふの悪感情を美味おいしく頂いているとこ悪いのだが、この二人は我わが輩はいの連れでな」

「なんと、それは失礼致いたしました。いや、ステスキーという名の、わたくしのペットの地じ獄ごくネロイドが脱だつ走そうしましてね？　追い掛けてみたら、魔素の濃こいこのダンジョンと地獄の一部が繫つながっておりまして……。それで、わたくしもこちらに渡わたってステスキーを捜さがしていたら、このお二方を見つけたので、ちょっと悪感情を馳ち走そうになろうかと……」

　おい待て。

「なに？　このアマリリスってキメラの子、ひょっとして悪魔なの？　さっきの魔法の実験台にされたキメラって話は？」

「ああ、あんなモノは大おお噓うそでございますよ。わたくし、恐怖の悪感情が大好物でして、好んでこの姿を取っており……。おっと、その苛いら立だちと怒いかりの悪感情はバニル様のお好みですね、わたくしは結構ですよ？」

　……悪魔、嫌きらい。




　　　　４




「では、わたくしはこれにて。ペットのステスキーを捜しに行かねば……おお、そうだバニル様！　貴方あなた様の見通す力で、わたくしのペットの居場所を」

「おっと、我輩達はそろそろ行かねばならぬ。ではなアマリリス殿！　またいつか、地獄で会おう！」

「……は、はあ……」

　バニルの素っ気ない返事に、アマリリスは俺達に一礼すると、蜘蛛の体をワシャワシャ動かし通路の奥へ去っていった。

「うっ……。ううっ……。ぐすっ……。改造されたキメラじゃなくて、良かったんですけど……。良かったんですけども、釈しやく然ぜんとしないです……」

　気持ちは凄く分かる。

　というか思わずチビリかけた。

「いつまでメソメソしてるのか。ほれ、二人共そろそろ行くぞ？　フハハハハ、そんな事より喜べウィズ！　小こ僧ぞうが買わなかった他ほかの売れ残りが全すべて捌はけたぞ！　今後もたまに、ダンジョンに行商に来てくれようか！」

「……私、悪魔族がちょっと嫌いになりました……」

「!?　待て、あやつ一人のために種族全体を推おし量るのはどうかと思うのだが」




　──地下十五階──

「バニルさん、ちょっとだけ！　ちょっとだけですから、ちょっとだけですからっ！」

「止よすのだ、悪魔は魔力が力の源であり存在の全てなのだ！　こっ、こらっ、ドレインしようとするな！　魔力回復ならば次に出で遭あったモンスターから吸えばいいではないか！」

「ダンジョンのモンスターの魔力は、魔素を多く吸っているからか、重たくて胃に溜たまる感じの魔力なんですよ！　いいじゃないですか少しぐらい！　悪魔の持つ魔力は最上級の質の魔力でしょう？　ちょっとだけ！　先っぽだけでいいですから！」

「や、止やめろ、我輩の仮面を触さわるな！　というか、どういう事だ？　リッチーである汝なんじが早々に魔力切れを起こすとは、先さき程ほどからこのモンスターの量はおかしい。小僧のレベル上げには都合が良いが、これほどまでにエンカウントするとは……」

　ウィズとバニルが揉もみ合う中、俺は周囲のモンスターを警戒しつつ、

「そういえば随ずい分ぶんとモンスターに遭うよな、地上とは比べ物にならないぐらいに。俺も、一日でこれだけレベルが上がるとは思わなかったんだが」

　既すでに俺のレベルは二回リセットされ、三周目のレベル上げに突入していた。

　地上ではカエル五匹ひきを討とう伐ばつするのに半日ぐらいはかかったものだが、このダンジョンでのモンスターとの遭そう遇ぐう率は確かにおかしい。

　と、バニルからドレインタッチで魔力を吸おうとしていたウィズが、首から下げていたロザリオを見せびらかしてきた。

「それは、きっとこのロザリオのお陰かげですよ！　これは素す敵てきな出会いがあると言われている魔法のロザリオなんですが、ダンジョン内のモンスターまで引き寄せていたみたい……ああああっ、バニルさん止めて！　返して下さい、捨てようとしないで下さい！」

　本当に、この人の仕入れて来る物はどれもこれもが……。

「まったく、おかしいと思ってみれば……！　次に出遭ったモンスターを我輩が押さえ付けるから、そいつから魔力を吸うがいい！　……というか汝はそんなに出会いが欲しいのか？　我輩の友人に、少々頭が足りないが整った顔立ちの悪魔がいるぞ。愛情深いヤツでな。異世界から来たマクスウェルという悪魔なのだが紹しよう介かいしてやろうか」

　ロザリオを取り返そうとしていたウィズが、それを聞いて満まん更ざらでもなさそうにソワソワする。

「……愛情深い、整った顔立ちの方ですか……。いえ、愛情深い優しい方なら、別に顔はあまり気にしないんですけれども……。頭が足りないって、どのくらいですか？　計算が苦手だとか？」

「後頭部がすっぽり無い」

「嫌いやですよそんな人！　物理的に頭が足りないんですか!?　というか、よく考えたら悪あく魔まに性別は無いじゃないですか！」

　大騒ぎする二人を見ていると、ここが危険なダンジョン内だという事を忘れそうになるな……。




　──地下十七階──

　もうどれだけの時間が過ぎたのだろう。

　現在、二度目の休きゆう憩けいを取っているのだが、常に緊きん張ちよう状態にあるダンジョンでは時間の経過が分からない。

　バニルから買った疲ひ労ろう回復ポーションを飲んで、疲つかれこそはあまり感じないが、なんだか頭がぼーっとしてきていた。

「……む？　そろそろ眠ねむくなってきたか？　無理もない、地上ではもう丸一日以上経たっているからな。ほれ、このポーションを飲むがいい、眠気が取れるぞ？　スカッと一発覚かく醒せいポーションである」

「バニルさん、それ持ってきちゃったんですか!?　それはだって、副作用がむぐっ！」

　何かを言い掛けたウィズがバニルに口を塞ふさがれるのを見た俺は、手て渡わたされたポーションを飲むのを躊ちゆう躇ちよした。

「眠気を飛ばす覚醒ポーションって、これ、何で出来てるんだ？　中毒性とか無いよな？」

「そんなモノはない。運が良い貴様には副作用はまず無いであろう。……うむ、見える、見えるぞ、ポーションを飲んで元気に駆かけ回る貴様の未来が」

「さっきみたいに、本当に無事だったのかみたいなドッキリはもうやるなよ？」

　疑ぎ心しん暗あん鬼きになりながらも、俺はダンジョンの冷たい床ゆかに座ったまま、ちびちびとポーションに口を付けた。

「かなりのスキルポイントが稼かせげたな。もうそろそろ帰ってもいいんじゃないか？　レベル上げが目的であって、ダンジョン攻こう略りやくが目的じゃないし」

　と、そんな俺の言葉に、ウィズがバニルの手を引き剝はがし。

「とんでもない！　ここまで来たからには最後まで攻略しちゃいましょう！　こういったダンジョンの最深部、主がいる部屋なんかには、大たい概がい財宝と共に強力な装備が眠っている事が多いんです！　魔王さんと戦うなら、きっとそれらが役立つはずですよ？」

　……ま、魔王か……。

「いやまあ、本格的に魔王と戦うかはまだ迷ってるんだけどな。……ていうか、二人は魔王の知り合いなんだろ？　俺達に魔王が倒たおされちゃったりしてもいいものなのか？」

　一応この二人は魔王の幹部をやっていたわけで、それなりの親交もあったと思うのだが。

　だが、ウィズとバニルは顔を見合わせ。

「魔王は最後には倒されるのも仕事の内ですしね？」

「であるな。ネチネチと人類を苦しめ、最後は勇ゆう敢かんな冒ぼう険けん者と派手に戦い、派手に散る。それが魔王というものだ。それにあやつも随分な歳としだろう、魔王らしい派手な最後を飾かざり、娘むすめに魔王の座を引き渡したいのではなかろうか」

　魔族の考える事ってのはよく分からん。

　そういえばこの悪魔も、ダンジョンを造るのが最終目標ではなく、冒険者に討うち取られて滅ほろび逝ゆく中、最後に、自分を倒した冒険者達の最高に悔くやしがる悪感情を食べたいとか、そんなどうしようもない夢を持っていたっけ。

　彼らには彼らなりの生き様や美学みたいなものがあるのかもしれない。

　本気を出せば、それこそ世界を支配できそうなほどの絶大な力を持ちながら、冒険者になるでもなく、靴くつ屋やや服屋やニートをしているアークウィザードの集団もいるのだ。

　この世界の住人は変わり者が多いのは知ってはいたが……。

「魔王ってのは歳なのか。歳とはいっても、魔王ってからには魔王軍の中で一番お強いんでしょう？　……でもひょっとして、俺でもなんとかなっちゃったりするくらい、もうヨボヨボしてたりとか？」

「いいや、一番強いというわけでもないぞ。娘の方が既に力は上回っているのではなかろうか。貴様にどうにか出来るかは分からぬが、歳とは言っても素手でオーガの頭を握にぎり潰つぶせる程度には元気であるな」

　ですよね。

　そんなに甘くは無いですよね。

「しかし、お前らの世界では力が全てだと思ってたんだけど。単純に、一番強いヤツが魔王な！　って話になるのかと思ってたよ」

「我々を脳筋だとでも思っておるのか。それとも、貴様のいた国の指導者は一番強い輩やからがトップに立っておったのか？　貴様らのところは知らぬが、代々の魔王は……。まず、癖くせのある魔王軍幹部をまとめられるカリスマ性、配下に舐なめられない程度の力。後は、それなりに知ち恵えが回る事だな。特にこの、癖のある幹部連中をまとめられるカリスマ性、というヤツが最も重要だ」

「お前やウィズを見てると、まとめられてなかったんじゃないかって思うんだけど」

　自由奔ほん放ぽうなコイツを見てると、案外魔王も苦労していたのかもしれないと思えてくる。

　バニルは、休憩はもう良いか？　と言いながら立ち上がり。

「なんにせよ、貧弱な貴様でも少しはマシに戦える装備があるとよいものだな。我わが輩はいとしては、金になる財宝などがいいのだが！　待っておれよダンジョンの主よ、お宝全てぶん捕どってくれるわ！　フハハハハハ！」

　コイツといると、なんか冒険ってより押し込み強ごう盗とうの気分になってきた。

「そういえば、カズマさんはどんなスキルを取るか考えているんですか？　このダンジョンから帰る際には、私がテレポートを教えてあげますよ」

　テレポート！

　テレポートは欲しいな、使い方一つで凄すごく色々捗はかどりそうだ。

　そう、たとえば……、

「テレポートや光の屈くつ折せつ魔ま法ほうなど、魔法を悪用した犯罪は通常の罪より遥はるかに重い罰ばつが科せられるぞ」

「……ッ!?　べべべ、別に俺まだ何も言ってないし!?　ただ、テレポートがあれば色々捗りそうだなーって思っただけだから！　ほら、テレポート一つ覚えとけば、魔王の城に乗り込んだ際に、万一ピンチになっても逃にげられるだろ!?」

「……テレポートで脱だつ出しゆつを考えているのなら、城を覆おおっている結界をなんとかせねば無効化されるぞ？　それはそうと、我輩のスキルを覚える気はないか？　殺人光線や目ビームがあるぞ」

「……殺人光線って、人間の俺が撃うったら……」

「もちろん死ぬ。だが考えてもみろ、必殺技わざを放つと同時に撃った本人が突とつ然ぜん死ぬのだ。相手もビックリである。これ以上に体を張った一発芸はそうそう無いのではなかろうか」

「俺はどっかの女め神がみと違ちがって、芸に魂たましい捧ささげてるわけじゃないんだよ！」




　　　　５




　──地下十八階──

「『バニル式殺人光線』！　『バニル式殺人光線』！　バニル式……ええい、数が多い！　ウィズ、なんとかならんか！　もう面めん倒どう臭くさい、爆ばく裂れつ魔ま法ほうでふっ飛ばしてしまえ！」

「ダ、ダメですよこんな所で爆裂魔法だなんて！　ダンジョンが崩くずれてきたら……、あっ！　きゃーっ、私が作ったドラゴンゾンビ達が、ミノタウロスの群れにたかられてる！」

「うおおお!?　おい、こっち来てる！　モンスターがこっちに流れてきてるってええええええ！」

　いきなりの大ピンチだ。

　階段を下りると、そこはモンスターハウスだった。

　バニルとウィズだけでは押さえ切れず、俺の方にも一体のミノタウロスが……って、

「ブモオォォォォッ！」

「ひょっ！」

　慌あわてて頭を下げると、その数センチ上をミノタウロスの斧おのが通り過ぎた。

　あとほんのちょっと遅おそかったら首が飛んでいただろう。

　アクアがいない今、死んだらアウトだ。

　ヤバい、ダンジョン怖こわい、ていうか、モンスター怖い、心臓がバクバクいってる！

　そうだよな、これが本来の戦せん闘とうで普ふ通つうは死んだらそこで終わりだ。

　俺は今いま更さらになってアクアの有り難がたみを痛感する。

　アイツを連れて来た当初は、喜び勇んで未来のタヌキ型ロボットを希望したら四次元ポッケが別売りだった、みたいな詐さ欺ぎ被ひ害がい感満まん載さいだったのだが、今度会ったらもうちょっとだけ優やさしくしてやろう。

　バニルやウィズも大量のモンスターを制圧するので手て一いつ杯ぱいのようだ。

　俺は自分の身長の数倍はあろう牛頭の巨きよ人じんを見上げながら逃げ腰ごしで刀を抜ぬいた。

「ちくしょう、こんな時にアクアの有り難みが分かるだなんて！　ここで死んでたまるかよ、アクアを連れ戻もどしたら面おも白しろおかしく退たい廃はい的な生活送るんだ！　昼間から酒飲んでゴロゴロしたり夜遊びしたり、皆みんなでどこかに旅行に行ったり！　俺冒険者なのに、まだほとんどこの世界を旅してねーぞ！」

　そんな俺に、ウィズが叫さけぶ。

「デレた！　聞きましたかバニルさん、素す直なおじゃないカズマさんがデレました！　やだもう、ピンチの時に自分の本当の気持ちに気付くだなんて、なんてロマンチックあうっ!?」

　わけの分からない事を叫んでクネクネしていたウィズが、ミノタウロスの一いつ匹ぴきに斧で側頭部を強打された。

「ちょっ、ウィズ!?」

　ミノタウロスと対たい峙じしたままチラ見すると、弾はじかれたように吹ふき飛ばされたウィズが、何事も無かったかのように起き上がり。

「これは絶対にカズマさんとアクア様を再会させて、二人の愛を確かめさせないといけませんね！　バニルさん、大量の魔力を使いますので、この戦闘の後で魔力の補ほ充じゆうをお願いしますね！」

　あきらかに何か勘かん違ちがいしているウィズは、周りのミノタウロスにたかられ、攻こう撃げきを受けてもまったく気にせず何かの魔法を唱え出した。

　リッチーには魔力の籠こもっていない攻撃は効かないらしいが、傍はたから見ると凄い光景だ。

　俺の傍では三体のドラゴンゾンビがミノタウロス達と真っ向から戦っている。

　バニルはといえば、倒したミノタウロスの血で床に何かを描かいていて……、

「ブモオオオオオオオ！」

「こ、こいやああああああ！」

　対峙していたミノタウロスが、鳴き声と共に斧を振ふり上げた。

　ミノタウロスの足あし下もとにすかさず飛び込みちゅんちゅん丸で斬きりつける。

　だが元が貧弱な俺の攻撃は、ミノタウロスの硬かたい皮ひ膚ふを浅く斬っただけだった。

　今の俺は既すでにレベル三十を超こえているのに、効いた様子もなくピンピンしとる！

　だが、顔を引きつらせた俺に、振り上げられた斧がそのまま振り下ろされる事はなく。

「『カースド・ペトリファクション』！」

　ウィズが唱えた魔法の効果か、俺と対峙していたミノタウロスはその体を石へと変えられた。

　その魔法は俺の目の前にいたミノタウロスだけでなく、周囲にいた他ほかのモンスターをも巻き込んで、多くを石へと変えていた。

「フハハハハハハ、ウィズ、やるではないか！　では、我輩も……！　地じ獄ごくの公こう爵しやくバニルが命ず！　地獄より来たれ我が眷けん属ぞく達よ！」

　バニルが哄こう笑しようを上げながらミノタウロスの血で描いた足下の魔ま法ほう陣じんに手を置くと、血に塗まみれた魔法陣は、怪あやしく輝かがやき、光を放ち──

　やがて光が収まる頃ころには、これこそが悪魔とでもいうような、鬼おにの体たい軀くにコウモリの翼つばさを持った連中がところ狭せましと並んでいた。

　突然現れた大量の悪魔を前に、ミノタウロスを始めとしたモンスター達が怯ひるみ逃げ惑まどう。

　普段おちゃらけていた大悪魔の本気を前に、俺は思わず軽い恐きよう怖ふを……、

「なんですかバニル様。クソ忙いそがしい中いきなり召しよう喚かんされては困りますよ……」

「そうですよ、領地を放ほうり出して地上で遊び呆ほうけてるバニル様の代わりに、俺達必死で働いてるんですから」

「ていうかバニル様、なんですかその格好は。地獄の公爵が取る姿では…………」

　口々に不満を垂れる悪魔達。

　そいつらは皆おどろおどろしい姿なのだが、俺はちっとも恐怖を抱いだかなかった。




　──数多あまたの悪魔やアンデッドの集団を引き連れて、ダンジョン内をもはや進軍の様相で突つき進む。

　現れるのは、既に俺が剣けんを振るってもどうこう出来るクラスのモンスターではなく。

　それこそ、これだけの大所帯に囲まれていなければ、ひと目見ただけで失禁するレベルの大物ばかりが現れた。

　それらをウィズが次々とアンデッドに変えて行き、更に戦力を膨ぼう張ちようさせた俺達が到とう達たつしたのは……。




　──地下二十階──

　これまでの様相とは趣おもむきの異なるその階層は、壁かべのあちこちが淡あわい光を放っていた。

　壁に魔法でも掛かけられているのか、それとも、光ゴケでも植えられているのか。

　この階層に来てからは不思議とモンスターの気配は無い。

　ダンジョンの主以外はこの階層への立ち入りが禁じられているのかもしれない。

　俺達は、ダンジョンの最深部であるボス部屋の前に立つ。

　重じゆう厚こうなそのドアは、まるでゲームのラスボスの部屋のように、仰ぎよう々ぎようしくも禍まが々まがしい装そう飾しよくが施ほどこされていた。

　この先にこのダンジョンの主がいるのだ。

　俺はバニルやウィズ達と頷うなずき合うと、ドアをゆっくりと押し開ける。

　そこには……。

「よもやここまで到達する者が現れようとは！　我がダンジョンを攻略し、ここまで来れた事は褒ほめてやろう。さあ、ここまで来た汝なんじらの力！　アンデッドの王にして永遠の命を持つ存在！　ヴァンパイアの真祖にして千年の時を経た、この……！　……この…………」

　押し入った部屋の中央には仰々しい王座が置かれており、そこに悠ゆう然ぜんと佇たたずんでいたダンジョンの主の口上が、次し第だいに尻しりすぼみになり消えていった。

　俺の後ろに並ぶ面々を見たからだろう。

「あらあら、リッチーを差し置いていつからヴァンパイアがアンデッドの王になったのでしょう。本当に、ここまで来るのに苦労しましたよ。うふふふふ、あははははははは！」

　ここに来るまでに大量の魔法を連発し、数多のモンスターから嫌いや々いやながらも魔力を吸収してきたウィズが、目に涙なみだを浮うかべたまま乾かわいた声で笑いを上げる。

「フハハハハハハ！　フハハハハハハ！　フハハハハハハハッ！　いやいやまったく、よくもまあこれだけ大仰なダンジョンを造ってくれたものだな！　たかだか千年生きたひよっ子が、随ずい分ぶんとまあ大きく出たものだ！　フハハハハハハハハハハハハハ！」

　同じく、ここに来るまでに大量の魔力を使い、ひたすら光線を放ってきたバニルもゲタゲタと笑って見せた。

　俺の前で固まっていたダンジョンの主は。
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「……あの、今お茶淹いれますから、ま、まずはご用件から伺うかがいましょう……か……？」

　泣きそうな顔を引きつらせ、必死に笑えみを浮かべて見せた。




　……き、気の毒に……。
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「フハハハハハハ！　フハハハハハハハ！」

「あっ、この強い魔力は伝説級！　これは伝説級の力を持つ魔道具ですよ！」

　ダンジョンの主の部屋の奥ではバニルとウィズが興奮気味に宝物を漁あさっていた。

　それを、俺とヴァンパイアはお茶を啜すすりながら傍ぼう観かんし。

「その……。俺の連れがすいません」

「いえいえ、こちらこそヴァンパイアみたいなボウフラ風ふ情ぜいが、こんな大層なダンジョンを構えていてすいませんでした。皆みな様さまが引き揚あげた後は、田舎いなかに帰ってトマトでも育てながら細々と生きていこうかと思ってます」

　田舎でトマト栽さい培ばいをするヴァンパイアの真祖か。

　日光が苦手なヴァンパイアが農作業に勤いそしむってのも凄すごい話だが、まあ──

「そうだな。それがいいのかもしれないな。そうすりゃ、こんな目にも遭あわないで済むだろうし」

「ええ、こんな恐おそろしい思いをするぐらいなら隠いん居きよしてのんびり暮らす方を選びますよ。千年生きてきましたが、これ程ほどの悪魔やアンデッドの大群に囲まれるだなんて思いもしませんでした。しかも最上位アンデッドのリッチーに、私より遥はるかに長く存在している大悪魔のオマケ付きです。滅ほろぼされなかっただけで良しとしますよ」

　そう言うと、千年の時を経てきたヴァンパイアの真祖は、達観したかのようにバニル達を眺ながめお茶を飲む。

「フハハハハハハハ、何という金銀財宝！　小こ僧ぞうが引き取ってくれるアレの売上と財宝を元手に、大掛かりな商売でも始めてくれようか！　そうだ、カジノだ！　ウィズ、この財宝でカジノを作るぞ！　ギャンブル大国エルロードを超える、巨大カジノを作るのだ！」

「ああああ、見て下さい、見て下さいバニルさん、この魔力に溢あふれた一品を！　効果は分かりませんが、きっと世界を引っ繰くり返すほどの力が秘ひめられているはず……！」

　お宝を漁る物欲に塗れた二人より、上品にお茶を啜りながらくつろぐヴァンパイアの方が大物モンスター臭しゆうがするのはなぜだろう。

　ヴァンパイアが降こう伏ふくした事により、既にドラゴンゾンビ達は成じよう仏ぶつさせられ、バニルの部下達は帰らされている。

　俺達が世間話に花を咲さかせている中、バニル達は降伏の代わりにとヴァンパイアが差し出してきた財宝の数々を、せっせと風ふ呂ろ敷しきに包んでいた。

「やや！　これはいかん、財宝の量が多すぎる！　これでは全すべて持ち帰れんではないか！」

「それは困りましたねバニルさん、どうしましょうか。ここにある品々は、どれもこれもが強い魔力を感じます。出来れば何とか持って帰りたいですね……」

　二人がそんな事を言いながらヴァンパイアの方をじっと見た。

　お、お前ら、溜ため込んだ財宝を強ごう奪だつするだけじゃ飽あき足らず、それを運ぶのまで手伝えってのか。

「今からウィズにテレポートを教えてもらって、俺がこのダンジョンの最下層を転送先の一つに登録するから、それで我が慢まんしてくれよ」

　俺の言葉に満足したのか、バニルとウィズは何かを持ってこちらにやって来る。

　それは見るからに業わざ物ものそうな一振りの剣と漆しつ黒こくの全身鎧よろい。

「小僧、これを持って行くがいい。この財宝の中では、おそらく最も強力な魔剣である。売り飛ばせば一財産だが、今は貴様が使う方が良いだろう」

「この鎧も、私の見立てによると相当な代しろ物ものですよ。強い魔力も感じますから、これを着ければ魔王さんのお城へ行く道中でも、問題ないでしょう」

　二人はそんな事を言いながら、おそらく凄すさまじい値が付くだろうその装備を、惜おしげも無く俺に渡わたしてくれた。

　何だかんだ言いながら俺の身を案じてくれているのか。

　ほんの少しだけ照れ臭くさくなりながら、俺は鎧を身に着けて──




「……重くて動けないんですけど」




　篭こ手てを一つはめただけで、俺はその場から動けなくなった。

　いや、なにコレおかしい。

　貧弱な最弱職とはいえ、このダンジョンで何度もリセットして鍛きたえてもらった結果、今のレベルは三十を超えている。

　以前装備を新調した時とは違ちがい、今回は筋力もそこそこ上がっているはずなのだが……。

「ああ、その鎧はクルセイダー限定装備ですよ。ついでに言うなら、そちらの魔剣もソードマスターにしか扱あつかえません」

　と、名も知れないヴァンパイアがそんな事を言ってくる。

　いや限定装備ってなんだ、最弱職は伝説級の装備を身に着ける事も許されないってか？

「あの、冒ぼう険けん者用の強力な装備なんてありませんかね？」

「す、すいません、冒険者なんて誰だれもなりたがらない職業に合わせ、強力な武器や防具を作る職人はいないもので……。少なくとも、私はそんな装備は保有してはおりません……」

　俺とヴァンパイアのやり取りを聞き、バニルがブハッと吹ふき出した。

「フハハハハハハハ、ファーッハッハッハ！　どこまでも英えい雄ゆうになれぬ小僧よ、良いではないか、それこそが貴様の持ち味だ！　貧弱な装備と付け焼き刃ばで覚えた数多のスキル！　それらを携たずさえて魔王のヤツと渡り合ってきたならば、きっと大英雄と呼ばれる存在になれるだろう！　見える、見えるぞ！　貴様が後世に、ハーレム野や郎ろうだとか最強の最弱職だとか愉ゆ快かいな呼び名を付けられる未来がな！　フワーッハッハッハッ！」

　街に帰って使えるスキルを覚えた際には、コイツに真っ先に叩たたき込んでやりたい。

「ちくしょう、なんだよ。あ、でもクルセイダー装備か。なんか真っ黒で禍々しい鎧だけど、ダクネスへのお土産みやげとして持っていくか。魔法使いの杖つえとかは無いかな？」

「魔法使い装備はちょっと無いですね。ああ、私が身に着けているこの指輪は、持ち主の魔ま法ほうの威い力りよくを強化する力を秘めていますが、持っていきますか？」

　そう言いながら、ヴァンパイアが身に着けていた指輪を外そうとするが、慌あわてて止めた。

「い、いや、それはいいよ。なんだか身ぐるみ剝はぐようで申し訳ないし。……なんか悪いな、あんたからしたら強ごう盗とうに押し入られたみたいなものだもんな」

「いえいえ、ダンジョンは侵しん入にゆうされるために在るのです。ここにある財宝や装備も、ダンジョンに挑ちよう戦せんした冒険者のものですしお気になさらず。でもこの指輪だけは、私が生前から大切にしていた物なので、ちょっとホッとしました」

　ヴァンパイアはそう言いながら、安心したようにはにかむと──




「魔法の威力を増ぞう幅ふくする指輪ですか……」

　ウィズが、物欲しそうに指をくわえ、じっとそれを眺めていた。

　……これ以上は止やめてあげて。
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　テレポートで街に帰ると辺りはすっかり暗くなっていた。

　ダンジョンの中で一日以上過ごしたせいで、時間の感覚がおかしくなっている。

「この時間では乗合馬車も運行してはおるまい。疲ひ労ろう回復のポーションや覚かく醒せいポーションでごまかしたとはいえ、急なレベルアップと長時間の極度の緊きん張ちよう状態、丸一日以上の戦せん闘とうなど、体への負担は相当なものだ。今日はゆっくり休め。明日あした、スキルを教えてもらい、そのまま旅立つのが良いだろう」

　バニルが風呂敷を背負い、両手にも財宝を抱かかえたままで言ってくる。

　俺は、ダクネスへのお土産の鎧一式を手に、バニルとウィズに礼を言う。

「助かったよ二人とも。絶対あのバカを連れ戻もどしてくるからな」

「女め神がみに関しては、まあどうでも良い」

「どうでも良くないですよ！　……カズマさん。いざって時には、私達も隠かくれながらちょっとだけ街を守るお手伝いをします。アクア様が帰る場所はちゃんと守っておきますから、安心して行ってきてくださいね。無事帰ってきたら、またレベル上げでもなんでもお付き合いしますので」

　それはもう勘かん弁べんして欲しい。

　正直ダンジョンは怖こわかった。

　格上のモンスターに囲まれると、生き物としての本能的な恐きよう怖ふからか震ふるえが止まらなくなる。

　今後ダンジョンは、軽いトラウマになりそうだ。

「あのダンジョンの財宝はまだまだ残っておるのだ。小僧が旅立たねばならないのは理解しているから、残りの財宝回収は貴様が帰ってからで良い。なので、ちゃんと生きて帰ってくるがいい。あの長ったらしいダンジョン最深部まで、また潜もぐる事を考えるとウンザリするわ」

　なんともバニルらしい送りの言葉だ。

「帰ってきたら、手取り足取り上級魔法を教えてあげます。だから、無事で帰って来てくださいね！」

　ウィズが優やさしく微笑ほほえみ言ってくる。

　先ほど、テレポートと一いつ緒しよに上級魔法も覚えようとしたが習得出来なかった。

　スキルポイント的には余よ裕ゆうで足りているのだが、スキル習得欄らんに出てこないのだ。

　単純に、名前を叫さけべば発動する初級魔法。

　そして、ちょっとした手順が必要な中級魔法。

　この辺までならド素人しろうとでも何とかなるが、流石さすがに上級魔法ともなると──

「上位の魔法ともなると、魔法ごとの身み振ぶりや専用の詠えい唱しよう、魔力の流れなども一つ一つを正確に覚えないといけませんからね。流石に一日では覚えきれないと思いますので……。あっ！　でも、爆ばく裂れつ魔ま法ほうならめぐみんさんに付き合って、長い間、毎日ずっと見てきましたよね？　なので……」

「アレは要いらない」

　そもそも、爆裂魔法を覚えたところで魔力が足りないから使えない。

　魔力に溢あふれる紅魔族にして、アークウィザードのめぐみんですら、一発撃うつと魔力が空になるのだ。

　……しかし、帰ったら上級魔法か。

　姿を見えなくする魔法が欲しい、凄すごく欲しい。

　もちろん、まだ何に使うかは考えてはいないけど……。

「見える、未来が見えるぞ。小僧が上級魔法を覚えて、姿を隠して大衆浴場に」

「それじゃあ、今日はお疲つかれ！　また明日、旅立つ前に店に寄るから！」
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　時刻はそろそろ夜明け前。

「……馬車の待合所はこの辺りだと思ったけど、知らない間に移転でもしたのかしら」

　思い出話に夢中になり過ぎて深夜便に間に合わなくなった私は、馬車乗り場を探してさまよっていた。

　パーティーの中で一番方向感覚が正しい私が、道に迷うのはあり得ない。

　となると、やはり待合所の場所が変わったのだろう。

　なにせあの子達ときたら、クエストの最中に私がちょっと目を離はなしただけですぐに三人揃そろっていなくなるのだ。

　私を追い掛かけたりすれば迷子になるのは間違いなく、旅は困難なものになるだろう。

　どうしよう、やっぱり旅に出るのは皆みんなを一人前に育ててからの方がいいかしら。

　と、待合所を探してウロウロしながら、パーティーの保護者として皆の心配をしていたその時だった。

「……アクア様？　そんなお姿で一体どちらに行かれるのですか？」

　背後から声を掛けてきたのは、私のかわいい信徒である、セシリーだった。

「こんな時間にこんな所で、奇き遇ぐうねセシリー。……いいえ、そんな偶ぐう然ぜんあるわけないわね」

　そう、さすが優ゆう秀しゆうなアクシズ教徒。

　これから始まる聖戦の気配を感じ取り、朝早くからここに来たのだ。

「いえ、酒場の閉店時間を過ぎても帰りたくないと駄だ々だを捏こねていたら、いつの間にやらこんな時間に。ちなみに飲んでいたのはあそこです」

　そう言ってセシリーが指差すのは、私も何度か行った事のある居酒屋だった。

　私の記き憶おくではもっと繁はん華か街がいにあったはずだけど、馬車の待合所だけでなく、このお店も知らない間に移転していたらしい。

「そう、飲んでいたのなら仕方ないわね。私も、ラストオーダーって言葉を聞くとイーッてなるもの。そうなったら長期戦の構えで徹てつ底てい抗こう戦せんよ。でもそうすると、大体苦情を受けたカズマさんが迎むかえに来るの」

「ですよね、よく分かりますアクア様。私も良いい感じで酔よっ払ぱらった時は、もっと飲んで騒さわぎたくて、帰りたくなくてイーッてなります」

　さすがアクシズ教徒、気が合うわ。

「ちなみにあそこのお店には、お代は結構なのでもう来ないでくれと言われました……」

「なるほど、店主はツンデレなのね。清く正しいアクシズ教徒が出入り禁止になるわけないもの、店主さんはまごうことなきツンデレだわ。常連になっておあげなさい」

「かしこまりましたアクア様！　……ところで話は戻りますが、そのお姿は……？」

　明るい笑えみを浮うかべると、セシリーが再び尋たずねてきた。

「お聞きなさい、信徒セシリー。私は今の世を嘆なげいているの。誠実に生きている人々が、悪あしき魔王に脅おびやかされているわ。そこで私は、諸悪の根源を絶つ事にしたの！」

「な、なんですってー！　それはつまり、アクア様が御おん自ら討とう伐ばつに出られると？　めぐたんは!?　めぐたんの姿が見えませんが!?　いえ、めぐみんさんやカズマさん、あと、オマケのエリス教徒のクルセイダーさんは!?」

　ウチのめぐみんがいつの間にめぐたんに進化したのか気になるけれど、

「今回の旅はとても過か酷こくなものになるわ。ひよっこなあの三人では力不足だと判断したの。だから……私一人で魔王を倒たおしに行くわ！」

「行っちゃらめぇ……！　……いえアクア様、不ふ肖しようセシリーが思いますに、あの三人も連れて行ってあげた方がよろしいかと。でないと、勝っても負けてもお説教ですよ？」

　勝っても負けてもお説教。

「……どうしようかしら、お土産次し第だいじゃどうにかまからないかしら」

「まからないかと思います」

　やっぱり魔王討伐はまた今度にするわと、喉のどまで出かかるけど言葉が出ない。

　ええ、私の正体を知らない子とはいえ、信徒の前で情けない姿は見せられないもの。

「ちなみに、アクア様はこれからどうされるおつもりですか？」

「そうね、まずは馬車に乗って寒い方に行こうと思うの。魔王の城ってなんか寒そうな場所に建ってそうじゃない？　北の方とか、なんかそんなの」

「分かりましたアクア様。不肖セシリー、途と中ちゆうまでお供いたします」

　さすがは敬けい虔けんなるアクシズ教徒、やはり聖戦の気配に触しよく発はつされたらしい。

「そこまで言うなら仕方ないわね。セシリー、目指すは寒い方よ」

「了りよう解かいしましたアクア様。ですが、まずは馬車の人にお願いして魔王の城方面に行ってもらいましょう。なにせ彼等はプロ御ぎよ者しやですもの、きっとそれっぽい方に行ってくれます」

　さすがセシリー、優秀過ぎるわ。

　この子とも長い付き合いだもの、本当の事を話してあげてもいい頃ころかもね。

「さすがねセシリー、出来る子ね。あなたには、ご褒ほう美びとしてそろそろ私の正体を」

「言っちゃらめぇ！」

　セシリーが、珍めずらしく緊張した悲鳴を上げた。

　さすがは謙けん虚きよなアクシズ教徒、欲が無いわ──！
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「ただいまー」

「「お帰り！」」

　玄げん関かんのドアを開けると、めぐみんとダクネスがドアの前で出で迎むかえてくれた。

　二人とも絨じゆう毯たんの上に座り込み、長い間俺を待っていた事がうかがえる。

「無事帰って来てくれましたか。ちょこちょこっと潜ってレベルを上げて帰って来るかと思えば、丸一日以上帰って来ないものですから心配しましたよ」

「本当にな！　まったく、だから私も壁かべ代わりに付いて行くと言ったのだ。これからは……。……なんだ、これは？」

　温かく迎えてくれるめぐみんと、小言を言ってくるダクネス。

　そのダクネスは、目の前に出された鎧よろい一式を見て、キョトンとした表情を浮うかべている。

「お土産みやげ。クルセイダー用の強力な装備だって言うから持って帰ってきた」

「ほう、限定装備ですか。その職業しか装着できない系の物は、名品が多いですよ。カズマは自分の装備は見つからなかったのですか？」

「ああ、冒ぼう険けん者限定なんて、そんな需じゆ要ようのなさそうな装備は流石になあ」

　めぐみんとそんな事を言っていると、ダクネスが俺の差し出した鎧を震ふるえる手で受け取った。

　赤い顔をして、ちょっと潤うるんだ目で鎧をギュッと抱だき。

「……ありがとう。大事にする」

　シンプルで、それでいて感情の込められた感謝の言葉。

　俺が装備出来なかったから、ついでみたいな感じで一応貰もらってきたなんて、今いま更さら言えない雰ふん囲い気きだ。

「漆しつ黒こくの鎧ですか。ダクネスという名前的にも似合いそうな感じですね」

「だな。でも色や形状的にこれを装備すると、なんか魔王の側近とかそんな感じになりそうだけど」

[image: ]

「う……。聖せい騎き士しが黒い鎧を装備するのもどうかとは思うが、まあ、これはこれで……。それに美しいじゃないか、この鎧は。強力な魔法の掛かった鎧は、装備する持ち主に合わせてフィットするように細部の形状を変える。きっと、私が装備すれば多少は騎士っぽい形になるだろう」

　ダクネスはいそいそと広間の中央に鎧を持っていくと、乾かわいた布を取り出し早さつ速そく鎧を磨みがき始めた。

　キュッキュッと音をさせて鎧を磨くダクネスは、なんだか実に楽しそうだ。

　と、めぐみんが俺の袖そでをクイクイ引っ張る。

「で、私へのお土産は？」

「な、無いです……」




　──軽く飯を食い、風ふ呂ろに入る。

　そして、風呂から上がると、ダクネスの姿が見当たらなかった。

　随ずい分ぶんと鎧が気に入っていたみたいだし、自室で試着でもしているのかもしれない。

　こんな時間帯なのに、寝ね間ま着きではなく黒のワンピース姿のめぐみんが、風呂上がりの俺を待つかのように、広間のソファーでゴロゴロしていた。

「俺はもう寝るけど、明日あしたは忙いそがしくなるぞ。そんな格好でどこへ行く気か知らないけど、めぐみんも早めに寝ておけよ？」

　明日は、俺がダンジョンに潜もぐっている間にダクネスやめぐみんが渡わたりをつけた冒険者達に、有用なスキルを教えてもらう事になっている。

　そしてスキルを習得次第、そのままアクアを追い掛ける予定だ。

　広間の隅すみには、既すでに遠えん征せい用の荷物も用意した。

　俺のレベル上げを待っている間にダクネスとめぐみんが用意しておいてくれたらしい。

「そうですね。では、私もそろそろ寝ましょうか」

　言いながら、めぐみんがふと立ち上がった。

　そして、自室に向かう俺の後ろをなぜか一いつ緒しよに付いてくる。

　俺が部屋のドアを開けると、めぐみんが当たり前のように入ってきた。

　…………。

「えっと、何してんの？　寝るんじゃないのか？」

「寝ますよ？　カズマと一緒に」

　……えっ。

　──俺が固まっていると、めぐみんはベッドの前に歩いて行き、シーツの具合をぽんぽんと叩たたいて確かめ。

「今回の旅は、今までのどんな旅より危険なものになるでしょう。なので……。お互たがい、後こう悔かいが無いようにしておきましょう」

　めぐみんは、そんな事を言いながらはにかんだ。




　…………えっ。
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「あ、改めてこういう状じよう況きようになると、や、やっぱりちょっと緊きん張ちようしますね。大だい丈じよう夫ぶですか？　まだ、辛つらくないですか？」

「だ、大丈夫だ、問題ない。めぐみんこそ、無理はするなよ？」

　今夜は月がない。

　窓の外から漏もれるのは、この街の魔ま法ほう使つかいにより点つけられた、街灯による僅わずかな灯あかり。

　その微かすかな光では、めぐみんの白い肌はだもあまりはっきりと拝めない。

　俺の暗視スキルでは、サーモグラフィーみたいに輪りん郭かくしか確かく認にん出来ないのだ。

　しかし、そんな暗くら闇やみの中でも、紅あかい瞳ひとみだけは鮮あざやかに映はえていた。

　めぐみんがベッドへ仰あお向むけにころんと横たわったまま、こちらを見上げて微笑ほほえんでいる。

　わざわざ一いつ張ちよう羅らであるワンピースに着き替がえたのはこのためなのか。

　というか、色々考えてごまかしてるけど下半身が大変です。

　本音は辛いです、凄すごく辛いです、早く何とかしたいです。

　と、めぐみんはワンピースへと向けていた俺の視線を見て取ったのか。

「これが私が持っている服の中で、唯ゆい一いつ色気のある服なんですが……。どうですか？　大丈夫ですか？　ちゃんと、その……」

「だ、大丈夫だ、綺き麗れいだし、その、ムラムラする」

「ム、ムラムラしますか。もうちょっと、こう……。いえ、カズマらしいですね」

　言いながら、クスリと笑った。

　そして、こちらを迎え入れるように、横たわったまま手を広げて微笑んだ。

「辛いんでしょう？　大丈夫です、私が全部受け止めますから。何があっても後悔の無いように、やり残した事なんて無いように。好きにしてくれていいですよ？」

　そんな事言われたらもういよいよ限界です。

　ここまで言われてやる事やらないなんて、それこそ、めぐみんではないが頭がおかしい。

　体重をかけないように気を付けながらそっと覆おおいかぶさると、めぐみんが背中を抱きしめてきた。

　目が暗闇に慣れてきたせいで、ワンピースの片方の肩かた紐ひもが外れ、露あらわになった白い肩がはっきり見える。

　そういえば、まだダクネスとしかキスとかしてなかったんだよな。

　まずは、キスからしておくべきだろう。

　めぐみんの頰ほおに右手で触ふれると、めぐみんは俺の手の上に自らの左手を重ね、心ここ地ち良さそうに目を細めた。

　そんな仕草だけで緊張と興奮がマックスになる。

　女ってズルい、これだけでご飯が食えそう。

　心地良さそうに目を細めて俺の手を撫なでてくるめぐみんに、そのまま顔を近付けていく。

　何をする気か察しためぐみんが、コクリと小さく唾つばを飲み、目を閉じた。

　ダクネスに不意打ちでされたキスとは違ちがい、双そう方ほう合意のキスだ。

　緊張するが、それと同時に、急がないとという気持ちがあった。

　さもなくば、いつもみたいに、こういう時に必ず邪じや魔まが入るのだ。

　そう、どうせまた、一番良いいところであのバカが……！




　あの、バカが……。




「……？　どうしました？」

　いつまで経たってもキスしない俺に、めぐみんが片目を薄うつすらと開けて不安そうに尋たずねてくる。

　あのバカが邪魔しに来る事はない。

　だって、今は居ないのだから。

　つまりチャンスだ。

　普ふ通つうに考えれば、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスなのだが……。

「……ごめん」

「……その、私ではダメですか？　ダクネスやアクアほどの大きさは無いですが、形は良いと思いますよ？　見てみますか？」

「凄く見た……、いや、そうじゃない。正直言って、やりたい。凄くやりたい。もう下半身も大変な事態だ。だから、めぐみんに魅み力りよくが無いワケじゃない。でも……」

　勿もつ体たい無ない事をしている。

　バカな事をしている。

　でも──

「アクアがいて、ダクネスもいて。皆みんなが屋や敷しきにいる中で、あいつらに邪魔されないかとヒヤヒヤしながら情事に耽ふける方がいい。あのバカに見付からないようにコソコソと、めぐみんの部屋に遊びに行ったり。で、結局良いとこで邪魔が入るんだろうけど、それでも……」

　言いかけた言葉が、口を塞ふさがれた事によって遮さえぎられた。

　口付けてきためぐみんが俺の首に両手を回し、情熱的に口を吸ってくる。

　口こう腔こう内をめぐみんの舌がチロチロと這はい、何も考えられなくなった。

　自然とこちらもめぐみんを抱きしめ、そのまま……、

「……あなたの、そんなところが好きですよ。たまらなく、大好きです」

　そのまま進もうとするとめぐみんが唇くちびるを離はなし、俺の頭を自分の胸に抱き込みながら囁ささやいた。

　ほうと熱い息を吐はき、そして、愛いとおしそうに後頭部を撫でてくれる。

　顔にめぐみんの柔やわらかい物が当たり、これ以上我が慢まんができなくなった俺は……！




「アクアを連れ戻もどしたら、その日の夜に二人で凄い事をしましょう。約束ですよ？」




　めぐみんは、耳元で囁くように言った後、そっと俺の両肩を押してベッドからするりと降りた。

　……あれっ。

　えっと、自分で言っといてなんだけど、めぐみんのディープキスのせいで盛り上がってしまったんですが。

　なんかもう、既にアクアの事よりも、続きをしたい方が勝っちゃってるんですが。

　泣きそうになっている俺にめぐみんが、後ろ手に手を組んで立ったまま、いたずらっぽく笑いかけてきた。

「カズマがごめんって言った時。理由を聞くまで凄く不安になりました。なのでお返しに、私もちょっとだけ意地悪させてもらいます」

　意地悪ってのは、その気にさせておいてのお預けの事っスか。

　もうこれ意地悪のレベルを通り越こしてるんじゃないですかね。

　今からサキュバスサービスに行っても、この時間だと既にお仕事に出向いてるんですよ。

　なんだよもう、魔ま性しようのめぐみんかよ、コイツドンドン悪女になるな。

「その……。謝るんで、もうちょっと続きをなんとかならないですかね……」

「こ、この男は……！　どうせなら、最後までカッコイイままでいて下さいよ。……と、いうわけで」

　めぐみんは、そのまま俺の部屋から出て行くでもなく、なぜか俺の部屋の隅にあるクローゼットの前に立つ。

「というわけで、ダクネスもそこでモジモジしていないで、部屋に帰りますよ！」

「わあっ！」

　めぐみんがバンとクローゼットを開けると、そこには、なぜか正座して頰を赤らめているダクネスがいた。

「なななな、なぜ私がここに」

「なぜここにいるのが分かったのか、ですか？　昨晩、帰って来ないカズマを心配してあれだけソワソワしていたクセに、今夜はカズマがお風ふ呂ろから上がる前にそそくさと二階に引っ込む！　紅魔族は知能がとても高いのです、性欲を持て余して頭の中がピンク色になっているダクネスの行動など、お見通しなんですよ！」

「せ、性欲を持て余してなんて……！　そそ、それに、それを言うならめぐみんも……！」

　未いまだクローゼットの中で正座し頰を赤らめ、怯おびえたように震ふるえていたダクネスがクローゼットから引きずり出された。

「私はお土産みやげを貰もらえなかったので、その代わりを貰いに来たんです。……どうせダクネスの事ですから、鎧よろいをプレゼントされて浮うかれ、昨晩寂さびしい思いもしたせいで気持ちが昂たかぶり、部屋に忍しのび込んで待ち伏ぶせしていたのでしょう！　で、私の声を聞いて、慌あわててクローゼットに隠かくれたのですね！」

「なんでそんなに私の行動が正確に……！　わ、私は、鎧のお礼をしようと……！」

　ダクネスが恥はずかしそうに、そして泣きそうな顔で赤くなる中、

「プレゼントを貰ったら体でお礼を返すだなんて、なんというエロ娘ですか！　私にとってはカズマと抱だき合ったりそういう行こう為い自体嬉うれしい事なのですが、ダクネスは違うんですか？　自分の体をカズマに与あたえて、上から目線で、さあこれがご褒ほう美びだ！　とでも言う気だったんですか？　そんなに自信があったんですか!?」

「ちちちち、ちが……！　それは、違──！　そそ、そうではなく、そ、そうではなく！」

　泣きそうな顔のダクネスを、めぐみんがズルズルと部屋の外へと引っ張りながら。

「私とカズマの情事を盗ぬすみ見ているうちに自分も盛り上がってきてしまい、あんな姿勢になっていたんでしょう！　なんてエロいんでしょうかこの娘むすめは！　ほら、いつまでも盛さかってないで部屋に帰りますよ！」

「待ってくれ、私がいるのを分かっていながら、行為をしようとしためぐみんの方が絶対エロい！　ああああ、ちょっと私にも言い訳させて……！」

　めぐみんに手を引かれながら、ダクネスは部屋から連れ出されて行ってしまった。

　えっと、俺はこの昂った気持ちをどうすれば……。
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　翌朝。

　乗合馬車の待合所にやって来た俺達の前には、数多くの冒ぼう険けん者が並んでいた。

　その冒険者達の先頭には、バニルと着ぐるみが佇たたずんでいる。

「どうしましたカズマ、ぼーっとして。そんな様子ではスキル習得中に怪け我がをしますよ？」

「あ、ああ。悪い」

　俺達は、これからアクアを追い掛かけ、魔王に喧けん嘩かを売る旅に出る。

　家を出た際、これで見納めかもしれないと、ふと屋敷を振ふり向いた時に変なものを見たのだ。

　いってらっしゃいとでも言うかのように、二階のバルコニーで手を振る少女を。

　以前アクアが言っていた、この屋敷に住んでるという貴族の少女の霊れいだったのだろうか。

　目を擦こすって見直した時には既すでにその姿は無かったのだが、一時レジーナ教徒になっていた弊へい害がいなのか、たまに変なものを見る事がある。

　とはいえ、その少女を見ても、不思議と恐きよう怖ふや不快感は湧わいてこなかった。

　そんなわけで、俺はその子の事を考えていたのだが……。

「小こ僧ぞう。……いや、お客様。今朝方、確かに入金を確かく認にんした。我がバニル魔道具店始まって以来の大取引であり、正直言って笑いが止まらぬ。留守番は任せるがいい、この、預かった邪神と鶏とり肉にくは我わが輩はいが大切に保護してやろう。なので、心置きなく逝いくがいい」

「心置きなく行く、じゃなくて、逝くって言わなかった？　……いや待て、今お前何を預かったって？　鶏肉は分かるけどあと一つ、なんて言った？」

　ちょむすけとゼル帝ていを両手に抱いて、バニルが送りの言葉を掛けてくる。

　引っ掛かる事を言われ問い返す俺に向け、着ぐるみことゼーレシルトが俺の腰こしの辺りをペシペシと叩たたいてきた。

「少年よ。君には、邪悪なる女め神がみ達から何度も守ってもらった恩がある。万が一旅の途と中ちゆうで力尽つきたなら、地じ獄ごくにある私の領地に遊びに来なさい。その時はぜひおもてなしをしてあげよう」

「縁えん起ぎでも無い事言わないで欲しいんだけどなあ……」

　もうすっかりウィズの店のマスコットにしかなっていないけど、一応コイツも悪魔だもんな、これも悪魔なりの励はげましだと思っておこう。




「──よし。それじゃカズマ、スキルを覚える用意はいいか？」

　ダストが冒険者達の中から前に出て、俺に剣けんを突つき付けてきた。

　別に俺をイジメようというのではない。

　これから皆でスキルを教えてくれるのだ。

　冒険者の中にはダストの他ほかにも、この一年あまりの間にすっかり仲良くなった見知った面々が並んでいた。

「魔王のヤツとタイマン張りに行くんだ、皆でボコボ……じゃなくて、餞せん別べつ代わりに思い切り鍛きたえてやるからな」

「今ボコボコって言おうとしなかった？　あと、真正面から挑いどんだり、タイマンなんてするつもりは無いから！　それに本命は、アクアを連れ戻しに行く事だから！」

　ダストに言い返していると、めぐみんとダクネスが子供をあやすように隣となりでハイハイと苦く笑しようしている。

　こいつら二人は真正面から魔王と戦う気満々だからな。

　俺としては、最優先事じ項こうがアクアと合流する事で、それさえ出来れば後はどうとでもなると考えている。

　小心者な俺だってここまでくれば腹も括くくった。

　大量のスキルポイントを得た今の俺は、言ってみれば物語終しゆう盤ばんで覚かく醒せいした主人公だ。

　俺が望む平へい穏おんと未来のため、魔王軍なんて全力でぶっ潰つぶしてやる。

　不敵に笑う俺を見て、居並ぶ冒険者達が気持ち悪そうに後あと退ずさった。

「なあカズマ、やっぱ旅に出るのは止やめた方がいいんじゃないのか？」

「そうだよ、前々からおかしかったけど、今日のカズマさんって特におかしいよ」

　心配した冒険者達がそんな声を掛けてくるが、こいつらは俺が真の力に覚醒した事を知らないのだから無理も無い。

「心配してくれるのは嬉しいが、今の俺はアクセルの街でも一、二を争う実力者だ。アクアも魔王も任せておけ。皆は俺の屋や敷しきがあるこの街を守ってくれ」

　フッと笑えみを浮かべながら言い放つと、なぜか皆の顔が引きつった。

「コイツ、何がアクセルで一、二を争う実力者だ！　聞いたぞ、ウィズさんとバニルさんに保護されながら、ダンジョンでパワーレベリングしてもらったってな！」

「金に物を言わせたレベル上げなんて付け焼き刃ばじゃねえか！　お前、そんなもんで調子に乗ってやがるのか!?」

「スキル教えて貰う立場のくせに、ドヤ顔すんなよ最弱職が！」

　冒険者達が口々に声を上げ、それぞれが武器を構えて威い嚇かくしてくる。

　おっと、心配されたかと思えば今度は非ひ難なん囂ごう々ごうですね。

「今の俺はスキルポイント一いつ杯ぱいあるし、レベルだって三十超こえてるんだぞ！　三十って言えばベテランだ、アクセルの街で燻くすぶってるお前ら雑ざ魚ことは違うんだよ！　いいからとっととスキル教えろ！」

「ちょっとレベル上がったからって調子に乗りやがって！　そんなにスキルを教わりたいなら教えてやるよ、お前の体を使ってな！」

「あんただって雑魚のクセに！　知ってるんだからね、こないだカエルに追い掛けられてたの！　そんなにスキルを覚えたいなら、身をもって中級魔法を教えてあげるわよ！」

「やっちまえ！　ここでやられるようなら魔王になんてどうせ勝てねえ！　皆みんなで囲んでフクロだフクロ！」

　気の短い冒険者達が思い思いに中指を立て、俺に罵ば声せいを浴びせかけた。

　……この野や郎ろう！

「魔王の前にお前らで肩かた慣ならししてやるよ！　だから覚えていないスキルを寄よ越こせ！　俺がカズマだ、かかってこいやああああああああああ！」

　開き直った俺の罵声を受けた冒険者達は、それぞれが笑みを浮かべながら、一いつ斉せいに襲おそい掛かってきた──！




　　　　４




「カズマさんすいません、量があるので遅おそくなりまし……、な、何事ですか!?」

　大荷物を抱きかかえたウィズが、乗合馬車待合所に死し屍し累るい々るいと横たわる冒険者達を見て驚おどろきの声を上げた。

「ああ、悪いなウィズ。わざわざ持ってきてくれたのか」

「それは構いませんが、一体何があったんですか!?　事前の話では、カズマさんが冒険者の皆みなさんにスキルを教わると聞いていたんですが……」

　ある物が詰つまったリュックを抱かかえ、ウィズがおずおずと尋たずねてくる。

「気にしないでくれ、これは思い残す事がないように、コイツらと決着付けておこうと思ってな。まあ結果は見ての通りさ」

　ウィズは辺りを見回しながら。

「あの……。カズマさんも倒たおれたままなので、どのような結果になったのかが分からないのですが……」

「これは寝ねっ転がりながら休んでるだけさ。俺は一人でコイツらは多数だったし、実質俺の勝ちみたいなもんだから」

「ふざけんなよカズマ、お前三人目を相手にした時点でフラフラだったじゃねーか！」

「あんた速そつ攻こうで泣きそうな顔してたから、皆、途中から手加減してあげただけだからね！」

　負け犬達が吠ほえているが、まあ人数差的に俺の勝ちでいいだろう。

　元冒険者のウィズはそんな俺達のやり取りを見て、何があったのか理解したようだ。

「……なるほど、冒険者流のちょっと手て荒あらい餞別ですね！　では私も……」

「ウィズに冒険者流の餞別を貰もらったら、俺、手加減されても死んじゃうから」

　痛む体に鞭むち打うちながら身を起こし、ウィズから荷物を受け取った。

　バニルとの約束で、俺が今朝方入金し、大量に買い上げた品々だ。




「そろそろ時間です。アルカンレティア行きの馬車が出ます、お乗りの方はお早めにー！」




　御ぎよ者しやの声に、俺達は馬車に荷物を積んで乗り込んだ。

「……ところでさっきから気になってたんだけど、鎧よろいはどうした？」

　俺の質問に、鎧を身に着けず大剣を背負ったダクネスは、大事そうに抱だきかかえていた荷物をドヤ顔でぽんと叩く。

「この中だ」

　…………。

「いや、これから旅するんだからちゃんと着ろよ」

「お前は何を言っているんだ。そんな事をして、せっかくの鎧に傷が付いたり汚よごれたりしたらどうするつもりだ」

「お前が何を言っているんだ」

　どうやらダクネスはよほど鎧が気に入ったらしい。

　鎧を抱きかかえて離はなそうとしないダクネスは放ほうっておき、俺は、見送ってくれている冒ぼう険けん者達を振り返った。

「それじゃあ、ちょっとあのバカ連れ戻もどしてくるわ！」

　俺のその言葉に。

「おう、行ってこい行ってこい！　ついでに魔ま王おうも倒してこい！」

「アクアのねーちゃんの事だから、とんでもない所で迷子になってるかもな！　どっかの隙すき間まに挟はさまってるかもしれないし、あちこち隈くまなく捜さがせよー！」

「ねー！　お土産みやげ、期待してるからー！」

「街は任せとけ。なんせこの街には、生まれたばかりのガキと可愛かわいい嫁よめさんがいるんだ。絶対に守るぜ！」

　冒険者達が、思い思いに頼たのもしい言葉を──




　今、最後に不穏な事言ってたのは誰だれだ。




「ダクネス、いい加減に鎧を着てください！　防御力の問題もありますし、それに、そこまで自じ慢まん気げに大事にされていると、お土産を貰っていない自分としてはちょっとイラッとくるのですよ！」

「ちゃんと危険な地域に入ったら鎧を着るから、それでいいだろう！　私の防御力ならばこの辺のモンスターに後おくれを取ったりはしない！」

　馬車の上では、二人がそんな馬ば鹿かな事を言い合っている。

　俺は今からこの頼たよりない二人と共に、この世界で最も危険な地域へと旅に出るのか。

　どうしよう、たくさんスキルを覚えたとはいえ、いきなり心が折れそうだ。

「おいカズマ！　その剣は街で打ってもらっただけの、何の魔法も掛かかってない普ふ通つうの剣だろ？　念のためにこれを持ってけ！」

　なぜか槍やりを背負ったダストが、自分の剣を馬車の上の俺に放り投げた。

　なにこいつカッコイイ、こんな事言うヤツだっけ。

「それは一応魔法が掛かっている一品だ。特定の職業にしか装備出来ない、伝説級の武器ってわけでもないからカズマにも使えるだろうよ。魔王を倒したら、そいつをちゃんと返しに来いよ！」

　こちらにニヤリと笑い掛け、ダストが男前なセリフを口にした。

　魔法の掛かった武器じゃないと傷を付けられないモンスターが存在する以上、この武器は凄すごくありがたい。

　しかし、一体どういう風の吹ふき回しだろう。

　俺はこの男への評価を変えないといけないのか……!?

「なるほどねー。万が一、カズマがそれで魔王を倒したら、その武器にはすんごいプレミア付くもんねー。勇者が使った武器、とか。カズマー、それってダンジョンに転がってた冒険者の死体から、ダストが剝はいでいった物らしいから、返さなくていいからねー」

「てめえリーン！　俺の壮そう大だいな一いつ獲かく千せん金きん計画を邪じや魔ますんなよ！」

　ほらこんなもん。

　……でも、逆に安心した。

　どうしようもない連中しかいないこの街だが、俺は案外ここが嫌きらいじゃないらしい。

　あとは、いつの間にかこの街のマスコット的存在として扱あつかわれているアクアを連れて帰れば、このろくでもない世界でも楽しくやっていける、そんな気がする。

　リーンを追い掛け始めたチンピラを、苦く笑しようしつつ見送りながら。




「行くぞー!!」




　俺達を乗せた馬車は、澄すみ切った青空の下。

　最初で最後の本格的な冒険へと旅立った……！




　　　　５




「あの場にいた冒険者の中にクリスの姿が見えなかったな。魔王討とう伐ばつに行く前に、挨あい拶さつをしておきたかったのだが。魔王の配下が王都を襲うと聞いてから、しばらく忙いそがしくなると言い残し、その後姿を見なくなってな……」

「そういや姿が見えなかったな。まあ、忙しくなる理由は何となく分かるけど」

　王都で人類と魔王軍の決戦があるのだ、本業の方が忙しくなるのは間ま違ちがいない。

「どうしてカズマにそんな事が分かるのか、詳くわしく問い詰めたいところだが……。それより二人とも、これを見てくれ。どう思う？」

「「魔王の配下みたい」」

　揺ゆれる馬車の中、自慢気に鎧姿を見せたダクネスにキッパリ告げる。

　めぐみんと俺に同じ事を言われ、ダクネスが少しだけ悲しそうな顔をした。

「なんだか暗黒騎き士しという印象です。魔王の側近にいそうな」

「盾たても持たずに大たい剣けんなんて使ってるし、黒い鎧が攻こう撃げき的な印象を与あたえるよな」

「くっ……！」

　俺とめぐみんの批評を受け、ダクネスが拗すねたように身に着けた鎧を指でなぞる。

　漆しつ黒こくの鎧は滑なめらかな曲線を描えがき、ピタリと体にフィットしていた。

　黒い金属の光こう沢たくが、ぬめるような妖あやしい輝かがやきを放っている。

　なんというか、カッコイイというよりも美しいと感じさせる鎧だ。

　でも、なんだか妖よう刀とうや魔剣に通じる美しさと言うか……。

「ところで、聞きましたか？　カズマがダンジョンに行っている間、ちょっとした騒さわぎがあったんですよ」

　と、めぐみんが気になる事を言ってきた。

「カズマが捕つかまえたあの女……。魔王の幹部、セレナが脱だつ走そうしたらしい」

「マジか」

　ダクネスの言葉に思わず聞き返す。

　あの街の警察は何をやってるんだ。

「セレナは見張りの者を一時的に傀儡くぐつ化して、脱走を手伝わせたそうですね。見張りの者は、魔王の幹部は露ろ出しゆつ狂きようだと訴うつたえているらしいです」

「なんでも、傀儡化されていた男は何かを見せられたとか言っているそうだ」

　見せられた何かというのは、つまりパンツの事ですね。

　俺がセレナに余計な知ち恵えを付けたからですね、すいません。

「街への襲しゆう撃げきに対する防衛があるため、追手の人員は出せなかったそうです。もしどこかで見かけたなら捕ほ縛ばくをと、ギルドに手配書が貼はってありました。セレナも魔王の城へ帰き還かんしているでしょうし、同じ道を行く以上、どこかで見付けられるかもしれませんね」

「うむ、その際には今度こそ痛い目を見せてやろう。あの女との決着はどうにもスッキリしなかったのだ」

　まあ、捕まえればまた多少の報ほう酬しゆうは出るだろうしな。

　旅の途と中ちゆうで見付けたら捕まえる、そんな程度でいいだろう。

　アイツはレベル一になり弱体化しているし、アクアがいなくてもなんとかなりそうだ。

　俺は後ろを走る他ほかの馬車を眺ながめながら呟つぶやいた。

「しかし、客が少ないなあ……」

　魔王の配下が襲撃に来るという不ふ穏おんな噂うわさからか、今の時期に旅をしようという人はほとんどいない。

　一部の人は他の街に疎そ開かいしたようだが、今ではそれも落ち着いていた。

　俺達を乗せる馬車以外は、交易商品のみを載のせた客がいない物ばかり。

　馬車の数は五台ほど。

　護衛の冒険者数名が乗った馬車以外は、御者とトレーダーの他に人はいなかった。

　馬車の数が少ないと、弱いモンスターですら馬を怖こわがらず近寄ってきやすくなる。

　先行しているアクアに追い付きたい俺達としては、あまり数のいないこの現状は好ましくないのだが……。

「そういえば、カズマは結局、どれだけのスキルを取ったのですか？　私とダクネスは、街の中で強い人達や有用なスキルを持つ人を集めただけですから、何を取ったのかまで把は握あくしてはいないので」

　ダクネスが鎧の表面に息を吐はきかけ布でキュッキュと磨みがく中、対たい抗こう意識でも燃やしたらしいめぐみんが、自分の杖つえを磨きながら聞いてくる。

「とりあえず、魔法系のスキルはテレポートと中級魔法を取ったな」

　俺の言葉にめぐみんが、磨いていた杖を取り落とした。

「そそそ、そうですか、中級魔法を。まま、まあ、上級魔法を取らなかっただけよしとしましょうか」

　めぐみんはどもりながらも平静を装よそおうと、落とした杖を拾おうと身を屈かがめ……、

「上位の魔法ほど長い詠えい唱しようや手順が多いらしくてさ。スキルを習得するには全すべての上級魔法の詠唱暗記が必要らしいんだ。そんなの覚える時間が無かったからさ、無事に帰ったら、ウィズが上級魔法を教えてくれるって……」

　めぐみんは杖もそのままに摑つかみ掛かってきた。

「アークウィザードの私を差し置いて、中級だけでは飽あき足らず、上級魔法まで覚えるつもりですか！　ちょっとカズマのカードを寄よ越こして下さい！　……あっ！　ポイントを全て使えば爆ばく裂れつ魔ま法ほうの習得が可能じゃないですか！　これを覚えて、ポイントを空に……！」

「こ、こら止やめろ、上級魔法と有用なスキルのために残してあるんだよ！　悔くやしかったらお前も他の魔法を覚えればいいじゃないか、人の冒険者カードを勝手に弄いじくるんじゃない！」

「私のカードを勝手に弄った事のある、カズマがそれを言うんですか！　……ああっ!?　他にも、ゴーレム製造魔法や回復魔法まで覚えてる！　何なんですか、魔力が私の十分の一以下のクセに、今さら魔法使いでも目指す気ですか！」

「回復魔法まで覚えたのか。アクアが知ったら仕事を取られたと泣くんじゃないか？」




　──今回の旅は、以前アルカンレティアに行った時と同じ行程のはずなのに、前よりも進む距きよ離りが速かった。

　前回の旅では、堅かたいダクネスが発情期の走り鷹たか鳶とび達のチキンレースに巻き込まれたり、アクアがアンデッドを呼び寄せたりと散々だった。

　でもこの調子なら、明日の昼前にはアルカンレティアに着けそうだ。

「護衛の人達が徹てつ夜やで見張りをしてくれるそうです。……私達の場合、夜の野宿といえばアンデッドですが、今夜ばかりは大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　めぐみんが、今までの旅路を思い出しているのか、どことなく懐なつかしそうに、そして、やはり誰か欠けているのが気になるのか、少しだけ寂さびしそうに。

「……そうだな。馬車の数も護衛の人数も少なく、いつモンスターに襲おそわれてもおかしくないはずなのに、やけに順調で何の問題も無い旅だ。……トラブルばかりの今までの旅が噓うそみたいだな」

　と、めぐみんに続いてダクネスが、どことなくつまらなそうにボヤいていた。

　辺りがすっかり暗くなった事で、商隊の人達と共に野営の準備を済ませ、俺達三人は他の人達とは少し距離を取り、小さな焚たき火を囲んでいた。

　火を焚いておかないと弱いモンスターが寄ってくる。

　もっとも、誰だれかと一いつ緒しよに旅していた時は、火を焚こうがアンデッドに群がられたものなのだが。

　ダクネスが言うように今回の旅は順調だ。

　というか、順調すぎる。

　運の悪い誰かがいないだけで、これだけトラブルが起きないというのもどうなんだ。

　厄やつ介かい事が起きないのは良いいのだが、これはこれで退たい屈くつでつまらないと思うのは、俺が毒されてしまったからなのか。




「──さて。そろそろ、前々から聞きたかった事を教えてもらいましょうか」

　めぐみんが荷物に背中を預けてくつろぎながら、そんな事をぽつりと言ってくる。

　その隣となりではダクネスが、同じく荷物に背中を預けて横になり、お腹なかの上に鎧よろいが入った箱を抱だき置き、目をキラキラさせながら満天の星を眺めていた。

「ああ、そういえば習得したスキルの説明が途中だったな」

　俺は気のない返事をしながら、地面にマントを敷しいてその上にあぐらをかき、焚き火に小枝を放ほうり込む。

「いいえ、そうじゃありませんよ。スキルは旅の間に色々と見る機会があるでしょうから、今はいいです。それよりバニルが言っていた、カズマが異世界から来た人間だという事についてですよ」

　…………あれかあ。

　ふと見ると、空を見上げていたダクネスも、こちらをじっと見つめていた。

　というか、二人共が珍めずらしく真剣な表情だ。

「いや、そんなに真ま面じ目めになる事でも無いんだけどな。……まあ、何だ。俺は、元々この世界の住人じゃないんだよ。ここから遠く離はなれた別の世界から来たわけで。ある日、元の世界で死んじゃってな。で、死後の世界で神様に言われたわけだ、三つの中から選べって。元いた世界で生まれ変わって赤子からやり直すか、それとも天国に行くか。……それか、異世界に行ってみるか、って」

　荒こう唐とう無む稽けいな俺の言葉に、二人は笑いもせず、驚おどろきもせず。

「なるほど。その時の神様とやらがアクアだったりするのですか？」

「そうそう。アイツ、最初に会ったとき偉えらそうでさあ。こいつはちょっと痛い目見せてやろうと、つい勢いで一緒に連れて来て……」




　あれっ。




「アクアが神様だなんてめぐみん信じてなかっただろ。アイツが女め神がみを自じ称しようしても、いつも、そうなんだ、凄すごいねとか言って聞き流して……」

　俺の疑問に、二人は顔を見合わせて小さく笑った。

「最初は信じていませんでしたけどね。でも、普ふ通つうに考えておかしいですし、疑問にも思いますよ。本来、蘇そ生せいは一人につき一度しか許されない究極の神の奇き跡せきのはずなのに、カズマを何度も生き返らせたりだとか。触ふれただけで水を浄じよう化かしたり、水の中に沈しずんでいても平気だったり。あとはまあ、リッチーや大悪魔と一人で渡わたり合えるプリーストなんていませんからね」

　…………ですよね。

　なんだ、二人はとっくに気付いてたのか。

　ていうか、神様って気付いていて態度を変えないのも凄い話だ。

　神様を萌もえキャラ化した漫まん画がやアニメで育った日本人の俺とは違ちがい、この世界の人にとって、もっと崇すう拝はいの対象になるものだと思っていたが。

　ひょっとしたら、案外アクセルの街の住人達の多くが、アイツが女神だと気付いているのかもしれないな。

「どんな存在だろうと関係ない、アクアは私達の大切なパーティーメンバーだ。すぐ泣き、すぐ調子に乗り、すぐ失敗し。そして厄介事を持ち込み、カズマを困らせるのが大好きな……。よく笑い、そこにいるだけで場を明るくしてくれる、大事な仲間だ。……そう、どんな存在だとかはどうでも良い。アクアはアクアだ」

　大切そうに鎧箱を抱いたダクネスが、寝ねそべりながら星を見上げ、そんな事を独白した。

　それを聞いためぐみんは満足そうに微笑ほほえむと、むくりと身を起こして俺を真っ直すぐ見つめてきた。

「カズマ、アクアはなぜあんなにも魔王を倒たおしたがるのですか？　……魔王を倒した後、アクアはどうなってしまうのですか？」

　──天界に帰る。

　喉のどまで出で掛かかったその言葉がどうしても出てこない。

　しばらく無言のままでいる俺に、

「カズマは、魔王を倒したら元の世界に帰るだとか、そんな事は無いんですよね？　以前言っていましたよね、国に帰るつもりはないって。この旅が終わったら、アクアも一緒に、皆みんなで街に帰れるんですよね？」

　星空の下、紅あかい瞳ひとみを幻げん想そう的に輝かがやかせためぐみんが、少しだけ不安気に問い掛けてきた。

　ダクネスは何も言わずに空を見上げ、じっと押し黙だまっている。

「……帰るわけ無いだろ？　このどうしようもない世界にも、何だかんだ言って友人も居れば知り合いも居る。家だってあれば、金に困ってるわけでも無い。……それに、その。この世界にはその……」

　俺がチラリと二人を見ると、その視線に気付いたのか、ふっと口元を綻ほころばせた。

「何ですか？　それにその、何ですか？」

「言ってみろカズマ。おい、恥はずかしがらずにその先を言ってみろ。この世界には？　なんだ、この世界には何があるんだ？」

　めぐみんに続き、ダクネスまでもが身を起こし、二人してニヤニヤしながら聞いてきた。




　──畜ちく生しよう、雰ふん囲い気きに流されて余計な事言った！




　　　　６




　翌朝。

　俺が、何のトラブルもない順調な旅が物足りなく思えてしまうなどと、そんな事を考えたのがいけなかったのだろうか。

「ぼぼ、冒ぼう険けん者の皆さーん！　モンスターが出ました、出番ですよ！」

　御ぎよ者しやの悲鳴じみた呼び掛けに、馬車の中から護衛の冒険者達が飛び出した。

　俺達の前に現れたのは、先日ダンジョンで倒しまくった、人ひと喰くい鬼おにことオーガの群れ。

　三メートルを超こえる巨きよ体たいを持った、武ぶ闘とう派はヤクザみたいなモンスター達だった。

「なんでこんな所にオーガの群れが!?」

　それを見た護衛の冒険者が声を上げる。

　ダンジョンではバニル達が無力化してくれたため俺はオーガの強さを知らないが、反応から見るに結構マズイ状じよう況きようなのだろうか。

　オーガの群れは全部で五体。

　しかもそれらのオーガのほとんどが武器らしき物を携たずさえており、素す手での者は一ひと際きわ大きなオーガのみ。

　それを見た俺は、他ほかの冒険者に続き乗っていた馬車から飛び出した。

「めぐみん、ダクネス！　俺達も手伝うぞ！　魔ま王おうと戦おうって言うのなら、オーガ程度でビビるわけにはいかないからな！」

「上等です！　私にかかればこの程度、一いつ瞬しゆんで終わらせて見せますよ！」

「ああっ、ちょ、ちょっと待ってくれ！　素手のオーガならともかく、武器を持った相手はさすがに私も鎧を着ないと……！」

　だから鎧着とけって言ったのに！

　もたくさと鎧箱を開けて着き替がえ始めたダクネスをよそに、俺とめぐみんはオーガを前に身構えた。

　冒険者であるとはいえ、今の俺達は馬車のお客さんだ。

　やる気になっているめぐみんには申し訳ないが、爆ばく裂れつ魔ま法ほうは温存したい。

　なら、ここはあくまで援えん護ご程度でも大丈夫だろう。

「オンドレァ、ヤッパリ同どう胞ほうノ血ノ臭におイガスルケエ！」

「ドイツガ仲間ヲトッタンジャイ！　イテモウタロカゴラア！」

「ウシロニイヨル、ヨワソウナノカラ臭イガシヨルワ！」

　オーガ達が口々に罵ば声せいらしきものを浴びせてくる。

　ちょっと聞き苦しいが何となく意味は分かった。




　ええ、同胞をやった弱そうなのって俺の事ですね。




　駆かけ出しの街から来た護衛達もオーガの群れは想定外なのか、武器を構えたまま顔を引きつらせて固まっている。

「俺達は背の低いオーガ四体を相手しますから、リーダーは一番大きいヤツをお願いしますっ！」

「お、俺一人でかっ!?　ううっ、わ、分かった！　死ぬなよお前らっ！」

　護衛達のリーダーらしき人物が一言叫さけび、駆け出した。

　他のものより一際大きなオーガは、剣けんを抜ぬいて自分に迫せまってくる男に真っ向から殴なぐり掛かり、強きよう烈れつな一いち撃げきで殴り倒す。

　脇わきに吹ふっ飛んだリーダーをチラリと一いち瞥べつしたそのオーガは、フンと鼻を鳴らすと、その標的を……！

「めぐみんめぐみん！　めちゃくちゃガン飛ばされてるんだけど！」

「目を逸そらしてはいけません、こっちも睨にらみ返すのです！　自然界において先に目を逸らした方が負けですからね!!」

　目を紅く輝かせながら威い嚇かくし返すめぐみんの隣で、俺も負けじと睨み付ける。

「オウ、ニイチャンヨオ！　ダレニガンタレトンネンワレァァァァァ！」

　俺はスッと目を逸らした。

「いきなり負けてどうするんですか、おかげで完全に舐なめられました！　オーガがこっちに向かって来ますよ！」

「だだ、だってしょうがないじゃん、アイツら顔が怖こえーんだよ！」

　他に助けを呼ぼうにも、護衛の冒険者達は御者達を背中に守り奮ふん闘とうしている。

　だが俺は、チート主人公として覚かく醒せいしたのだ。

　まだ慌あわてる時間じゃない！

「見とけよめぐみん、これが覚醒した俺の実力だ！　これでも喰らえ、『ファイアーボール』ッッッ！」

　俺は素早く手をかざし、向かってくるオーガに対し、覚えたての魔法を撃うち込んだ！

「……オウ、アツイヤンケ。ジブン、ヨウモヤッテクレタノォ……」

　だがオーガは、撃ち込まれた火球をアッサリ手の平で握にぎり潰つぶし、そこにフーフーと息を吹きかける。

　俺のファイアーボールは、熱いやんけの一言で済むレベルらしい。

「おい、魔法が効かないぞ、どうなってんだよ！　オーガってそこまで強いのか!?」

「単純に魔力が足りないんですよ！　スキルに補正が付かない職業冒険者の上、貧弱なカズマの魔力では、魔法抵てい抗こう力の低いオーガ相手でもあんなものです！」

　めぐみんは、そう叫ぶと同時に爆裂魔法の詠えい唱しようを開始した。

「ツギハコッチノバンダナ！　漢おとこラシク、ステゴロトイコウヤニイチャンヨォ！」

「俺は知能派タイプだからお断りします！」

　俺は突つっ込んでくるオーガに叫び返すと、めぐみんを庇かばうように前に立ち、片手を地面に突き出した。

　攻こう撃げき魔ま法ほうは諦あきらめた。

　だが、俺は本来小細工が得意なのだ。

　そう、たとえばこのように──！

「『クリエイト・アースゴーレム』！」

　壁かべ代わりのゴーレム作製。

　こいつの後ろに隠かくれて狙そ撃げきし、めぐみんの詠唱の時間を稼かせげば……！

「……っておい、なんか小さい！　小さいぞこれ！　俺の腰こしぐらいしか無いんだけど！　ファイアーボールと違って、今度は相当魔力を込めたんだけど！」

「カズマの魔力の総量が少なすぎるんですよ！　大だい丈じよう夫ぶ、もう詠唱は終わりました！　ひたすら毎日爆裂魔法を唱えてきたわけではないですよ！　さあ、いきます！」

　使えねえ！

　せっかく取ったスキル群、なんかちっとも使えねえ！

　多くのスキルを覚えて俺ＴＵＥＥＥ出来るかと思ってたのに、俺が思ってたのと大分違う！

　俺は弓を手に取ると、使い慣れた狙撃スキルで狙ねらいを定める。

　めぐみんが詠唱を終えたが、念には念を！

「うわあああっ、ちくしょう、やられるーっ！」

　俺が準備を整えていると、そんな悲鳴が冒険者達の方から聞こえてきた。

　めぐみんがそちらにピクリと反応し、チラと横目で確かく認にんすると……！

「『エクスプロージョン』──ッッッ！」

　今まさに御者を襲おそおうとしていたオーガ達に、爆裂魔法をぶっ放した。

　めぐみんは極力冒険者達を巻き込まないよう上空に魔法を放ったのだろうが、それでも爆風の煽あおりを受けて地面を転がり気を失う。

　だが、あのままでは命は無かった。

　それに比べればあのぐらいは安いものだろう。

　そして、問題は──

「ちっ、チクショー！　ダクネス、ダクネース！　ダクネスまだかよぉ！」

　魔力を使い果たし地に倒たおれためぐみんを背に、オーガに向けて矢を放つ。

　至近距きよ離りで放たれた矢にもかかわらず、オーガはとっさに顔を庇って矢を弾はじく。

「格上相手ニハ目ヲネラウ。ケンカノキホンジャケエノォ！」

「これだから知性のあるモンスターは！　行けっ、ゴーレム！　お前の名前は……」

　盾たて代わりのちんまいゴーレムをけしかけると、名前を付ける前に踏ふみ潰された。

「クタバリヤガレ！」

「やっぱりちっとも役に立たねえ！」

　現在、オーガの注意は俺に向いている。

　倒れ伏ふすめぐみんが攻撃を受けないように、ゴーレムが潰された隙すきに走り出す。

　それを追ってきたオーガが跳ちよう躍やくし、俺に殴り掛かかった、その瞬間。

「緊きん急きゆう回かい避ひ！」

「!?」

　通常ならばそうそう躱かわせないだろう上位モンスターの攻撃を、俺の体は見事に躱した。

　素手で戦う聖職者、モンクさんに教わったスキル、自動回避。

　敵の攻撃を高確率で躱してくれる、俺にピッタリの優すぐれ物だ。

　攻撃を躱されたオーガは、驚おどろきの表情で俺を振ふり返る。

　ダストから借りた魔法剣を引き抜くと、研とぎ澄すまされた刃やいばが日差しを受けて、淡あわく白い光を立ち昇のぼらせる。

　剣を抜いてみたものの、これで正面から戦う必要は無い。

　なにせこっちは一人じゃないのだ、時間を稼げればそれでいい。

　レベルが上がった今の俺ならオーガの攻撃を食くらっても……、

「逃にげてください！　オーガの一撃はベテラン戦士ですら瀕ひん死しになります！　貧弱なカズマでは致ち命めい傷しようですよ！」

　迎げい撃げきの構えを見せた俺に向け、倒れためぐみんが警告の声を発してくる。

　アクアがいない今、大きな怪け我がは命に関かかわる。

　次は回避はさせないとばかりに、オーガが両手を広げて迫ってきた。

「よ、よし分かった、話をしよう。俺達はこうして会話が出来る。なら、分かり合えると思うんだ」

「仲間ノ血ノ臭イヲプンプンサセテ、イマサラソレハキケネエナアアアア！」

　強こわ面もてヤクザみたいなオーガに睨まれ、思わず失禁しそうになる。

「カ、カズマー！」

　俺は、めぐみんの悲痛な叫びを聞きながら──！

「ああああ、こんな事になるなら昨日カッコつけずにめぐみんとやる事やれば良かったあああああ！　童どう貞ていのまま死にたくねえよおおお！」

「こ、この男は！　この男はこんな時でも！」

　死に際の願いを漏もらした俺にオーガが迫る、その瞬間。

　黒くて堅かたそうな塊かたまりが、頑がん強きようなオーガを弾き飛ばした。




　俺の危機に颯さつ爽そうと現れたのは、もちろん……。

「おせーよ！　だから、鎧よろいはちゃんと着てろって言ったんだ！」

「だ、だって、ずっと着けていると鎧が汗あせ臭くさくならないか心配になって……っ！」

　顔を赤くして言い訳してくるのは、今の今まで馬車の中で鎧を着ていたダクネスだった。

　ダクネスは大剣を構えると、タックルで弾き飛ばしたオーガに向き直る。

　オーガの攻撃は脅きよう威いだが、鎧を着けたコイツなら長期戦でも耐たえられる。

　ダクネスが時間を稼いでいる間に、俺が他ほかの冒ぼう険けん者達を起こして回れば……。

「ぶっ殺してやるっ！」

　そんな事を提案する間もなく、物ぶつ騒そうなセリフを叫んだダクネスが、剣を振りかぶり襲い掛かった。

　当然の事ながらオーガはヒョイと身を躱すが、ダクネスは攻撃の手を休める事なく剣を振り続ける。

「ダクネス、無理に攻撃しなくてもいいから、他の冒険者を起こすまでの時間稼ぎを……」

　と、俺はそこまで言って、ダクネスの様子がなんだかおかしい事に気が付いた。

「カ、カズマ、ダクネスがいつもと違ちがっておかしいですよ？　普ふ段だんはあんなに攻撃的ではないはずです」

　ダクネスが、荒あらい息を吐はきながらも嬉き々きとしてオーガを追い回している。

　いつものドＭ騎き士しはどこへやら、オーガから反撃を受けてもそれらを平気で鎧で止めて、そのまま休む事なく……、

「ハハハハハ！　フハハハハハハハ！」

「おいダクネス、笑いがどっかの悪魔みたくなってんぞ！　ってゆーか、鎧だろ！　その鎧が原因だろ！」

　ダクネスが身に着けている漆しつ黒こくの鎧。

　それが陽ひの光を反射するだけでなく、自らも妖あやしく輝かがやいていた。

　呪のろいか加護かは知らないが、あれのせいでダクネスがハイになっているのは間違いない。

　鎧は後でひん剝むくとして、今はオーガだ！

「オウネエチャン、ヤルヤンケ！　フッキンモ堅ソウダシヨ、オレノスケニナンネエカ？」

「よし、貴様は八つ裂ざきにしてくれる！」

　短気なダクネスがアッサリと挑ちよう発はつに乗せられた。

　その様子に危機感を覚えた俺は、冒険者を起こすのは諦め、ダクネスを助ける方に舵かじを切る。

　弓で援えん護ごするのもいいが、やはりここは覚えた魔法で──！

「これでも喰くらえや！　『フラッシュ』──ッ！」

「アガアアアアッ!?」

　俺の唱えた閃せん光こう魔ま法ほうがノータイムで強きよう烈れつな光を放つ。

　その光は、ダクネスと対たい峙じしていたオーガの目と、そして──

「ぎゃー！　目、目があああああっ！」

「な、何をやっているんですか！　自分の魔法で目をやられてどうするんですか！」

　光を直視した俺の目をも焼いていた。

　ちくしょう、覚えたてのスキルによる弊へい害がいが！

　皆みんなの前での覚かく醒せいデビューなんて考えず、ちゃんと試ためしておけば良かった！

「ゴハアッ！　ヤリヨッタナ、オドレェ……！」

　目の痛みに地面をのたうちながら視力が戻もどるのを待っていると、近くからオーガの声が聞こえてきた。

　ダクネスが視力を失ったオーガにトドメを刺さしたのだろう。

「カズマって、馬ば鹿かなのか賢かしこいのかどっちなのですか？」

　俺は目を閉じたまま、呆あきれた声のめぐみんに手を引かれながら。




「こ、こんな苦労すんのも、全部家出したアイツのせーだ！　見つけたら覚えてろよー!!」

　遠く、どこに居るとも知れないアクアに向けて吼ほえたてた。
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　アルカンレティア行きの馬車に揺ゆられて小一時間。

「ねえセシリー、飽あきたんですけど」

「同感ですアクア様。ではそろそろ帰りましょうか」

　何となくボヤいた私にセシリーがノータイムで言ってきた。

「いつもの私ならそうしましょうかと言うとこだけど、それはダメ。だってこのまま帰ったら、魔王に苦しめられている世の人々が救われないわ」

　一いつ瞬しゆん、もう帰ってしまおうかとも思ったが。

「さすがですアクア様。ですが、いい加減馬車の旅に飽きたのも分かります。というわけで、御ぎよ者しやの方に言ってそろそろ休きゆう憩けいしてもらいませんか？」

「……ダメよセシリー、まだアクセルを離はなれてからちっとも時間が経たっていないじゃない。ただでさえ出発が遅おくれたのに、これじゃカズマに追いつかれちゃうわ」

　馬車の待合所まで案内してもらったのだが、セシリーがアクシズ教会にたくさんの荷物を取りに帰ったため、朝一番の馬車に乗れなかったのだ。

「すいませんアクア様、いい女は準備に時間が掛かるのです」

「なるほど、それなら仕方がないわね。アクシズ教徒はいい女しかいないからね」

　私もいい女に磨みがきを掛けるため、これからお出かけの際にはワザと遅ち刻こくすべきかしら。

「それにしても、この馬車は何だかゆっくりね。以前皆とアルカンレティアに行った時は、こんな風に景色を見る余よ裕ゆうはなかったわ」

　馬車の窓から外を眺ながめていたセシリーは、私の言葉に微笑ほほえみながら、

「この馬車は観光用のゆったりコースですからね。あっ、ほらほらアクア様！　あそこに渡わたりガニの群れがいますよ。頑がん丈じような甲こう羅らで外敵や日光による乾かわきから身を守りながら、ああして遠えん征せいに行くんです。産卵の時季にはまだ早いので、アレは縄なわ張ばり争いのための殴なぐり込みですね」

「セシリーは博識ね。……ねえ待って、この馬車は観光用なの？　私、なるべく早めに魔王の城に行きたいんですけど」

　渡りガニは気になるけれど、今はそれを見ている場合じゃない気がするわ。

「アクア様、観光用の馬車を選んだのには理由があります。というのもお高い観光コースは、上客を乗せるため強い護衛を雇やとっています。アクア様ほどのアークプリーストにもしもがあれば世界の損失。急がば回れという言葉がありますし、ここは回っておきましょう」

「なるほど、強い護衛がいるのは良いい事ね。それなら回っておきましょうか」

　さすがセシリー、優ゆう秀しゆうね。

「それに代金はアクシズ教団の経費で落ちますから、お高い馬車の方がよろしいかと」

「それはとても良い事ね。お高いのは良いわ、だってお尻しり痛くならないもの」

　と、その時だった。

「お客さん、馬車を止めます！　どうも渡りガニを狙ねらってオーガが狩かりをするみたいなんで、狩りが終わるまでやり過ごします！」

　御者のおじさんの言葉にそちらを見れば、渡りガニの群れを数すう体のオーガが追い掛かけていた。

「ねえセシリー、オーガって人を食べる鬼おにの事を言うんじゃなかったかしら」

「アクア様、オーガだってカニの気分の時もあるのでしょう」

　…………。

「私も何だかカニの気分になってきたんですけど」

「奇き遇ぐうですねアクア様。私もカニが食べたいです。だって目の前には、今が旬しゆんの渡りガニが渡ってますもの」

　私達が御者のおじさんの方をチラリと見れば、おじさんは苦く笑しようしながら肩かたを竦すくめ。

「あれだけのカニの群れです、一匹や二匹、横から持っていってもオーガ共は怒おこりませんや。隣となりの馬車には腕うでのいい護衛が雇われてますからね。もうちょっと近付いて、カニを捕とってみますかい？」

　そんなおじさんの提案に、私はさらなる名案を思い付く。

「わざわざ近付く必要はないわ。ここはカニの方から来てもらいましょう」

「アクア様、不ふ肖しようセシリー、これから何をするのかお尋たずねしてもよろしいでしょうか」

　魔法を使う準備をしながら、セシリーに言葉を返す。

「ここにね、カニの群れを呼ぼうと思うの」

「アクア様、それだけでは何をするのか分かりません。プリーストの勘かんですが、このパターンは嫌いやな予感が……」

　セシリーが何かを言い終わる前に私は魔法を打ち上げた。

「これを使うのも懐なつかしいわね！　今日はカニが大漁よ！　『フォルス・ファイア』！」

「大漁はらめええええぇ！」

　セシリーが悲鳴を上げる中。

　私が放った青い炎ほのおに向けて、渡りガニの群れとオーガが一いつ斉せいに──

「わあああああああー！　これも懐かしい展開なんですけどカズマさーん！」

「そんなところも嫌きらいじゃないですアクア様ああああああああ！」
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「いい加減余計な手間取らせるな！　いいからとっとと脱ぬげ、力ちから尽ずくで剝かれたいのか！　抵てい抗こうすんなよっ！」

「よせっ、止やめろ！　こんな、こんな……っ！　どうしたんだカズマ、天下の往来で突とつ然ぜんこんな……！　ケダモノのように私の体を求めるだなんて……！」

　このバカッ！

「その、忌いまわしい鎧よろいを脱げって言ってるんだよ！　毎回毎回、どうしてお前は敵に突つっ込んで行くんだ！　呪われてるだろ！　その鎧、間違いなく呪いが掛かってるだろ！」

「呪いなど無い！　呪われた装備品は一度身に着けると所有者に災わざわいを与あたえ続け、死ぬまでその身から外す事が出来なくなる。これはちゃんと取り外しが出来る以上、戦せん闘とう時に湧わき上がるあのおかしな高こう揚よう感かんは、呪いではなく加護の類たぐいだ！」

「お前、戦闘時におかしくなってる事は認めるんだな！　なら話は早い、呪いでも加護でもなんでもいい、とっととそいつを外せ！　こっ、こらっ、抵抗するなって！　この街で一番良い鎧を買ってやるから！」

　アクセルの街を出た俺達は、あの後も護衛の冒ぼう険けん者達と何度かモンスターとの戦闘をこなし、ここ、アルカンレティアへとやって来たのだが……。

「嫌だ！　一度寄よ越こした物を返せだなんて、器うつわが小さいぞ！　人から初めて貰もらった鎧の上に、強力な魔法の掛かったクルセイダー専用装備だ！　これはダスティネス家の家宝にする。決めた。魔王を倒たおすまでは、寝ねる時と風ふ呂ろの時以外にはこれは脱がない」

「なんで急にそんなワガママ言うんだ！　お前がそれを着てると攻こう撃げき魔ま法ほうを撃うてないんだよ、真っ先に敵のど真ん中に突撃するから！　お陰かげで、この街に来るまでにどれだけ苦労したのか分かってんのか！　護衛してくれていた冒険者の人達が、毎回半泣きになってただろうが！」

　現在、街の往来にて。

　頑かたくなに鎧を脱ごうとはしないダクネスと、俺は激しく言い争っていた。

　ダクネスにあげたこの鎧は、どうもおかしな作用があるらしい。

　装着者の心から恐きよう怖ふを無くし、勇気を奮い立たせる効果があるようだ。

　真っ当なクルセイダーならその効果は素す晴ばらしい恩おん恵けいに違ちがいない。

　だがうちのクルセイダーにとって、その効果は迷めい惑わく極きわまりない。

　どこがどうおかしな作用をしているのか、戦闘が始まると人の制止も聞かず、真っ先にモンスターに向かって駆かけ出していくのだ。

　この鎧はウィズが選んだ品だという事を忘れていた。

　ウィズの商品の鑑かん定てい眼がんについては、十分に知っていたはずなのに……。

　と、横でじっと成り行きを見守っていためぐみんが口を開いた。

「もう諦あきらめましょうカズマ。おかしな副作用がありますが、確かにこの鎧は良い物です。伝説級の装備にも劣おとらない代しろ物ものかもしれません。これなら、私の爆ばく裂れつ魔ま法ほうを受けても死ぬことは無いでしょう」

「お前もサラッと何言ってんだ！　撃つってか！　ダクネスがモンスターといても、そこに爆裂魔法を撃つって意味か！」

　ダクネスはその物ぶつ騒そうな発言を受け、腕を組みながらふむと呟つぶやく。

「私は一向に構わないが。昔、めぐみんの爆裂魔法を食くらった時は意識を失ってしまったからな。今度は負けないぞ」

「そうですね。この旅の間に、私の魔法とダクネスの耐たい久きゆう力のどちらが上か、そろそろハッキリさせましょうか」

「そういった事は、アクアを連れ戻もどしてからアクセルに帰った時にでもやってくれ！　ていうか、いい加減にしろ！　お前、その鎧を手放さないなら本当に力尽くで剝むくからな！」

　言って、俺はダクネスに片手を突き出しスティールの体勢を……！

「いいぞ、やってみろ」

「えっ」

　思わず素になる俺に向け、ダクネスが腕を組んだまま。

「やってみろ。私は一向に構わん」

　そんな、バカな事を公衆の面前で言ってのけた。

「お、お前何言ってんだ、スティールだぞ？　公衆の面前でのスティールだ。お前、何だかんだで皆みんなの前での羞しゆう恥ちプレイは……」

「今の私はそんなものにも屈くつしはしない！　それに、私だけお前のスティールを食らった事がないからな。以前の私なら躊ちゆう躇ちよしただろうが、この鎧の加護のおかげで勇気溢あふれる今ならば、何も恐おそれるものはない。さあやってみろ！　肝かん心じんなところではヘタれるお前が、この公衆の面前で私を剝けるものならやってみろ！」

「へ、変態！　なんでそんなにアグレッシブなんだよ！　自分で何言ってるのか分かってんのか、やっぱりその鎧は問題あるぞ！　分かったよ、俺には無理だよ、認めるよ！　分かったからグイグイくるな！」

　鎧の効果か、どうしようもない方向にますます磨きがかかった変態に、俺がジリジリと押されていると。

「……変ですね。これだけ騒さわいでいるのに、誰だれも姿を見せません。この街の住人なんて殆ほとんどがアクシズ教徒で構成されているはずなのですが。アクシズ教徒の習性として、好こう奇き心しん旺おう盛せい、厄やつ介かい事や揉もめ事が好き、騒ぎがあれば便乗し被ひ害がいを拡大したがる、祭りが好き等々。こんな道みち端ばたでダクネスが剝けだのと騒いでいれば、すっ飛んでくるはずなのですが」

「はた迷惑な連中だけど、言われてみれば確かに変だな。以前この街に来た時は宗教の勧かん誘ゆうとかやってたよな。それが……」

　改めて街を見回すと通行人がほとんどいない。

　なんというか、閑かん散さんとしていて──

「この街はそれなりに大きな街なのだが。それにしては人が少ないな？　どうした事だ、何かあったのか？」

　ダクネスが首を傾かしげ、俺と同じく辺りを見回している。

　そんな俺達にめぐみんが提案してきた。

「何があったのかはこれから聞くとしましょうか。ここから先は、徒歩か馬車で行くしかありませんので、馬車の調達などもしなくてはいけませんし」
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「いらっしゃいませ！　何になさいますか？　期間限定でスイーツが付いてくる日ひ替がわりランチがございますが、それがオススメですよ？　ちなみに、当店はアクシズ教徒であれば三割引とさせて頂いております。宜よろしかったらこちらをどうぞ！」

　スマイルを浮うかべながら、メニューと共に紙をスッと出してくるウェイトレス。

　出された紙は当然の事ながらアクシズ教団への入信書。

　……そういえば、この街はこういう所だった。

　情報収集と昼飯のついでに入った店で、俺達は早さつ速そくこの街の洗礼を受けていた。

「……ええと。それじゃあ、その日替わりで」

「はいっ！　そちらの方は……？」

「私は、ネロイドとサンドイッチをお願いします」

「はいっ！」

　笑えみを浮かべて俺とめぐみんの注文を取るウェイトレス。

　続いてダクネスがメニューを開き、

「私は、そうだな……」

「土でも食ってろ」

　注文しようとするダクネスに、ウェイトレスは笑みを浮かべたまま吐はき捨てると、そのまま厨ちゆう房ぼうへ去って行った。

「…………」

　メニューを開いたまま頰ほおを染め、ふるふると震ふるえて固まっているダクネスに。

「お前、この街ではエリス教徒のペンダントは隠かくしておけよ」

「……こ、断る……」

　この街に着くや、これみよがしにエリス教徒のペンダントを胸むな元もとから取り出したダクネスは、以前この街に来た際に、これを身に着けていて手て酷ひどい目に遭あわされたので味を占しめたらしい。

「……しかし、お昼時だというのに店の中も閑散としてますね。この街は、頭のおかしい人達で常に賑にぎやかだったはずなのですが……」

　紅魔族のめぐみんにこんな事を言われるアクシズ教徒。

　だが、やはり以前来た時ほどの迷惑感がない。

　以前は、道を歩けば鬱うつ陶とうしい勧誘に遭そう遇ぐうしたのだが──




「──この街のアクシズ教徒は、教団最高責任者のゼスタ様指揮の下もと、魔王城へ続く道のモンスター狩がりに出かけております」

　青色の胸当てを付け、片手にメイス、もう片方の手に銀色の盾たてという格好で、アクシズ教会の正面に仁に王おう立だちしながら、アクシズ教徒のお姉さんが、気合いの入った様子で教えてくれた。

　食事を終えた俺達は、事情を聞くべくアクシズ教団の教会にやって来ていた。

　先ほどの店では事あるごとにダクネスが絡からまれるので、情報収集どころではなくなったのだ。

「アクシズ教徒って、そんな、世のため人のためになりそうな事もするんだな」

「私達の事を、人に迷惑掛かけて楽しむのが生き甲が斐いみたいな、そんな見方は止めてください。アクシズ教団に関する悪い噂うわさは、心無い邪じや悪あくなエリス教徒によるものなのです」

　教会を背にして守るように立ち塞ふさがりながら、お姉さんが悲しげに訴うつたえた。

「……ちなみに、あんたはここで何してんの？」

「アクシズ教徒の大半が留守にしている今、日ひ頃ごろ好き放題やってきたツケが回ってきてるんですよ。エリス教の女性神官を筆頭に、この街の少数派である、非アクシズ教徒達が教会にいたずらしに来るんです」

「日頃好き放題やってる自覚はあるんじゃねーか！　いや、あんた一人で大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺は、見覚えのあるそのお姉さんに、少しだけ気になって尋たずねた。

　確かこのお姉さんは、初めてこの教会に来た時に案内をしてくれた人だ。

　俺の言葉にお姉さんは微び笑しようを浮かべ、

「大丈夫ですよ。ノコノコと現れた背教者は、この太くて硬かたくて大きいメイスで、もれなく大人にしてあげますから」

「や、止やめてやれよ！　そういうのがアクシズ教徒の悪評に繫つながるんだぞ！　……ところで、この街に俺の仲間のアクアってアークプリーストが立ち寄らなかったか？　その辺の情報収集がしたいんだけど、この街の店じゃろくな話が聞けなくてさ」

　お姉さんは、アクアという単語にぱあっと顔を綻ほころばせ、

「いらっしゃいました！　ええ、いらっしゃいましたよ、アクア様が！　『以前、源泉をお湯に変えた事、怒おこらない？』と、ビクビクしながら街に来ました！　ああ、可愛かわいかったなあアクア様！　というか、現在この街のアクシズ教徒が出で払はらっているのもアクア様のお言葉に従ってのものなんです！　ああああ、本来なら私もモンスター狩りに行きたかったのになあ……！　残念な事に、居残りじゃんけんで負けちゃったんですよ」

　口早に捲まくし立てたお姉さんは、つまらなそうに足あし下もとの石を蹴ける。

　蹴られた石がダクネスの脛すね当あてに当たったが、お姉さんは悪びれる様子もない。

「アクアの命令でモンスター狩り？　どういう事だ？　その辺をちょっと詳くわしく聞きたいんだけど」

「アクア様はおっしゃいました。『なんじらー、日々清く正しく我が道を行くアクシズ教徒よ。この街から魔王の城までの道を、旅人とかが安全に、かつ迅じん速そくに通れるように、強くて逞たくましくて格好良いあなた達が、道を脅おびやかすモンスターを成敗するのです。さすれば魔王が倒たおされた暁あかつきには、この世界に降臨してきた通りすがりのアクア様が、実は私が女め神がみなのでした！　とか言って、ここに遊びに来るかもしれません。一人一人にお褒ほめと感謝の言葉を授さずけるかもしれません』……と」

　俺の言葉にお姉さんは、鎧よろいに石をぶつけられて涙なみだ目めになるダクネスには目もくれず、恍こう惚こつとした表情でウットリしていた。

　何だろう、この違い和わ感かんは。

　……そうだ、お姉さんのアクアに対する反応がおかしいのだ。

　そう、まるで──

「アクシズ教団の皆みなさんは、とっくにアクアの正体に気付いてたりして……」

　思わず口をついて出たのだが、アクセルの街に派は遣けんされてきたセシリーというプリーストを見ていると、それが一番しっくりくるのだ。

「当たり前じゃないですか。私達のくもりなきまなこは、節穴ではありませんよ？」

　コイツらマジか。

「ていうかあんた達、以前アクアの事を偽にせ者もの呼ばわりして、石投げたり……」

「それはアクシズ教徒の皮を被かぶったエリス教徒の仕し業わざですね。私は身に覚えがありません」

　おい、シレッと噓うそ吐つくな。

　いや、それは置いとくとして、アクアは一体何の目的で街かい道どう警備なんてさせてるんだ。

　……ひょっとして、俺達が追って来るのを期待してやがんのか？

　なんていうか本当に、家出した子供が捜さがして欲しがっているような状じよう況きようだ。

　こんな面めん倒どう臭くさい事をせず、もう少し足を遅おそめてくれればいいだけなのに。

　まったくアイツは、どこまでいっても手間を掛かけさせやがる……！

「あの、アクアは一人でしたか？　魔ま剣けんを持ったいけ好かないイケメンや、幸薄うすそうな紅魔族と一いつ緒しよじゃありませんでしたか？」

「ああ、居ましたねそんな人達が。街の出口までアクア様をお見送りした際に、高そうな剣を持ったイケメンが、相場で失敗して金欠の私に見せ付けるかのごとく、高そうな馬車に乗っておりました。私の必殺の流し目にも動じない方でしたね」

　なんかこの人、ちょこちょこダメ人間なところが見え隠れするな。

　しかし、ミツルギ達とは無事に合流出来たのか。

　これで、とりあえずは安心だ。

「そうか、アクアが保護されたか……。っと、ついでに聞きたいのだが。馬車を借りられる店はあるだろうか？　高く付いてもいいので、脚あしの速いヤツがいいのだが……」

「当教会が保有している馬が、おそらくこの街において最も脚が速いと思われます。……でも女神エリスの犬であるあなたが、四よつん這ばいで走れば良いいんじゃないですかね。邪悪なエリス教徒にはそれがお似合い……、ああっ!?　背教者め、何をするの！」

　とうとう我が慢まんの限界に達したのか、女信者と摑つかみ合いの喧けん嘩かを始めたダクネスを押し留とどめると、俺は金欠信者に大量のエリス札を突つき出して。

「悪いんだがそいつを貸して貰もらえないかな。金なら……」

「貴方あなた様に女神アクアの祝福を！」
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　めぐみんの魔力を回復するためアクシズ教会で一いつ泊ぱくさせてもらった俺達は、アクアを追って馬車を走らせていた。

　アクシズ教徒によるモンスター駆く除じよキャンペーンが効いているのか、長らく放ほう棄きされてきた街道なのに道中は至って順調だ。

　いや、順調なのだが……。

「おいダクネス。順調なのはいいんだけど、ちょっと飛ばし過ぎじゃないか？　もうちょい速度を緩ゆるめても大丈夫だと思うぞ。アクシズ教徒が頑がん張ばっているとは言っても、モンスターが根絶やしにされてるわけじゃないと思うしさ。モンスターが飛び出してきたら馬がビックリするだろ？」

　そんな俺の言葉に、御ぎよ者しや席で馬を操あやつるダクネスは無言のままだ。

　少ない人数で旅をするなら、馬が引く馬車も出来るだけ小さい方が良い。

　二頭立ての馬が引く馬車は二人乗りだ。

　御者席には馬を扱あつかえるダクネスが座り、俺とめぐみんはその後ろに並んで座っていた。

「あの、ダクネス……？　確かにちょっと飛ばし過ぎのような気がします。アクアが心配なのは分かるのですが、あまり急ぐと馬を潰つぶしてしまいますよ？」

　俺と同じくめぐみんも、速度に不安を覚えたのか忠告している。

「…………」

　だが速度も落とさず返事もしないダクネスに、俺は違和感を覚え再び声を掛けた。

「おい、聞いてんのか？　飛ばし過ぎだって。もうちょっと、速度を……」

　と、そこまで言いかけた俺に向け、ダクネスが半泣きで振ふり返ると……。

「……馬が、言う事を聞いてくれないのだ……」

「「…………………………」」

　思わず無言になる俺達に、

「聞いたことがある。アルカンレティアでは、馬ですらもアクシズ教徒に洗脳されていると。そのため、アクシズ教徒の言う事以外は聞かないとか……」

「止めろおおおおおー！」

「あっ！　カズマ、見てください！　馬車の隅すみにアクシズ教への入信書が置いてありますよ！　ハメられたんです！　私達はあの信者にハメられたんですよ！」

　暴走を始めた馬車の中、俺はアクシズ教徒のイカレっぷりを改めて実感していた。

「ああああ、畜ちく生しようー！　魔王軍より先にアクシズ教徒を滅ほろぼすべきだろー！」

「カ、カズマ、ここは一つ我々を代表して、ちょこちょこっと入信書にサインを……！」

「お、おい、私の言う事を聞いてくれ！　ほら、どーどー！　言う事を聞いてくれたら後で新しん鮮せんな野菜をやるぞ！　採れたてピチピチで跳はね回っているヤツだ！」

　必死に馬を宥なだめるダクネスに、頭を抱かかえて叫さけぶ俺。

　めぐみんが入信書を手に、暴走する馬車内でバランスを失いコケた、その時だった。

「ああっ、前方に人が！　カズマ、どうしよう！　このままでは前にいる人達を轢ひいてしまうぞ！」

　前を向いたダクネスが、切せつ羽ぱ詰つまった声で叫びを上げた。

　激しく揺ゆれてバランスの悪い馬車内から、なんとか前方を見てみれば、そこにはかなりの人ひと影かげが。

　一人や二人じゃない！

　このままじゃあ……！

「轢きましょう」

　………………。

「構いません。ダクネス、そのまま轢いてしまいましょう」

「め、めぐみん!?」

　ダクネスが少し引きながらめぐみんを見る中、俺も遅おくればせながら、前方にたむろする人影の正体を看破した。

「構いません。むしろ盛せい大だいに轢いてください！　あの集団の先頭にいるのは……！」

　迫せまりくる馬車の存在に、前方にたむろしている集団も気付いたようだ。

　わらわらと人影が道を空ける中、一人の男が道のど真ん中に留まっている。

　そいつは馬車に乗るめぐみんを見て、何事かを叫んでいた。

　神官服の上に鉄の胸当てを着た白はく髪はつのおっさんが、こちらに朗ほがらかに手を振っている。

「これはこれはめぐみんさん！　お久しぶりです、覚えていますかな？　私は、アクシズ教団、最高責任者の……！」

　ノコノコと前に出てきた最高責任者とやらを、暴走する馬車が撥はね飛ばした。
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「『ヒール』！　『ヒール』ッ！　……どうだ？　少しはマシになったか？」

　馬が暴走したそもそもの原因はアクシズ教徒のせいであるとはいえ、馬で撥ねてしまった負い目から、俺は覚えたてのヒールを掛けまくっていた。

「ええ、大分楽になりました。いやいや、自分で治してもいいのですがね？　やはり、若い人に掛けて貰うヒールは良い！　傷だけでなく、心まで癒いやされますよ！」

「さすが何でもいけるゼスタ様！　筋金入りだぜえ……！」

「『穴があればオークもいける』が、ゼスタ様の座右の銘めいだしな！　ぱねえ！　ゼスタ様マジぱねえっす！」

　俺がヒールを掛ける間、ろくでもない事しか言わない、ゼスタと呼ばれるこの男。

　ええと、このおっさんが、一応は教団で一番偉えらい人なんだよな？

「お久しぶりですめぐみんさん。しかし、まさか出会い頭がしらにこんな手て酷ひどい仕打ちを受けるとは思いませんでしたぞ。これはもう、お詫わびとしてアクシズ教団に入って頂くか、私とステディな関係になって頂くしか選せん択たく肢しはありませんな」

「言っときますが、あなたの所で借りた馬が暴走してゼスタさんを轢いたんですよ？　馬にまでおかしな事をしないでください」

　どうしようもない事を口走るおっさんにやり返しながら、めぐみんが深々と息を吐はく。

　おっさんは俺に向き直ると、

「あなたの事は聞き及およんでおりますぞ、カズマ殿どの！　私の事はゼスタと呼び捨てにするか、パパ、ダーリン、お父様など、お好きなようにお呼びください」

「おいめぐみん、一応言っとくけど知り合いは選んだ方がいいと思うぞ」

「私だって好きで知り合った人達じゃありませんよ！　というか言っときますが、カズマも気を付けてくださいね。この人達に毒されないでくださいよ？」

　そんなめぐみんの忠告に、俺は改めて周りを見る。

　男も女も老人も、服装も装備もバラバラで、一見すると何の集団なのか分からない。

　だが、一つだけ共通している事がある。

　それは……。

「お兄さんていけめんだよね！　ねえ、お兄ちゃんって呼んでもいい？」

「こら、駄だ目めよ！　確かにイケメンで素す敵てきなお兄さんだけど、アクシズ教徒でもない人をお兄ちゃんだなんて……。甘えたいお兄ちゃんが欲しいのは分かるけれど、アクシズ教徒にしなさい？　イケメンだけど残念ねえ……」

「分かったー……。……ねえお兄ちゃん、お兄ちゃんは、アクシズ教徒は嫌きらいですか？」

　嫌いじゃないよ。

　不安気に見つめてくる女の子に、喉のどまで出掛かった言葉をなんとか飲み込む。

　返事をしない俺に焦じれたのか、女の子とその母親と思おぼしき二人は、別の信者に手を差し出しタッチした。

　俺の前にはタッチされた別の信者である、ヒラヒラのゴスロリみたいな服を着た、可愛かわいい少女が上うわ目め遣づかいでこちらを見上げ……。

「あの……。お兄様、って呼んでもいいですか？」

「いいわけあるか、その声、お前男だろ！　さっきのゼスタっておっさんといい、アクシズ教徒は何でもいいのかよ！」

「何でもいいわけじゃないですよ！　僕はゼスタ様と同じく、両方ともいけるだけです！」

「もういい喋しやべるなあっち行け、キワモノはドＭクルセイダーだけで間に合ってるんだよ！」

「ええ!?」

　ダクネスが納なつ得とくがいかなそうに自分を指差し驚おどろく中、俺はゴスロリ少年を追い払はらう。

　まったく、こいつらと話していると本当に疲つかれる。

　だがここには俺達よりも、もっとぐったりと疲れきったヤツが居た。




　それは──




「随ずい分ぶんえらい目に遭あったみたいだな。……ていうか、やつれてんな」

「うるせーよ……。チッ、なんでお前がこんな所にいるんだよ。ここから先は魔ま王おう軍との前線基地になっている、小さな村ぐらいしか見るもんねーぞ。ああ、気分悪い……！　変な集団に絡からまれたと思ったら、一番見たくねえ顔を見ちまったよ！」

　そう言いながら、イライラと足あし下もとの石を蹴けるプリースト。

　アクセルの警察署から脱だつ走そうしたと言っていた、俺を殺した邪じや神しん崇すう拝はい者であり魔王軍幹部セレナが、なぜかアクシズ教徒に囲まれげんなりしていた。

　どうやらプリースト然とした服装のため、モンスター狩がりをしていたアクシズ教徒に絡まれていたらしい。

　キワモノ扱いされたダクネスが落ち込み、めぐみんがこめかみをピクつかせながら身構える中、全く空気を読まないアクシズ教徒がセレナに対してセクハラしていた。

「くっ！　きっさまぁ、そんなエロい体をしやがって、一体何が目的なんだ！　どこの街の、どの宗派のプリーストだ、名乗るがいい！」

「そうだそうだ、今度皆みんなで冷やかしに行くから教えろください！」

「あっ！　この姉ちゃんの後ろに回ると、ブラ紐ひもが透すけて見えるぞ！　このけしからんサイズの胸からすると、エリス教徒とは無関係なのか……!?」

「いや待て、宗派と胸の成長補正はあまり関かかわりがないとの論文が学会に提出されている。そこら辺の統計的にも、どこの宗派かを教えなさい！　具体的に、どこの街の教会で、何時ぐらいに行けば会えるのかを！　別に、聖戦の名の下に喜び勇んでセクハラしに行くわけではないので、安心しなさい！」

「…………て、てめえら、そろそろいい加減にしておけよ……？」

　俺は我が慢まんの限界が近そうなセレナに向けて。

「……なんていうか、ここでお前に会うとは良いいタイミングだな。丁度いい、お前に色々と聞きたかったんだよ。俺を殺してくれた事はムカつくが、質問に答えてくれれば、今回はお前の事を見み逃のがしてやってもいいぞ」

　問われたセレナは俺をつまらない物でも見るかのように一いち瞥べつすると。

「ペッ」

「「「「「ああっ！」」」」」

　それが返答だとばかりに地面に唾つばを吐き捨てた。

　そのふてぶてしい態度に思うところがあったのか、アクシズ教徒が声を上げる。

「へっ。バカも休み休み言え。なんであたしがお前なんかの質問に答えなきゃいけないんだ。それとも何か？　またあたしに対価でも支払うか？　もっとも、もうお前なんかを傀儡くぐつにするのは…………って、おいお前ら何やってんだよ！　ちょっ、やめっ……！　あたしが唾を吐き捨てた所を掘ほり返して、何する気だよ！」

　その指し摘てきの通り、数多あまたのアクシズ教徒達が、セレナの唾が染しみ込んだ土を取り合い喧けん嘩かを始めた。

　なんていうかもう、レベルが高過ぎて付いていけない。

　何に使う気か知りたくもないが、土の争そう奪だつ戦に勝利したゼスタが大切な宝物でもしまうかのように、その土を瓶びんに詰めて懐ふところへ。

「……ふう。これはこれは、我が同志達が見苦しいところをお見せしました、申しわけありません、お嬢じようさん」

「いや待てよ、お前が言うなよ！　すげえ不快だから止やめろよそれ！　そもそも、お前らは一体何なんだ！　さっきからあたしに好き放題やってるクセに、誰だれ一人借りを作ったと思っていないのはどういうこった！　散々セクハラしてるんだから、感謝とかあるだろうが、色々と！」

　セレナの言葉に、ゼスタは大おお仰ぎように手を掲かかげ。

「感謝!?　それはもう感謝していますとも、我らの神に！　ああ、今日のこの幸運も、全すべては私達の日ひ頃ごろの行いと信しん仰こうのお陰かげ……！　ああ、ありがたやありがたや……！」

　そんな事を言いながら、ゼスタはセレナに向かってその頭を深く下げた。

「何なんだよ本当に、この頭のイカれた集団はよ！　ああもう、わけが分からなくなってきた！　っていうかカズマ、そもそもなんでお前はピンピンしてるんだ？　お前には、確かにデスを掛かけたはずで……、おいこらオッサン！　お前、何頭下げるフリしてパンツ覗のぞこうとしてんだよ！　いい加減にしろよ、ぶっ殺すぞてめえ！」

　セレナがどれだけ吠ほえようと、全くブレないアクシズ教徒。

「アクアってプリーストがいただろ？　アイツは腕うでだけは確かでさ、蘇そ生せい魔ま法ほうで生き返らせて貰もらったんだよ。……それより、聞きたい事が色々あるんだって」

　なんとか説得しようとする俺に向け、セレナは腰こしの後ろに括くくり付けていたメイスを突つき出すと、

「だから、なんであたしがお前の質問なんかに答えなきゃいけないんだ？　なんなら力ちから尽ずくで吐かせてみるか？　レベルを下げられたとはいえ、ここにいる連中をどうにかするぐらいの力はあるんだぜ？　……それに見たところ、蘇生が出来るっていうあのプリーストはいないみたいだしな。どうする？　それでもやり合うか？」

　セレナには復ふく讐しゆうの女め神がみの加護がある。

　それがある限り自分には何も出来ないと分かっているのか、不敵な笑えみを浮うかべていた。

　流石さすがは腐くさっても魔王の幹部、レベルが下がったとはいえ自信と余よ裕ゆうに溢あふれている。

　ダクネスが、音が聞こえるぐらいに固く拳こぶしを握にぎりしめ、めぐみんが目を紅あかく輝かがやかせ始めたまさにその時、セレナが言った。




「しかし、アクアとか言ったか、あの女？　お前なんかじゃなくて、アイツを先に殺やるべきだったね。失敗したね、まったく……」




　──場の空気が一気に冷えた。

　セレナの後ろに回り込み、透けるブラ紐を拝もうとしていたアクシズ教徒。

　エリス教徒のダクネスに、せっせと石を投げていた子供のアクシズ教徒。

　先ほどから眠ねむたげに、暇ひまそうにしていた女のアクシズ教徒。

　……そして。




「今、なんと？」




　セレナの下着をなんとか盗ぬすみ見ようと、地面に這はいつくばった姿勢で匍ほ匐ふく前進していたゼスタが尋たずねた。

　完全に表情を無くしたアクシズ教団最高責任者は、静かな声で問い掛けながら、膝ひざに付いた土を払いもせず立ち上がる。

　場の空気が変わった事に気付かないセレナは、俺に突き付けていたメイスを肩かたに担かつぐと。

「なんと？　アクアとかいう、あのすっトロい女を殺っとけば良かったなって言ったんだよ。……で、どうすんだカズマ？　いい加減あたしも限界に近いんだわ。助けて欲しけりゃ命いのち乞ごいしな。お前が厄やつ介かいな相手だってのは知っている。相手をするのは面めん倒どう臭くさいし、土下座するのなら見逃してやってもいいぜ？　ああ、でも……」

　セレナは、余裕たっぷりに不敵に笑い。

「この連中はもうダメだ。お前の知り合いみたいだが、いい加減あたしをおちょくり過ぎたな。ここまで魔王領に近くなれば追って来れる騎き士しもいないだろう。さあ、どうする？」

　自信満々にそう言うと、担いでいたメイスを自分の右肩にトンと乗せた。

「カズマ殿。こちらのお嬢さんがどこの誰だか、私に紹しよう介かいしては頂けませんか？」

　先ほどまでのおちゃらけた空気は何ど処こかへ吹ふき飛び、抑よく揚ようも感情もない平へい坦たんな声で、ゼスタが言った。

　俺はセレナに、正体を言ってもいいのかという視線を送ると。

「紹介してやんな。どうせこの連中は生きて帰してやるつもりもない。精々、あたしが誰かを知って後こう悔かいしながら逝いくといいさ」

　まるでアクアばりに空気を読めないその言葉に、俺は、セレナを皆に紹介するように手で示すと、

「こちらは邪神レジーナを崇あがめるダークプリーストにして、アクアに散々嫌いやがらせをして傷付けた挙げ句に街を出て行くキッカケを作ってくれた、魔王軍幹部のセレナです」

　そして、完全に静まり返り、全員が真顔になっているアクシズ教徒の方々を手で示すと。

「こちらはアルカンレティアからやって来た、あの悪名高いアクシズ教団の皆さんと、アクシズ教団最高責任者のゼスタさんです」




　──俺が紹介をし終えると、ドスッという音がした。




　何の音かとそちらを見れば。

　顔面を蒼そう白はくにし、びっしょりと脂あぶら汗あせをかいて震ふるえるセレナが、手にしたメイスを落としていた。
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　魔王城へと続く、今ではほとんど使われなくなった狭せまい道。

　普ふ段だんは人の気配も無く、虫の音と鳥の声しか聞こえない、そこに……。




「「「吊つーるーせ！　吊ーるーせ!!」」」

「やああああめええええてええええええええええ────っ!!」




　目が血走り、完全に逝っちゃってる様子の女アクシズ凶きよう徒と達と、木に吊るされて泣き叫さけぶ、セレナの声が響ひびき渡わたった。

　一ひと際きわ背の高い木に吊るされ、顔中を涙なみだと鼻水でぐしゃぐしゃにしたセレナは、恐きよう怖ふに引きつった顔で必死に訴うつたえ掛けていた。

「ごごご、ごべんなざいっ！　許してくだざいっ！　知らなかったんです！　あああ、あの女が、女神だなんて知らなかったんですっ！」

「あ？　あの女っつったかお前。偉い大だいなる我われらが神を、あの女呼ばわりしやがったのか」

「ヒイッ！　ごご、ごめんなざいっ！」

　セレナの発言一つ一つに切れに切れている女信者。

　背の高い木の枝にロープを渡し、目を血走らせながら綱つな引ひきの要領でロープを引くその姿は、もはやどこに出しても恥はずかしくない狂きよう信しん者だ。

　メイスを取り落とした後、震えながらもなんとか逃にげようとしたセレナはアッサリと捕ほ縛ばくされた。

　その後、みの虫のごとくロープでぐるぐる巻きにされ、女信者達の手により、正に今処しよ刑けいされようとしているのだが……。

「え、えっと。悪いが、ちょっとそいつに聞きたい事があるんだよ。これから俺が尋ねる事はアクアのためにもなる事だから、協力して貰えないかな」

　俺はアクシズ教徒の凶行に軽く引きながらも声を掛ける。

　すると、高所にぶら下げられたセレナが体をクネクネさせて縋すがってきた。

「カ、カズマー！　助っ……！　助けてくれ！　答えてやるから助けてくれっ！　あんたとあたしの仲だろ!?　一時は同じレジーナ教徒だった間あいだ柄がらじゃないか！　ワガママ言うあんたを贅ぜい沢たくさせてやったし、毎日内職して養ってやったろ？　最後はその……、お互たがい、戦う事になったけど！　それでも同じ屋根の下、長く一いつ緒しよに寝ね泊とまりした深い仲じゃ……、痛っ！　痛い、止めろ！　こらっ、止めろっ！　いきなり何すんだ！」

　その言葉を遮さえぎるように、身動き取れないセレナにめぐみんが石を投げ付け出した。

　セレナの額に石が当たると、めぐみんの額にもコブが出来る。

　レベルが一になったとはいえ、復讐の女神の呪のろいは健在のようだ。

　何が癇かんに障さわったのか知らないが、なおもセレナに石を投げようとするめぐみんをダクネスが押し留とどめる中、俺はめぐみんを落ち着かせようとヒールを掛ける。

　突とつ然ぜん怒おこり出しためぐみんがヒールを受けて気持ち良さそうに目を細める中、そんな俺達の行動を見て、セレナが思い出したように言ってきた。

「そ、そうだ！　あたしを殺せば、今みたいにレジーナ様の力でお前達も死ぬ事になるぞ！　レジーナ様は復讐の女神だ、あたしにやった事は全てそのまま返ってくる！　これはハッタリなんかじゃないからな！　理解出来たならとっとと解放しろ！　こんな高さから落ちたら当然死ぬ！　あたしを縛しばり上げて吊るした連中は、皆みんな命を落とすと思えよ！」

　そう言って勝ち誇ほこるセレナに対し、アクシズ教徒達は誰一人として眉まゆ一つ動かす事なく、まったく動じず言ってのけた。

「「「それが？」」」

　常じよう軌きを逸いつした発言に、セレナはおろか、俺達三人も絶句する。

　何を言われたのか分からないという顔のセレナに向けて、一人の女信者がにこやかに言った。

「なにか勘かん違ちがいをなさってますね。私達はアクシズ教徒。そう、アクシズ教徒なんです。私達アクシズ教徒は、死んだ暁あかつきにはアクア様の下もとへ送られます。そう、私達の敬愛するアクア様の下に！　そして、そして……！　私達は死後、アクア様の管理している世界に転生する事になるのです！　そう、ニホンと言う名の楽園に！」

「えっ」

　この信者、今なんつった。

　なぜそこで日本が出てくるんだ。

　呆ぼう然ぜんとしているセレナに向けて、他ほかの信者を代表するかのようにゼスタが告げる。

「ニホン。そこは、アクア様いわく楽園のような夢の国。そこでは、私のような両刀も恥じることなく生きていく事が出来……。それどころか！　どのような趣しゆ味みの者にも合わせた、様々な特とく殊しゆな本が溢れていると聞きます！　そう、異い端たんや変態扱あつかいされる我々が、堂々と胸を張って生きていける世界なのです！」

　おい止やめろ。

「ぼ、僕みたいに、女装が大好きな男の子でも、そこに行けばむしろ需じゆ要ようがあるって言うんです！　なんでも、男の娘こって言うんだそうで……！」

　止めろ、マジで止めろ。

「そこは飢うえもなければ治安も良く、モンスターに怯おびえる事もない世界。そして……！　ダンディーなおじ様が組んずほぐれつする本が、一つのジャンルを確立しているとか……！　しかも、しかも……っ！　小さな男の子を取り扱った、いけないショタっ子本も売られているそうで……！　私、私……っ！　アクシズ教徒で良かった！　生きてて良かった……っ！」

　頰ほおを火ほ照てらせたまま瞳ひとみを潤うるませ叫ぶお姉さん。

　……ああ、そうか。

　この連中は、もう手て遅おくれな人達なのだ。

　そんなアクシズ教徒の訴えに、涙を浮うかべたセレナが呟つぶやいた。

「きょ……狂信者……！」

　こればかりはセレナに同意だ。




「……さて」




　その何気ないゼスタの一言に、セレナが高所でビクリと震える。

「それでは、カズマ殿どのの質問に答えて頂けますか？」

　一見穏おだやかなその言葉に、セレナは青ざめながら俺とゼスタの顔を交こう互ごに見る。

　俺は、そんなセレナに向けて。

「じゃあ魔ま王おう軍の事について、詳くわしく話して貰もらおうか。城にはどんな敵が残っているのか、一体何が弱点なのか。あとは……もちろん魔王についてだ」




　　　　６




「今日の日付からいって、魔王の娘は既すでに軍を率いて城を出ている頃ころだろう。つまり、城を守っている幹部は誰だれもいないわけだが、それにはもちろん理由がある」

　木から下ろされたセレナが、未いまだ縛られたまま淡たん々たんと語り出した。

「昔、リッチーに成り立てのウィズが魔王城に攻せめ込んできた事があってな。その際、ウィズは城の結界を魔法で強ごう引いんに斬きり開いて押し入ったのさ。それ以降、最古参の幹部が自ら引退し、ソイツが城の門番を務める事になった」

「最古参の元幹部って、めちゃめちゃ強そうだな。ソイツはどんな戦い方をするんだ？　後、弱点とかはないのか？」

　すっかり大人しくなったセレナは俺の疑問に素す直なおに答える。

「言っておくけどめちゃくちゃだぞ。こいつは、魔王城の中に魔界から直接魔力を引き込む魔ま法ほう陣じんを設置していてな。そこから離はなれられない代わりに、魔法陣の上では絶大な力を振ふるう事が出来る。絶えず魔力が供給されるおかげで、受けた傷も即そく座ざに回復するし、自身に強力な結界を絶えず張り巡めぐらせているから並の攻こう撃げきでは通じない。挙げ句の果てに強力な魔法使いでもあるからな。真正面から城に近付こうものなら、無限の魔力で遠えん距きよ離りから魔法を撃うたれまくって終わりだよ」

　嫌な敵だなあ……。

「そんなヤツどうやって倒たおすんだよ。ソイツをやり過ごす事って出来たりしないか？」

　俺の疑問に、セレナは縛られたまま器用に肩かたを竦すくめると。

「倒すのは無理だ。よほどの火力じゃないとアイツの結界に遮られるし、たとえ傷を与あたえても回復力に追い付かない。城の結界が無かったとしても、紅魔族の連中が総そう掛がかりで魔法を撃ちまくって、それでようやく押し切れるとかそんなレベルじゃないか？　やり過ごすのは、まあ……。少数部隊でコッソリ近付くのは可能だが、城の結界を魔法で斬り開けば目立つからな。どのみちアイツに見付かって撃破されるさ」

　どうでもいいとでも言いたげな態度で、あっさりと言った。

　結界を斬り開けば目立つのか。

　でも、アクアが結界に穴を開けるのはどうなのだろう。

「まあ、ある意味魔王より厄やつ介かいな相手かもしれないな。あたしの知る限り、アイツこそが世界最強の魔法使いだ」

　世界最強の魔法使いという言葉を耳にして、めぐみんがピクリと反応する。

　つまりソイツは魔法陣の上にいる限り、あのウィズよりも格上って事か？

　まあ、対策は旅の途と中ちゆうで考えるとしよう。

　それよりも──

「じゃあ、肝かん心じんの魔王について……」

「断る」

　それだけは応じないとばかりに、セレナはキッパリと拒きよ絶ぜつする。

「どうせ、あたしはこの後処刑されるんだろ？　だったら言えるのはここまでだな。それとも、以前みたいに取引でもするか？　条件はあたしを逃がす事。それと引き換かえに魔王の情報を教えてやるよ」

　そう言って、セレナは不敵な笑えみを浮かべて見せた。

「お前、そんな事言える状じよう況きようだとでも思ってんのか？　よく考えろよ、俺の後ろには狂信者の皆さんが今か今かと待機してるんだからな？　お前の口を割らせる手なんて……」

「やってみな、あたしに拷ごう問もんの類たぐいは効かないよ。なぜなら、拷問を行えば相手にそのまま返ってくるからな。さあ、殺すなら殺せよ！　その代わり、あんたが欲しがっている情報は闇やみの中だ！」

　セレナは吐はき捨てるように言うと笑みを浮かべた。

　だが、よく見れば体が微かすかに震ふるえている。

　強がってはいるが、どうにかして生き延びようと必死なのだろう。

「……なら、ここは私に任せて貰おうか」

　どうしようかと悩なやんでいると、ダクネスがセレナの前に出た。

　ダクネスはなぜかほんのりと頰を染め、その両手をワキワキしている。

　コ、コイツ、まさか……。

「私の強固な意志は、痛みなんかに負けたりしない！　今からフルコースを味わわせてやる、どちらが先に音を上げるか勝負だ！　熱いのがいいかなあ……、いや、最初は……」

「お、おい止めろ変態！　あっ、コラッ！　靴くつを脱ぬがせて何のつもり……。……おい。お、おいっ！　あたしの小指に何する気だよ、そのレンガみたいな物はどこから出したんだよ、止めろよ、レンガの角で何する気だよ！」

　迫せまるダクネスに怯えるセレナ。

　と、その時。

　二人の様子を黙だまって見ていたゼスタが、唐とう突とつに奇き声せいを上げた。




「天てん啓けいが下ったあああああああーっ!!」

「「「ッ!?」」」




　突然のゼスタの叫さけびに、居合わせた皆がビクッと震える。

　それほどまでにゼスタの様子がおかしかった。

　なんというか、とてつもない閃ひらめきでも得たように、目を見開き震えているのだ。

　……天啓ってなんだろう、もう嫌いやな予感しかしないのだが……。

「私はとんでもない事に気付いてしまった。これはアクア様からの天啓に違いない……」

「ゼスタ様、どうされましたか？」

「ゼスタ様、一体何が!?」

　アクシズ教徒が騒さわぐ中、ゼスタはセレナを真っ直すぐ見つめ。

「レジーナ教徒のお嬢じようさん。あなたに対して危害を加えると、それは危害を加えた者にそっくりそのまま返ってくる。……これで、間違いないですね？」

「えっ……。あ、ああ……。間違いない……です……」

　目の据すわっているゼスタに怯えながら、セレナは恐おそる恐る、小さく答えた。

「ついでにもう一つお聞きします。あなたはまだ処女ですか？」

「ド直球だな！　……これでも神に仕える身だからな。それで察する事は出来るだろ」

　ちょっとだけ恥はずかしそうにセレナが答え、それを聞いたゼスタが自らの頭を抱かかえ、膝ひざを突つく。

「ああああ、なんて事だ！　つまりは、男であるこの私が！　このレジーナ教徒の純潔を散らした時……！　その時私は、男でありながら破は瓜かの痛みを知る事になる！　これは、処女受じゆ胎たいにも匹ひつ敵てきする神の奇き跡せきではないだろうか……！」

「何を言ってるのか分からねえよ！　分からねえ！　分かりたくもねえよ！」

　俺もこのおっさんが何を言っているのかが分からない。

「ゼスタ様、ぼ、僕に！　どうかこの僕に、その機会を譲ゆずってください！　本当の意味で女の子の気持ちを味わいたいんです！」

「ズルいズルい！　いつもゼスタ様ばかりズルいですよ！」

「おい、俺も俺も！　こんなに珍めずらしくも貴重な体験は一生出来ないぞ！」

　ゼスタの言葉に触しよく発はつされ、ゴスロリ少年を始め、他ほかの信者達がワラワラと群がってくる。

「ヒイッ！　止やめろ！　止め……！　お、おか……、犯おかされるー！　カズマ、カズマー！　あたしが悪かったから！　全部話すから止めて！　止めてぇっ！」




　　　　７




「『パワード』！　『プロテクション』！　『ブレッシング』！　……あのレジーナ教徒の純潔はこの私が頂いた！　今の私に勝てるというならば、どこからでも掛かかってきなさい！」

「汚きたねえ！　ゼスタ様、ここでアクア様のお力を借りての支し援えん魔ま法ほうは汚きたないですよ！」

「卑ひ怯きよう者！　卑怯者!!　アークプリーストの立場を使っての職権乱用だ！」

　セレナを巡って大人気ない喧けん嘩かを始めたアクシズ教徒は放ほうっておき、俺は怯えるセレナの前に屈かがみ込んだ。

「おいセレナ。一つだけ、お前が助けて貰えそうな案がある。素直に魔王の事を話せ。そうしたら、お前が助かるように協力してやるよ」

「ほほほ、本当か!?　本当に、あの狂きよう信しん者達から助けてくれるんだな？　信じるぞ？　信じるからな!?」

　セレナはよほど怖こわかったのか、縛しばられたまま訴うつたえかけるような目で見上げてくる。

　それに無言で頷うなずくと、セレナはポツポツと話し始めた。

「魔王のヤツは……。戦せん闘とう力自体は、歳としのせいでそれほど強いってわけでもない。……でも、アイツの一族が持つ特とく殊しゆ能力が強力でな。アイツは、その力のおかげで魔王をやっていると言ってもいい」

「……特殊能力？」

　俺の言葉にセレナが頷き。

「そう、特殊能力だ。お前みたいな変わった名前をした連中みたいに、魔王のヤツも強力な力を持ってるんだよ。そうだな……。モンスターや魔族であれば、ただ魔王の傍そばにいるだけで、貧弱なゴブリンでも中ちゆう堅けんどころの冒ぼう険けん者グループと渡わたり合えるほどになる」

「なにそのチート」

　ゴブリンですらそれだけ強化をされるとなれば、魔王の側近みたいな連中は一体どれほどの強敵に変わるのだろうか。

「しかもその力とは別に、魔王は部下に対して加護ってものを与えられる。お前らと戦ったデュラハンのベルディアが、神聖魔法に対して強い抵てい抗こう力を持っていただろう？」

　……なんかもう、ステータスを強化して弱点まで消すだとか、それってクソゲー過ぎませんかね。

　そんな考えを読み取ったのか、セレナが苦く笑しようしながら言ってきた。

「……魔王を倒そうなんて考えない方がいいぞ。アイツを倒したければ、配下がいない時を狙ねらって暗殺でも考えた方がいい。……これでも、その特殊能力は娘むすめの方にかなり受け継つがれちまったんだ。娘が魔王軍の大半を率いて王都に攻せめ入っているのもそういう理由だ。今の魔王じゃ、大軍を率いてもそれらに力を及およぼす事は出来ない。……だが、同じ部屋にいるモンスターなら強化する事は出来るだろうな。つまりアイツがそこに健在な限り、魔王の親衛隊は一人一人が幹部クラスの力を持っていると思えばいい」




　これは詰つんだ。




　楽にいけそうなら魔王を倒すって考えは諦あきらめた方がいいな。

　となると、アクアを回収したのち、やる気になっているめぐみんその他の連中の説得にあたり、そのまま俺とゆんゆんのテレポートで脱だつ出しゆつ。

　アクアの説得は、魔王がもうかなりの高こう齢れいである事を教え、相手の寿じゆ命みようが尽つきるまで遊んで暮らす作戦を提案すればいけそうな気がする。

　……うん、これが一番現実的じゃないだろうか。

　そうだな、そうしよう。

　今の話を説明すれば、皆みんな納なつ得とくしてくれるだろう。

「おい、これでいいか？　他には、魔王について知ってる事なんてほとんど無いぞ。歳をとってから出来た娘をめちゃくちゃ可愛かわいがってるとか、アレでなにかと人材管理に苦労しているとか、そんな事ぐらいなんだけど」

「ああいや、もういいよ。向こうもそろそろ決着がつきそうだしな」

　セレナにそう言いながら、俺はゼスタに視線を向ける。

「はっはっはっ！　偉い大だいなるアクア様、我が活かつ躍やくをご照覧あれ！　今、邪じや悪あくな背教者どもを片付けますぞ！」

「このおっさん、自分とこの信者を背教者扱あつかいしやがった！」

「ちょっとばかり魔法が使えるからって調子に乗りやがって！　俺達にだってアクア様の加護がある！　やっちまえ！　やっちまえっ!!」

　たった一人ながら他を圧あつ倒とうしていたゼスタが、素す手でで遠えん慮りよ無く信者達を叩たたき伏ふせていた。

　人格は崩ほう壊かいしているが仮にも最高責任者、あのおっさん、支援魔法付きなら素手でオーガとも渡り合えるんじゃなかろうか。

　やがてゼスタが、いい汗あせをかいたとばかりに顔をタオルで拭ぬぐいやって来る。

「どうです、もう用件は済みましたか？　そろそろ、そこの背教者をこちらに引き渡して頂きたいのですが」

「ヒッ！」

　ゼスタの言葉にセレナが震え、更さらには女信者達がセレナの傍にじっと佇たたずむ。

　ゼスタよりも、女信者達の目が怖い。

　というか今にも殺やる気満々だ。

「カズマ……。カカカ、カズマ……！」

　縋すがるような目でこちらを見上げてくるセレナは、俺が先ほど言っていた、助ける考えがあるとの言葉に期待しているのだろう。

　そんなセレナの期待に応こたえるべく、俺は一枚の紙を差し出した。

　それはアクシズ教徒の馬車に置かれていた、教団への入信書。

　つまり……。

「汝なんじ、自らの行いを悔くい改め、今までの信しん仰こうは全すべて捨て去り、女め神がみアクアを崇あがめ、敬い、奉たてまつり。敬けい虔けんなアクシズ教徒になる気はありますか？」

[image: ]

　俺が告げたその言葉に、セレナは泣きそうな顔で呟つぶやいた。

「マ、マジで……？」




「──ほらっ、下したっ端ぱ！　いつまでもメソメソしてないで、とっとと行くぞ！」

「は、はいっ！　すいません先せん輩ぱい！」

「おい、先輩って響ひびきいいな……！　俺も先輩って呼んでくれ！」

「ヒイッ！　……な、なんでしょうか、せ、先輩……っ！」

「おいこら下っ端、チヤホヤされて調子に乗ってんじゃないわよ。とりあえず、ここにいる全員分のネロイド買ってこい。私は、夏季限定の地じ獄ごく極ごく楽らく甘あま辛からネロイドな」

「せ、先輩……もうすぐ冬なんですけど……」

「なんか言った？」

「言ってません！　か、買ってきます！　色んな街を巡めぐってなんとか買ってきますから！」

　泣き笑いのような笑え顔がおを見せて、口元をヒクヒクさせているセレナを見つめ。

「一件落着」

「どこがだっ！」

　何気なく呟いた俺に、セレナが怒ど鳴なりつけてきた。

　セレナは、これからアルカンレティアの教会に連行され、今までにやってきた行いを懺ざん悔げさせられ、それに応じた罰ばつを与あたえられるらしい。

　同時に、過去の罪に応じた年月分を、これからアクシズ教団の下っ端としてこき使われる事になるそうだ。

　セレナが過去に俺以外の人間を殺していない事を祈いのろうと思う。

　どうにか話がまとまり、そろそろアクアを追おうかと考えていると。

「さてカズマ殿どの。では、そろそろ参りますか」

　と、俺に出発の声を掛けてきたのは──




「──ダクネス、もうちょっとそっちに詰めてください。あなたはあちこち出っ張っていて場所を取るんです。もっと色々、コンパクトにならないものなんですか？」

「わ、私だって好きでこんなに成長したわけでは……。というか、めぐみんが色々とコンパクト過ぎ……痛い！　あっあっ、めぐみん、だから髪かみを引っ張るのは……っ！」

　狭せまい馬車内で暴れる二人に。

「はっはっはっ！　いやいや、貧乳もムチプリも等しく需じゆ要ようがございます。喧嘩はいけませんよ喧嘩は。どうしても決着を付けたいのなら、優ゆう劣れつを私が決めてさし上げても良いのですが。その気があるならお二方、私にペロンと見せてご覧なさい」

　アクシズ教徒に毒された馬を操あやつるため、御ぎよ者しやを買って出たゼスタが告げた。

「おいおっさん、俺の仲間にセクハラすんな。それは俺だけの特権だからな。馬車が走ってる間に突つき落とすぞ」

「バカな事ばかり言っていると、二人とも御者台から突き落とすぞ。……なあめぐみん、本当にこの男を連れて行って大だい丈じよう夫ぶなのか？　この馬を操るのは、何もこの男でなくとも良いのだろう？　他のアクシズ教徒にしないか？」

　ダクネスが不安そうな面おも持もちで、御者台に座るゼスタを見た。

「何を言うのですか。こう見えて私は、アクシズ教団の中でも随ずい一いちの強さを誇ほこる男。道中の安全はこの私が保証しますとも。無事、アクア様の下もとまで送り届けて見せましょう」

　随一という言葉にめぐみんが嫌いやそうな顔を見せる中、手た綱づなを握にぎり締しめたゼスタがにこやかな笑顔で言ってきた。

　ちなみに、この馬車の客車は二人乗り。

　俺も客車に行きたいと駄だ々だを捏こねてみたのだが却きやつ下かされ、狭い御者台に俺とゼスタが二人で収まる事になった。

「ああ、若い男の温ぬくもりを感じます。何というご褒ほう美び！　アクア様、感謝します！」

「頼たのむから黙だまっててくれ。なあめぐみん、ダクネス。本当に場所替わってくれないのか？」

「い、嫌ですよ、なんだかセクハラされそうですし」

「お、同じく。カズマにセクハラされるのは慣れているが、その男にセクハラされるのはちょっと……」

　俺の頼みも二人にアッサリ断られた。

「ではよろしいでしょうか。出発しますよ？　……教団の皆よ、後の事は頼みましたぞ！」

「かしこまりました。我々の代わりにゼスタ様が、無事アクア様の力になれる事をお祈りしております」

　ゼスタの出発の合図に、女信者が微笑ほほえんだ。

「じゃあなセレナ、早めにアクシズ教徒に染まった方が楽だと思うぞ」

「うっせえ、とっとと失うせろ疫やく病びよう神がみが！」

　セレナの涙なみだ声ごえを背に受けながら、ゼスタの操る馬車が魔ま王おう城へ向けて駆かけ出した──！
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「驚おどろきましたよアクア様。まさか、同じ便に乗っていただなんて……！」

　渡わたりガニとオーガの群れを魔ま剣けんの人達がやっつけた。

　何を言っているのか分からないかもだけど、私も突とつ然ぜんの事で分からない。

「久しぶりね魔剣の人。というか、こんな所で会うだなんて──」

「ゆんゆんさん！　ゆんゆんさん！　助けてくれてありがとうゆんゆんさん！　今ならお礼に、お姉ちゃんがハグしてあげる！」

「いつも通りのセシリーさんじゃないですか！」

　魔剣の人との再会の横で、セシリーがゆんゆんを抱だき締めていた。

「アクア様がピンチの時に偶ぐう然ぜん乗り合わせるだなんて。これが運命、奇き跡せきというヤツ──」

「ゆんゆんさん、渡りガニを食べましょうよ。アクア様のおかげでカニが大漁よ、今夜は皆でカニパーティーね」

「ダメですよセシリーさん、ミツルギさんが真ま面じ目めな話を……！　……パーティー……。皆でカニパーティーかぁ……。皆で……」

　皆で皆でとブツブツ言い出したゆんゆんに、魔剣の人がちょっと引いている。

「い、いや、こんな所でパーティーなんて出来ないよ？　それにオーガを倒たおしちゃったからね。オーガは仲間意識が強いんだ、仲間がやられた事できっとこの辺りを調査に来る。大体、ボク達は魔王討とう伐ばつの旅に出たアクア様を助けに来たんだ。このままアクア様と共に、一刻も早く魔王の城へ……」

「そ、そうですよね！　カニパーティー……やってる場合じゃないですよね……」

　魔剣の人の言葉にゆんゆんは、口ではそう言いながらも肩かたを落としてショボンとする。

「カニパをやらないなんてとんでもない！　アクア様がカニを御ご所しよ望もうなのよ？　いくらイケメンのお兄さんでも受け入れられないわ」

「貴方あなたは……。確か、昔アルカンレティアの教会でお会いしたセシリーさん、ですか？」

　セシリーと魔剣の人は知り合いらしい。

「あら、以前どこかで会ったかしら？　……そうだわ、アルカンレティアの教会で、プリーストが欲しいと言って私をナンパしてきた魔剣の人ね！」

「ナンパはしていませんよ！　それに、ボクが探していたのはアクシズ教のプリーストというだけで、貴方の事だとは一言も……！」

　魔剣の人はそこまで言うと、ハッと何かに気付いたように。

「アクア様、ちょっとバタバタしてしまいましたが、改めて。……ボク達は貴方の魔王討伐を手助けするため、こうして後を追い掛かけてきました。その昔、紅魔族随一の占うらない師に未来を占って貰もらった際に、こう言われたんです。『これからあなたが出会うであろうアクシズ教のプリーストは、やがてこの世界の運命を左右しかねない大切な存在となります』と。『あなたは、何があってもその人を守りなさい』と……。つまり、それは……！」

「アクア様、私年下のイケメンにプロポーズされちゃいました！」

「セシリーさんの事じゃないですよ！　あっ、ちょっ、アクア様！　今、大事な話を……」

　魔剣の人とセシリーが忙いそがしそうなので、カニを食べる事にした──




　──カニパーティーで一夜を明かした後。

「アクア様、アクア様。不ふ肖しようセシリー、懺悔したい事がございます」

　アルカンレティア行きの馬車の中、セシリーが真面目な顔で言ってきた。

「セシリーったら急にどうしたの？　何をやったのか知らないけれど、あなたの罪なら大体は赦ゆるしてあげるわよ？　なんなら一いつ緒しよに謝ってあげましょうか？」

「本当ですかアクア様、実は、やらかした事が色々と……！　……いえ、そうではなく」

　後ろ髪を引かれるような悔くやしげな表情を浮うかべたセシリーは、

「アクア様。このセシリー、めぐみんさん達が合流出来るまで遅ち延えん工作を行ってきたつもりでしたが、どうやらここまでのようです。アクア様の気を引くためのゲーム類もたくさん持ってきたのに、あと小一時間もすればアルカンレティアに着いてしまうでしょう」

「どうしてそんな工作をしたのか気になるけれど、セシリーの事だから良かれと思ってやったのね。幽ゆう霊れい少女といい貴方といい、どうして皆みんな引き留めようとするのかしら。……いいわ、赦してあげましょう」

　セシリーは私の言葉に笑みを浮かべ、

「このパーティーなら魔王討伐も可能かもしれません。ですがやっぱり私としては……」

　何かを言い掛け、途と中ちゆうで止やめた。

「と、これ以上言うのは不ぶ粋すいですね。低レベルプリーストの私では、ここから先は足手まといです。アルカンレティアに着いたなら、ぜひアクシズ教団にお立ち寄りを。そこでゼスタ様や皆に、ぜひこんな感じでお願いをしてみては……」

　セシリーは私の耳元で囁ささやくと。

「それでは、不肖セシリー、皆みな様さまのご無事と勝利を祈っております！　これは半人前プリーストの私に出来る、ささやかな餞せん別べつです。……女め神がみアクア様の御加護がありますように！　『ブレッシング』！」

　私達に祝福の魔法を唱え、満面の笑みを浮かべて見せた。
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　セレナと別れた俺達は、ゼスタが操る馬車により、狭い街かい道どうを駆けていた。

　今のところ順調だ。

　いつも何かしらの問題を起こす誰だれかがおらず、順調なのだが……。

「なあおっさん。御者をやってくれるのはいいんだけどさ、ずっと息が荒あらいのが凄すごく気になるんだけど」

　さっきからハアハアいってる隣となりが気になる。

「お気になさらず。これは単なる生理現象ですので」

「気にするよ！　あんた何でも有りなのかよ！　……おい待て、ありゃなんだ？」

　もう本当に、このおっさんどうしてくれようとゼスタに引いていた俺は、馬車の前方に黒い影かげを見つけ出した。

　まだ距きよ離りのある影を千里眼スキルで見てみれば……。

「……ゲッ、マンティコアがいるぞ。おいおっさん、迂う回かいしようぜ。ここに来る途中に脇わき道みちがあっただろ。あっちから回り込もう」

　前方に佇たたずんでいるのは、昔、俺に強きよう烈れつなトラウマを植え付けてくれたマンティコア。

　尻尾しつぽの先の毒針で、ケツに一ひと刺さしをくれようとする強敵だ。

　そんな、俺の天敵とも言える相手が遠目にこちらをジッと見ていた。

　これは、今いま更さら逃にげても手て遅おくれか……？

「いえ、このまま真っ直すぐ参りましょう」

　どうやって撒まこうか考えていると、ゼスタが平然と言ってのける。

「正気か？　アイツ、すげー強かったぞ。おっさんがどのくらい強いのかは知らないけれど……」

　俺が不安を込めて訴うつたえる中、ゼスタは速度を落とすどころかむしろ速め、急速にマンティコアに接近する。

「アクシズ教徒の力を今こそご覧にいれましょう。なに、マンティコアなど一ひと睨にらみです」

　やたらと強気なゼスタだが……。

「ええ……？　いやだって、マンティコアの一番ヤバいとこ知ってる？　アイツ、あの尻尾で一刺ししようとしてくるんだぞ。俺も危あやうく大人の階段登るところだったんだ」

　そんな俺の警告に、なぜか子供のように目を輝かがやかせた。

「望むところですな！」

「あんた今なんつった。これ以上の変態はダクネス以外に必要ないぞ」

「ま、待ってくれカズマ、そう言われるとちょっと心にクルものがあるのだが……」

　変態枠わくの自覚はあるのか、ダクネスがいつになく複雑そうな表情でゼスタを見て呟つぶやいている。

「大だい丈じよう夫ぶですよカズマ。この人は人間性はともかくとして、アークプリーストとしての腕うでは確かです。この私が保証しますよ」

「……本当に？　いや、お前がそう言うのなら任せるけどさあ……」

　やがて、マンティコアの表情がスキルを使わずとも目視出来る距離に近付くと、ゼスタとマンティコアの視線が一いつ瞬しゆんだけ交差した。

「…………じゅるっ」

「!?」

　視線を合わせた瞬間に唾つばを飲み込んだゼスタを見て、マンティコアはその顔を思い切り引きつらせて飛び立った。

「ああっ！　逃にげられた！」

「どういう事だよ！　何でマンティコアが逃げるんだよ！」

　ゼスタは飛び去っていくマンティコアを悲しげに見送りながら、

「アクシズ教では、相手が悪魔やアンデッドでさえなければ誰を愛しても赦されるのです。私はアクシズ教団最高責任者にして愛の伝道者。たとえ相手が魔ま獣じゆうでも、等しく愛を分け与あたえましょう。……ですが最近では、私と目を合わせるだけでなぜかことごとく逃げられまして……」

「いつも逃げられてんのかよ！　どんだけ嫌きらわれてんだよお前らは！　ていうかおっさん、本当に何でも有りなのかよ！」

　魔王も避さけるアクシズ教徒。

　以前聞いた事のあるその言葉を、俺はあらためて思い知った。

　と、俺がドン引きしていると、後ろから場ば違ちがいな会話が聞こえてくる。

「見てくださいダクネス、あそこで渡りガニが求愛行動を取ってますよ。ハサミで相手を挟はさみ込むのは愛情表現の一種らしいです」

「そ、そうなのか。というか、なぜめぐみんは急にそんな話を……」

　振ふり返ればめぐみんは、遠い目をしながら窓の外を眺ながめていた。

「おい、そんな話でごまかせると思うなよ！　お前、このおっさんの事は保証するって言っただろ！　今からアルカンレティアに行って別のヤツと取り替かえて来いよ！」

「私が保証すると言ったのはアークプリーストとしての腕についてです、人間性においては保証なんてしてませんよ！　取り替えがきくのなら私だって取り替えたいですよ！」

「お二人とも、それ以上続けるおつもりならば私にも考えがありますぞ。若い男女の口を私の口で塞ふさぐぐらい、造作もない事なのですぞ」

　ゼスタの脅おどしを受けた俺達は即そく座ざに黙だまる。

　そんな俺達を横目に、ゼスタはしょんぼりと肩を落とし、呟いた。

「私はアクシズ教徒の一人として、願わずにはいられませんな。……いつの日か平和な世の中が訪おとずれたなら……。種族や男女の垣かき根ねすら無くなりますように、と……」

「いい話風にまとめてるけど、あんたが言うとちっとも賛同出来ねえぞ！」

　アクシズ教徒はどいつもこいつもこんなんばっか！

　元もと締じめのアイツに追い付いたら、絶対文句言ってやる──!!
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　アルカンレティアの街を出て、それからしばらく経たったのだけど……。




「流石さすがアクア様です、素す晴ばらしい支し援えん魔ま法ほうでした。ありがとうございます」




　私の支援魔法を受けた魔ま剣けんの人が、あっさりとマンティコアを斬きり伏ふせお礼を言った。

　確かに支援はしたけど、ほとんどこの人の魔剣のおかげだと思うんですけど。

　マンティコアなんて上位のモンスターも倒たおしてしまうのは凄いと思うの。

　これがカズマさんなら、きっとオーガ相手ですらわあわあ言いながら逃げ惑まどって、小こ技わざでごまかしながら泣いて私の助けを求めるんじゃないかしら。

「どういたしまして。怪け我がした子はいない？」

　一応は確かく認にんしながら皆を見るも、まあ、もちろん怪我人なんていないんですけど。

　毎回一瞬で戦せん闘とうが終わるから、傷を負う間もないんですけど……。

「大丈夫ですアクア様、あなたの加護のおかげか、今回も怪我人は出ていません。お心こころ遣づかいに感謝します」

　楽しげにそう言って、爽さわやかに笑う魔剣の人。

　イケメンですね。

　いつも昼過ぎまでゴロゴロしてるせいで、しょっちゅう後ろ髪がみに寝ね癖ぐせが付いてたり、ひねくれた精神が目つきにまで表れてる誰かさんと大違いだわ。

「キョウヤ、ご苦労様ー。アークプリーストとアークウィザードがいると、ほんと楽ね！」

「うんうん。お陰かげであたし達、出番がないもん」

　槍やり使いの女の子と盗とう賊ぞくの女の子が魔剣の人を口々に褒ほめる。

　褒められたお返しとばかりに魔剣の人が頭をポンポンと撫なでてやると、二人は頰ほおを赤らめた。

　以前ダクネスの頭をなんの脈みやく絡らくもなく撫でてニコッと笑いかけたカズマさん。

　その後ダクネスに、人の髪のセットを乱しておいて何をニヤけてるんだと怒おこられ、話が違うと凹へこんでいたカズマさん。

　そんなカズマさんに、ここに撫でポ職人がいるわと教えてあげたい。

　頭を撫でただけで女の子の頰を赤く出来るのは、イケメンだけの特とく殊しゆスキルです。

「このメンバーなら魔王が相手だろうと怖こわくないですね。アクア様、行きましょう！　そしてこの世界に平和を取り戻もどすんです！」

「あ、はい」

　爽やかに笑いかけてくる魔剣の人に、勢いに吞のまれて適当に返事していると、何もない空間に向け、ブツブツと呟いていたゆんゆんがやって来た。

「聞いてくださいアクアさん！　アクセルの街のウィズさんから、カズマさんが私達を追って旅に出たという連絡が来ましたよ！」

「ほう」

　ゆんゆんがブツブツ言っていたのは、脳内友達と会話してたわけじゃないみたいで安心する。

　それにしてもカズマは相変わらずね。

　心配しないように良いい感じの書き置きを残しておいたのに、結局追い掛かけて来るだなんて、カズマはまったく。

　年上でお姉さんな私に頼たよりたいのは分かるけど、いい加減しっかりして貰もらわないと。

「アクアさん、何だか嬉うれしそうですね」

「それほどでもないわ。それで？　追って来ているのはカズマだけかしら？」

「いえ、ダクネスさんやめぐみんも一いつ緒しよらしいです。えっと、私が街を出る時、他ほかの冒ぼう険けん者達も心配してましたよ？　アクアさんに会ったら、皆みんなで泣くまで説教してやるって言ってました。特にめぐみんがカッカしてましたよ」
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「……そーですか」

　めぐみんがカッカしてるのが気になるわ。

　一番仲間想おもいだから怒ってるんだと思いたいけど、分からないわね。

　私が入った後のお風ふ呂ろの残り湯に浸つかっていると、水の女め神がみの加護で私みたいなスタイルになるわよとめぐみんをからかったら、のぼせるまでお風呂に浸かっていたわね。

　ひょっとしてその時の事をまだ恨うらんでいるのかしら。

　旅の途と中ちゆうで見付けた変な形の石をあげて、泣いて謝ったら許してくれるかしら。

　生息しているモンスターはなんかドンドン強くなるし、旅をしていると街や村に着いた時にしかお風呂に入れないし、夜はアンデッドにたかられるしで、正直ちょっと帰りたいのだけれど。

　というかもう既すでに、旅に出た事を後こう悔かいしてるんですけど。

　セシリーに見み栄えを張ってここまで来たけど、そろそろ帰ってもいいんじゃないかしら。

「アレね、弱っちいカズマさんが私を追い掛けて旅する途中で、野の良らカエルか何かに食べられたりしないか心配だわ。スペランカーごっこが趣しゆ味みなんですかってぐらいにポコポコ死ぬカズマさんが、レベル一になった状態で、あの二人を連れながら無事に追ってこれるだなんて思えないんですけど」

　だから、ここは一いつ旦たん引き返して……。

「大丈夫ですよ！　だってカズマさんは、ウィズさんやバニルさんに連れられて、ダンジョンへレベル上げしに行ったそうです！　色んなスキルを覚えて覚かく醒せいしたとの事らしいです！　……ところで、スペランカーごっこってなんですか？」

　………………。

「ねえ、何それ私聞いてないんですけど！　カズマが覚醒とか何言ってるの!?　色んなスキルを覚えてって、なに!?　私、何だか仕事を取られる嫌いやな予感がするんですけど！　カズマには、覚醒だとかそんな格好良いイベント似合わないわ！　いつまで経っても雑ざ魚こモンスターに苦戦しつつ、強敵相手には狡こすっ辛からい手で勝つのがカズマなの！　ねえ、私がいない間になんでそんな面おも白しろそうな事が起こっているの!?」

　ゆんゆんに食って掛かりながら肩かたを摑つかんで揺ゆさぶると、首をガクガクさせたゆんゆんが、

「わ、わ、私にっ！　そ、そ、そんな事言われてもっ！　アクアさん、揺らさないで下さい、私はカズマさんが修しゆ行ぎように行く前にアクアさんを追って来ちゃったので、詳しよう細さいは知らないんです！　魔法での遠えん距きよ離り通信は色々制限があるもので……！　アクセルの冒険者総そう掛がかりで、カズマさんを鍛きたえたりスキルを教えたらしい事は分かったんですが……。で、スペランカーって……」

　私は摑んでいたゆんゆんの両肩を離はなし、そのまま深く考え込む。

　あの雑魚いカズマさんが覚醒？

　覚醒だとか目を輝かがやかせながら言っちゃう辺り、やっぱりこの子もめぐみんと同じ種族なのねと実感する。

　腕うでを組んで悩なやみ出した私に、何がそんなに気になるのか、スペランカー……と、ぽそっと寂さびしそうに呟つぶやくゆんゆん。

　……というか、私が真ま面じ目めに魔王退治の旅に出ている間に、街の皆でそんな楽しそうなイベントを？

　これどうしてくれようかしら、何だか私、凄すごく蚊か帳やの外なんですけど。

　私はしばらく悩んだ末……。




　魔王退治を諦あきらめる事にした。




「帰りましょうか」

「何を言い出すのですかアクア様!?　アクア様は、今がチャンスだとおっしゃったじゃないですか！　魔王軍が王都や街を襲おそいに行き、城の守りが薄うすくなる今が好機だと！　大だい丈じよう夫ぶです、ボクを信じて下さい、きっと魔王を倒して見せますから！　というか、そんなにあの男の事が心配なんですか!?」

　突とつ然ぜん詰つめ寄ってくる魔剣の人。

　いきなり近くに来られると、流石にちょっと怖いんですけど。

　ビクビクする私と詰め寄る魔剣の人の間に、ゆんゆんがさり気なく体を入れた。

「落ち着いて下さいミツルギさん、その、魔王城に行くのはカズマさん達が追い付くのを待ってからでもいいんじゃないですか？　乗り込むにしても戦力が増えますし、アクアさんもその方が安心すると思いますし」

　流石紅魔族、賢かしこい、凄く賢い。

　ゆんゆんの背中から顔を覗のぞかせ、それは良い考えだとうんうん頷うなずく私に向けて、魔剣の人がちょっと寂しそうな顔をした。

　魔剣の人は、そのままクルリと背を向けると。

「……先を急ぎましょう。アクア様、あの男が心配なのは分かりますが、世界の命運が懸かかっているんです。今回の旅の目的を思い出して下さい。魔王城が留守になるこの好機に、世界中の弱者を救うため、魔王との戦いを終わらせるために立ち上がったのでしょう？　……大丈夫です。ボクがずっと傍そばに付いていますから……」

　と、そんな漫まん画がの主人公みたいなセリフを言った。

　どうしよう、何だか凄く温度差がある気がするわ。

　私、いつから世界中の弱者を救うために立ち上がったのかしら。

　アクシズ教徒であるセシリーには、確かにちょっとそんな事も言った気がするけど、本当にそんな理由で旅に出た記き憶おくは無いのだけれど……。

　それを聞いた取り巻きの女の子二人は、複雑そうな表情を私に向けた。

　魔剣の人は、昔流行はやった鈍どん感かん系なのかしら。

　二人に対する自然な仕草での頭撫でを見た感じ、魔剣の人は無意識系のたらしね。

　そういえば、ゆんゆんにもこの旅の間に、ボクの事はキョウヤって呼び捨てでいいよと笑い掛けたりと、魔剣の人はハーレムに取り込もうと頑がん張ばっていた。

　でも当のゆんゆんは、魔剣の人に話し掛けられる度たびにビクッとしたり、頑かたくなにミツルギさんと呼んでいるところを見ると、ハーレム入りは難しそう。

　魔剣の人は背を向けたまま。

「ボクは何があってもあなたを守ります。アクア様の一番頼りになる鎧よろいになります。立ち塞ふさがる敵を切り裂さく、最強の剣けんになります。ですからどうか、あの男よりも、ボクを頼ってくれませんか……？」

　と、そんな、主人公みたいなセリフを言った。

　なんだか盛り上がってるみたいだし、口を出すつもりもない。

　でも一つだけ訂てい正せいさせて貰わないと。

　──一番頼りになる鎧はダクネスです。




　──それから、また何日かが経たった。

「アクアさん、元気ないですね？　アルカンレティアの街を出てから、なんだかその……」

　馬車の荷台で揺られながらぼーっとしていると、ゆんゆんが話し掛かけてきた。

　ちなみにこの馬車は魔ま剣けんの人の持ち物らしい。

　さすがチート持ちはお金持ちですね。

「元気が無いことはないわよ？　なんていうか、順調よね。以前カズマ達と旅していた時はもっとこう、波は瀾らん万ばん丈じようというか、毎日が危き機き一いつ髪ぱつ的な旅だったんだけれど。もちろんそれが良いって事は無いけど、でも、なんていうかその……」

　……つまらない。

　そう、なんだかつまらないわ。

　ダクネスがモンスターの群れに突つっ込んで袋ふくろ叩だたきにされ、それをカズマが半泣きで助けに行き、めぐみんが爆ばく裂れつ魔ま法ほうで吹ふき飛ばして、高貴な私が傷付いた皆を回復魔法で優ゆう雅がに癒いやし、事態を収しゆう拾しゆうするのがいつもの流れだったはずなのだけれど。

　もちろん、旅が順調なのは楽ちんでいい。

　モンスターと遭そう遇ぐうしても、現れた瞬しゆん間かんに魔剣の人に大半が倒たおされて、残ったものもゆんゆんの魔法で一いつ掃そうされる。

　魔剣の人の仲間の二人も、出番が無くてなんだか退たい屈くつそうにしていた。

　まさか旅が順調でつまらないとも言い出せず、黙だまり込んだ私にゆんゆんが。

「あ、そういえば、こないだ立ち寄ったアルカンレティアの街では、何をしていたんですか？　セシリーさんに言われて、アクシズ教団の教会に足を運んでいたみたいですけど」

「ああ、あれ？　あれはね──！」




　──その後も旅は順調だった。

　魔王の城へと向かう道中、魔王軍との前線基地の役割も果たしている、小さな村々に立ち寄りながら旅を進めて行く。

　そんなわけで、魔王の城にかなり近い、半ば砦とりでと化している村の酒場で休きゆう憩けい中なのだけれど……。

「ねえ、来ないんですけど。私が旅に出てからもう何日も経ってるのに、カズマが追い付いて来ないんですけど」

「そ、それはその……。きっと私達が順調だから、なかなか追い付けないんじゃないでしょうか……。ミツルギさん、やっぱり少しだけでも待ってあげるっていうのは……」

「……ダメだよ。こうしている間にも、魔王軍による侵しん攻こう計画は着々と進んでいる。というか、そろそろアクセルの街が襲しゆう撃げきを受けていてもおかしくない頃ころじゃないかな。そうなれば街の住人にも大きな被ひ害がいが出るだろう。今後、こんな犠ぎ牲せいを出さないためにも、一刻も早く魔王を倒さないと。……それに、アイツは一度アクア様を追うのを諦めたダメ人間だ。魔王の事は任せると言って……！」

　魔剣の人はそう言いながらギュッと拳こぶしを握にぎり締しめた。

　なんていうか温度差があり過ぎて反応に困るんですけど。

　この人ってば凄くファンタジー世界の主人公してるわ。

　というか魔剣の人は、そんなにカズマの事が嫌きらいなのかしら。

　そりゃあ、捻ひねくれてて働かなくて街でも悪名高くて、女相手でも遠えん慮りよ無く叩いてくるしやられたらやり返すし、エロいくせにヘタレだし弱いくせに強気な時もあれば、権力に媚こびへつらったり、かと思えば権力者のコネも平気で使ってみたり……。

「……ねえゆんゆん、困ったわ！　カズマのフォローをしてあげようと思ったのに、ビックリするぐらい悪いとこしか浮うかばないの！」

「ア、アクアさん、そんな事は口に出しちゃいけませんよ、カズマさんが聞いたら泣きますよ!?」

　それを聞いていた魔剣の人が、苦く笑しようしながら席を立つ。

「アクア様はゆっくりしていて下さい。ボクは、これから魔王の城へ向かう道の詳細を、村の人達に聞いてきますから」

　そう言って、魔剣の人が酒場を出て行く。

　同じテーブルにいた二人の女の子も、魔剣の人を追って行ってしまった。

　…………。

「……悪いところはたくさんあるけど、良いいところだってちょっとはあるのよ？　皆みんなが無理難題押し付けても面めん倒どう事を起こしても、最後には、しょうがねえなあって言いながら、なんとかしてくれたり。最後に頼たよりになるのは、何だかんだでカズマだったり」

「そ、それは、もうちょっと早く言ってあげてください」

　ゆんゆんが、私の隣となりで言ってくる。

　……つまらない。

　旅は順調で困難もなく、特に目立ったトラブルも無い。

　ちょっと道中の村々で小さなトラブルがあったけど、どれも些さ細さいな事だった。

　そう。

　今だって頭に水の入ったコップを載のせて、宴えん会かい芸発動の構えを見せても……。

「ア、アクアさん、皆見てますよ!?　女の人がそんなバカな格好しちゃダメですよ！」

　こうして、ちゃんと突っ込んでくれるのもゆんゆん一人。

　以前、魔剣の人の前でこんな事をした時は、ニコニコしながら私を眺ながめているだけで何も言ってくれなかった。

　どこかの短気な誰だれかは、私が何かやらかす度に、キレのある突っ込みを入れてくるものなのだけれど。

　酒場中の注目を集めた私は、小さな種を親指で弾はじき、頭の上のコップに投入すると──




　──酒場を後にした私の後ろを、ゆんゆんが慌あわてて追って来た。

「ア、アクアさん、どうしましょうか、この大量のおひねりは……！　ていうか、良いんですか？　凄い盛り上がりだったのに、放ほうって出てきちゃって……」

「いいのよ。ていうか、おひねりは要いらないわ。私は芸人じゃないので、それを受け取る事は出来ないの。アクシズ教会は無いかしら。おひねりは、そこに寄付を……」

　と、私がキョロキョロと辺りを見回していると、そこに人ひと集だかりを見つけた。

　どうやら村の人達が、貯水池の周りに集まっているようだ。

「どうしたんですかね？　何だか良くない雰ふん囲い気きですが」

「ちょっと行ってみましょうか。水の事で困っているのなら私の出番じゃないかしら」

　そう言って近寄る私を、ゆんゆんが慌てて止めた。

「ま、待って下さい、その、まずは私が行って何があったのかを聞いてきますから！　ほら、アクアさんって毎回毎回、何かしらの事に巻き込まれてますし、きっと今回も……！」

　ゆんゆんは心配性しようね。

　でも、そのゆんゆんの姿はなぜか、頼たのむから余計な事はすんなと慌てて止める、カズマの姿と重なった。

　慌てるゆんゆんを見てると、なぜか少しだけやる気が出てくる。

「私を誰だと思ってるの？　ゆんゆん、大丈夫よ。水のトラブルならアクシズ教！　そして、アクシズ教のアークプリーストの私に掛かかれば、これはもう解決されたも同然じゃないかしら！」

「アクアさん、私、既すでに嫌いやな予感しかしませんから！　ああっ、待って下さい！」

　私は意い気き揚よう々ようと人集りの方に歩いて行くと、居並ぶ人達に声を掛けた。

「何か水の事で困っているのかしら？　私は通りすがりのアクシズ教アークプリーストよ。水といえばアクシズ教！　アクシズ教を、よろしくお願いします！」

「ア、アクシズ教！」

「お、おい、あのアクシズ教徒かよ、関かかわらない方が……」

　私の言葉に、周囲の人達が畏い敬けいの目で私を見てくる。

　でも畏敬の視線の中に、怯おびえた視線も交ざっているのはなぜかしら。

　やがて集まっていた人達は互たがいに肘ひじで突つつき合い、一人の男の人が私の前に。

「その、実は村の貯水池がこの有様でして。どうも、池が汚お染せんされたらしく、ブルータルアリゲーターの子供がそこかしこに住み始めているんですよ。このモンスターは退治すると、強きよう烈れつな毒素を周囲に撒まきます。なので、迂う闊かつに手が出せないんです。水の浄じよう化かを行えば、綺き麗れいな水を嫌うこいつらは離はなれていくと思うんですが……」

「そう。それは大変ね。では、私はこれで……」

「アクアさん、どこに行くつもりなんです!?　先ほどの勢いはどうしたんですか!?」

　そそくさと立ち去ろうとする私の腕うでを、ゆんゆんが慌てて摑つかんできた。

「ゆんゆん、離して！　私、あのワニには嫌な記憶があるの！　ゆんゆんの言った通りだったわ、私も急に、ろくな目に遭あわない嫌な予感が……！」

「わ、分かりました、分かりましたから、そんな慌てて走ろうとすると転びま……、あっ！」

「「「「ああっ！」」」」

　ゆんゆんに突とつ然ぜん手を離されて、私はもんどりうって貯水池の中に転げ落ちた。

「アクアさんごめんなさい！　すぐ引っ張り上げますから……、って、ああっ！　ブルータルアリゲーターが急にこっちに！　待って下さいね、緊きん急きゆう事態なので先にモンスターを退治します！」

「ま、待ってくれ！　退治してくれるのは有り難がたいんだが、貴重な水の汚染は困る！　本当に困るんだよ！」

「そ、そうだ！　ちょっとみんなで考えよう！　そうだ、竿さおか何かを持って来い！　あの姉ちゃんを引っ張り上げよう！」

　集まっていた人達がゆんゆんを慌てて止める中、水に浸つかった私に向けて、アリゲーター達が……、

「相談なんかしてないで、引っ張り上げるか退治するかして欲しいんですけど！　ていうか、どうしてワニが私に集まってくるの!?」

　意外と深い貯水池に胸まで浸かった私に向けて、ワニ達が真っ直すぐ近付いて来る。

　見れば私の周囲の汚よごれた水がドンドン浄化されている。

　このワニ達は綺麗な水を嫌うらしい。

　つまり、水を浄化する私を敵と認にん識しきしたらしく……！

　迫せまり来るワニを前にして、その場に居るはずもない頼りないニートの名を叫さけんでいた。

「わああああああーっ！　出て行ったのは悪かったから、お願い助けてカズマさーん！」




　　　　３




　──順調だった。

　本当に、今までの俺達の苦労はなんだったんだというぐらいに順調だった。

　ゼスタというモンスター除よけがいる事が最大の理由だが、トラブルメーカーがいないというのも大きいところだ。

　道中、小さな村に立ち寄る度たびに、ゼスタが俺と一いつ緒しよに風ふ呂ろに入りたがったり、同じ部屋で寝ねたがったり、軽快なセクハラトークを俺達三人に放ってくる以外には、大きな問題はなく旅は進む。

　道中、ハーピーやワーウルフ、果てはラミアやケンタウロスに到いたるまで。

　それらのモンスターに出で遭あう度一々我われを失って追い掛け回し、その全すべてに逃にげられるというゼスタの奇き行こうにようやく慣れ、アクシズ教徒こそ滅ほろぼすべき真の敵かもしれないと感じてきた頃、俺達は、とある小さな村に到とう着ちやくした。

　そこは魔ま王おう軍との前線基地の役割も果たしているのか、砦とりでのような設計がなされた村。

　住人達は各おの々おのが武装し、最前線ならではのピリピリとした気配を──

「……なんでしょうかこの村は。なんだか、ほんわかしたムードなのですが。緊張感が欠片かけらもありませんよ？」

　ピリピリした気配を、全く醸かもし出してはいなかった。

「どうしたんだろうな。もっと警けい戒かいしていてもいいはずなのに。ていうかこんな小さな村、いつ襲おそわれてもおかしくないだろ」

　と、その時だった。

　誰かの笑い合う声と共に、俺達の疑問に答えるかのような会話が聞こえてくる。

「いやあ、あのプリーストさんはなんていうか、まるで女め神がみみたいな人だったな！」

「まったくだ！　まさか、身を投げ出してこの村唯ゆい一いつの水源を浄化してくれるだなんて……！　今時珍めずらしく、出来た人だ！」

　…………。

「ちょっとすいません、その話をもっと詳くわしく聞かせて貰もらえませんか？」

　俺はくっちゃべっていた二人組に、平静を装よそおいながら声を掛けた。

　二人は突然話し掛けてきた俺に訝いぶかしげな視線を送るも、俺達の冒ぼう険けん者風の格好を見て、安心したような表情を浮かべ。

「いやね、この村の貯水池が汚染され、ブルータルアリゲーターが住み着いていたんだ。それを、通りすがりのえらく綺麗なプリーストが、凶きよう暴ぼうなアリゲーターの前にその身を挺ていし、池の浄化をしてくれたんだ」

　えらく綺麗なプリーストが、その身を挺して……？

「なんだ、人ひと違ちがいか……」

「そうですね。そんな立派なプリーストには心当たりはないです」

「うむ、別人だな。間違いない」

「わ、我らが神に無礼を働くと、代わりに天てん罰ばつを食くらわせますぞ？」

　即そく座ざに否定する俺達に、ゼスタが汗あせを垂らして突つっ込んでくる。

　このおっさんのこんな顔が見られるのは珍しい。

　と、もう一人の男が言った。

「青い髪かみをしたアクシズ教徒のプリースト様でな。まるで、転げ落ちるように自ら池に飛び込むと、悲鳴のような何かを叫びながら、みるみるうちに池の浄化を……」

「アクアだな。落ちたんだな」

「アクアですね」

「うむ、アクアだな。間違いない」

「あなた方は……。いえ、もう何も言いません……」

　微び妙みような表情を浮うかべるゼスタの視線を浴びながら、俺は池に転げ落ちたというバカの行方ゆくえを尋たずねた。

「ああ、そのプリーストか？　その人なら……。危ないから止やめておけって忠告も聞かず、数人の仲間と一緒に魔王の城の方へと向かっていったよ。つい、数時間前の事だな」

「「「数時間前……！」」」

　追い付いた！

　ていうか、数時間前？

　もうちょいだ、もうちょいじゃないか！

　こみ上げてくる喜びを隠かくしもせず、俺は嬉き々きとして……！

「……な、なんだよ。何をニヤニヤしてんだよ二人共」

「いいえ？　なんだか嬉うれしそうだと思っただけですよ。ここのところ、カズマの突っ込みや悪態にもキレがありませんでしたが、それがようやくいつも通りになるのかな、と思いまして」

「ふふ、よせめぐみん。素す直なおじゃないこの男の事だ、それを言うとまたヘソを曲げてしまうぞ？」

　この場で二人のパンツを剝はいで、ここまで送ってくれたお礼としてゼスタにくれてやろうかと一いつ瞬しゆん悩なやむが、今はそんな事をしている暇ひまは無い。

「よし、めぐみんはアクセルに帰ったらドレインタッチでちょこちょこ触さわって、三日ぐらい爆ばく裂れつ魔ま法ほう禁止令を出してやる。ダクネスは、鎧よろいの手入れに使っている油を定期的に天ぷら油に取り替かえてやるからな。よし、それじゃ、急いで追うぞ！」

「カカカ、カズマ!?　冗じよう談だんですよね？　いきなりそんな、えげつないキレを取り戻もどさなくてもいいんですよ!?」

「あ、ああ、そうだ！　そんな笑えない冗談は……。カズマ、冗談だよな？　じょ、冗談だと言ってくれ、この鎧には名前まで付けて大事にしてるんだぞ？　や、やらないよな？」




　　　　４




　ゼスタが鞭むちを振ふるい、ほとんど暴走と言っていいぐらいの速度で馬車を走らせる。

　魔王の城は、あの村から半日足らずで着くほどの距きよ離りにあるらしい。

　そんな近場に村があってよく滅ぼされないなと思ったが、それにも色々と理由があるらしい。

　魔王の配下には、食べ物ではなく人の精気や感情を糧かてにする者がいる。

　あの村は、それらのモンスターの餌えさ場ばでもあるのだそうだ。

　命を取られるほど精気を吸われるわけでもないため、村の人達はそれらの行こう為いを黙もく認にんしているらしい。

　あの村が存在する目的は、魔王軍との繫つながりを作るため。

　意外な事だが、魔王軍の中にも対話を望んでくる者もいるのだそうだ。

　地球においても、戦争している国同士でも、いざという時に対話が出来るよう外交のパイプを作っておくものらしい。

　血で血を洗う、凄せい惨さんな殺し合いでもしているのかと思えば、イザという時にこんな繫がりも作っておく。

　魔王軍というのは、ただの無法者集団というわけでもないのだろうか？




　──それから一体、どれだけの時間を駆かけたのだろう。

　魔王軍の事に思考を巡めぐらせていると、馬車が速度を緩ゆるめ始めた。

「……どうしたんだ？」

「参りましたな、馬が怯おびえております。どうやら、魔王の城が近いようですな」

　ゼスタの言葉に馬を見れば、速度を落として脚あしを止めた二頭の馬は、何かを恐おそれるように前へ進まない。

　参ったな、アクア達も馬車で来ていると思うんだけど、徒歩じゃ追い付けるはずもなく……。

　と、めぐみんがくいくいと袖そでを引いてくると、無言である方向を指でさす。

「……あいつらの馬車か？」

　そこにはミツルギ達が放置したのか、それとも他ほかの誰だれかの物なのか、馬を解放されたらしい馬車が、ポツンと取り残されていた。

　これがミツルギ達の物だとすれば、帰りはゆんゆんのテレポートで帰る前提で、馬を逃のがしてやったのだろう。

「多分この近くにいるな。よし、俺達も徒歩で追うぞ。きっとアクアの事だ、城を前にすれば怖おじ気けづいて何だかんだとモタモタしてる。……おっさん、助かったよ。ここまでで良いい。後は大だい丈じよう夫ぶだから、引き返してくれ」

「む？　私が一緒にいた方がなにかと助かると思いますぞ？　というか、魔王の本ほん拠きよ地ちに乗り込むなんて、そんな楽しそうな事に交ざれないのは寂さびしいのですが」

　まあ、色んな意味で頼たのもしいのは間違いないのだが……。

「俺達ならいざって時はテレポートで逃げられるからな。テレポートは一度に四人までしか転送出来ない。ゆんゆんと合流したとして、向こうのパーティーが五人組だ。こっちが三人だと、ちょうどテレポート二回で逃げられる。俺とゆんゆんが同時に使えばすぐ離り脱だつできるんだ。……緊きん急きゆう時に、おっさんを置いてっていいって言うのなら……」

「アルカンレティアにて、良い報告をお待ちしております！　それでは、私はこれで帰るとしますぞ！」

　手の平を返すゼスタに苦く笑しようしながら俺達は馬車を降りた。

　荷台に積んであった荷物を背負うと、全員が降りたのを確認して握あく手しゆを交かわす。

「じゃあなおっさん、セクハラはほどほどにな」

「私の存在意義が八割方無くなってしまいますよ。……皆みな様さま、ちょっとお待ちを」

　ゼスタは、御ぎよ者しや台だいの上から俺達に向けて手をかざし。

「『パワード』！　『プロテクション』！　……そして、『ブレッシング』！」

　ゼスタが、俺達に支し援えん魔ま法ほうを掛かけていく。

　筋力増加に防御力増加。

　最後の祝福の魔法はおまけだろう。

「それでは、皆様のご武運をお祈いのりしております。どうか、アクア様のご加護が有りますように……！」

　優やさしげな笑えみを浮かべたゼスタは、初めて聖職者らしい姿を見せると、馬を走らせ去って行った。

　アクアの加護って言っても、今からその本人を連れ戻しに行くんだけどな。

　どこか憎にくめないおっさんだと、去り行く馬車に手を振って見送っていると。

「……ああっ!?　荷物を確かく認にんしたら、下着が一枚無くなってます！」

「えっ!?　……ああっ、私もだ！」

　アクアを追い掛けるのに少しでも荷物を軽くしようと、中身を漁あさっていためぐみん達がそんな事を言い出した。

　……やっぱり、アクシズ教徒こそ殲せん滅めつするべきだと思う。




　──支援魔法の効果か普ふ段だんよりも体が軽い。

　大きな荷物を背負った俺は、軽快にアクア達を追う中でモンスターに出くわした。

　とはいえ、既すでに討とう伐ばつされたモンスターに、だが。

　上り坂になっている道沿いに、モンスターの亡なき骸がらが点々と転がっている。

　おそらく強きよう烈れつな魔ま剣けんの一いち撃げきを食らったのだろう、首を刎はねられたものや胴どう体たいを真っ二つにされた、グロいのが……。

「おいカズマ、まだ死体は柔やわらかいぞ。そう遠くない場所にアクア達がいる……！」

　モンスターの死体に手を当てて、ダクネスが小さく呟つぶやく。

　それを聞いためぐみんが、逸はやる気持ちを抑おさえられず早足になり、ダクネスがそれに続いて小走りになる中──

「待ってくれー！　荷物が、荷物が重いんだよ……！　置いてかないでくれ！」

「仲間との感動の再会なのに、なぜこの男は締しまりがないのでしょうか！　その大量の荷物は捨てていけばいいじゃないですか！」

「これを捨てるだなんてとんでもない！」

「ええい、貸せっ！　私がそれを背負ってやる！　まったく、たまに格好良いところを見せるかと思えば、なぜ決めるところで決められないのだ……、お、重っ!?　なんだこれは、体を鍛きたえる健康器具でも入れているのか!?　旅をするなら荷物は軽くしろ！　この中には一体何が入っているのだ！」

　ダクネスがそんな文句を言いながらも俺の荷物を背負ってくれた。

　情けない話だが、基本ステータスの差ってやつだ。

　と、坂を登り切った俺はその光景に……。

「……ま、禍まが々まがしいな……」

「……あ、ああ……」

　思わず漏もらした呟きにダクネスが小さく同意した。

　坂を登った俺達の前には、誰がどう見てもボスの城といわんばかりの、漆しつ黒こくの巨きよ城じようが広がっていて──

「カ、カッコイイ……！」

　杖つえを両手で抱だき締めながら、めぐみんが小さく呟いた。

　紅魔族の感性にはもう、ツッコミすら──




　と、その時、俺は唐とう突とつに思考を遮さえぎられた。




　居た。

　眼下に見える魔王の城のすぐ傍そばに、見慣れた青あお髪がみが遠くから確認出来た。

「み、見付けたーっ！」

「「!?」」

　突とつ如じよ叫さけんだ俺に二人が驚おどろき、俺が何を見付けたのかを把は握あくする。

　二人は俺の見る方に目を凝こらすが、遠視のスキルを使用している俺とは違ちがい、未いまだ確認出来ないらしい。

　アクアは、ミツルギ達を引き連れて魔王の城に近寄ると、オロオロしながらも何かを探さぐるように手を突つき出していた。

「アクアー！　おーい！　おーいっ!!　おいこら、アクアー！　……ああ、くそっ！」

　俺は小さく舌打ちし、背中から弓を取り出すと狙そ撃げきスキルで……！

「待て待て待て、おいカズマ、何をする気だ！」

「近くに矢を放つつもりなのだとは思いますが、一歩間違えるとアクアの頭にすこんと当たりますよ！　カズマの運の良さは知っていますが、アクアの運の悪さも知ってますから！」

　くっ、確かにそう言われると、俺もそんなオチになる気がしてきた。

　と、俺がまごまごしている間に、アクアのかざしていた手が光を放つと──

「げっ！　アイツ、中に入りやがった！」

　遠く見つめる俺の前で、アクアは結界に小さな穴を開け、そこからスルリと中へ入ってしまう。

　それに続いてミツルギ達もすかさず中へ。

　結界に開けられた小さな穴は、ミツルギ達がくぐり抜ぬけるとあっという間に塞ふさがってしまった。

　マズイぞ、結界の外から声が届くのか分からないが、これから走って行って間に合うのか!?

　そもそも魔王の城に見張りもいないってのはどうなってんだ、見張りが一人でもいれば、そいつらとミツルギが戦せん闘とうになっている間に追い付けたのに！

　それとも魔王軍の連中は、それほどまでにこの結界に自信があるのか？

　俺の隣となりでダクネスが、へたり込むように膝ひざを突く。

「……ここまで来て、間に合わなかったのか……？」

　杖をキツく握にぎり締めためぐみんが、泣き出しそうな顔でオロオロし。

「どどど、どうしましょう、こんな事なら一か八ばちかでカズマに狙撃させるべきでしたか!?」

　そんな物ぶつ騒そうな事を口走る中、突然アクア達の姿が搔かき消えた。

　おそらくは、ゆんゆんが光の屈くつ折せつ魔ま法ほうを使ったのだろう。

　これでは、いよいよアイツらを引き留める事が難しくなる──！

　焦あせりの表情を浮うかべながら、ダクネスがこちらを見上げ。

「な、何かあるよなカズマ？　こういう時こそ、とっておきというか、いつもの捻ひねくれ者の発想で……」

　おい、誰が捻くれ者だ。

「カ、カズマ……」

　不安そうなめぐみんも、本当に何か手はないのかといわんばかりに見上げてくる。

　……いやまあ、正直言って、手がない事もないのだが。

　でも、これを使うには勇気がいる。

　今までに築き上げてきた、安定した生活の全すべてを投げ出す、そんな覚かく悟ごが。

　──と、悩なやむ俺の姿を見て。




「ハハッ……」




　めぐみんが、泣き出しそうな顔で苦笑を零こぼした。

　いや、よく見れば目に涙なみだを溜ためて震ふるえている。

「お、おい、どうした？　諦あきらめんな、魔王の城に乗り込んで行っただけで、まだアクアは死んだわけじゃないんだぞ？　勝手に悲しんでると泣かれるからな？」

　冗じよう談だんめかして言ってみるが、めぐみんは歯を食い縛しばり。

「……いえ。もし私が上級魔法を覚えていたなら。もし私が補欠魔道士なんかではなく、一人前の紅魔族だったなら……、アクアの後を追えていたのかと思ったら……」

「……な、なんで？　結界を破は壊かいする魔法でもあるのか？」

　俺の言葉にめぐみんは、しょぼくれながら首を振ふると。

「紅魔族が好んで使う、ライト・オブ・セイバーの魔法があれば、あの結界を斬きり開けたかもしれません。あの魔法は、術者の力量によってはどんな物でも斬り裂さけるんです。もし、私がアレを覚えていたなら。もし、私がもう少し他ほかの魔法も覚えていたなら。本来、こういった結界破りは魔法使いの役目なんです。なのに私は常に意地を張り続け、一度も魔法使いらしい仕事をした事がありません」

　突然そんな事を言い出しためぐみんを、ダクネスが無言で抱き締めた。

「もしここに居たのがゆんゆんなら、ライト・オブ・セイバーで結界を斬り開くか、交信魔法でアクア達に呼び掛けられた事でしょう。他の紅魔族が居たのなら、城のモンスターに気付かれない程度の魔法を撃うって、アクアの注意を引けたかもしれません……」

　抱き締められたままなおも独白を続けるめぐみんの頭に、ダクネスがそっと手を置いた。

「それを言うなら、私も意地を張らずに攻こう撃げきスキルを取っていれば、もっと楽に冒ぼう険けんが出来ただろう。今までの冒険はもちろんだし、今回の旅だってもっとスムーズに進めて追い付けたはずだ。めぐみんだけじゃない、私だっていつも皆みんなを振り回している」

　恥はずかしそうにしながら、ダクネスまでが今いま頃ごろになってそんな事を。

　俺は、そんないじらしい二人を見ながら──




　こいつらは、なぜ急にこんな格好いいドラマを始めたのだろうと、このノリに付いていけずに戸と惑まどっていた。

　泣くほどの場面でもなければ今までの人生を後こう悔かいする場面でもない。

　このまま放ほうっておいてもミツルギが魔王を倒たおしてくれるかもしれないし、適当な雑ざ魚こモンスターに遭そう遇ぐうして、速攻で泣いて帰って来るかもしれない。

　さっきめぐみんは、自分の事を補欠魔道士と言っていた。

　紅魔の里から届いた補欠の欄らんに、自分の名前が載のっていた事を思い出したのだろう。

　いつものめぐみんであれば鼻で笑い飛ばすのだろうが、ずっと一いつ緒しよにいたアクアがいない事で、旅の間にストレスが溜まっていたのかもしれない。

　強く見えてもまだコイツはガキンチョなのだ。

　……いや、そのガキンチョ相手に色々やろうとした俺は何なんだという事になるのだが。




　──まったく。




　日頃あれだけ爆ばく裂れつ爆裂うるさいクセに、コイツは何を今頃になって後悔してやがるんだ。

　ダクネスもダクネスだ、何が、私が攻撃スキルを取っていれば、だ。

　まったくもってその通りだよ！

　お前が攻撃が当たるクルセイダーになってくれさえすれば、日頃からもっと楽に冒険出来たのだ。

　極きわめつけはあのアホだ。

　日頃散々好き勝手やるだけでは飽あき足らず、こんな所まで迎むかえに来させたかと思えば、目の前で魔王の城に入っていきやがった。




　どいつもこいつも、まったくもって、本当に──！




「……おいめぐみん。城を囲っているあの結界。アレを、爆裂魔法でぶっ飛ばす事は出来ないのか？」

「……無理です。どんな敵にもダメージを与あたえられる、純じゆん粋すいな魔力爆発を起こす爆裂魔法は、あの結界にもヒビを入れるだけなら出来るでしょう。ですが……」

　俺の言葉にめぐみんが、火力が足りないのです、と悔くやしげに呟つぶやいた。

　……未だしょぼくれるめぐみんに。

「つまり、一発では無理って事だろ？　何発も撃ち込んでみれば、なんとかならないか？」

「む、無理です。……あの手の結界は、時間が経たつと徐じよ々じよに修復されていきます。魔法を放ってすぐに魔力回復を図はかっても、次に魔法を撃てる頃には修復されているでしょう。そもそも、魔法を放った時点で魔王の配下がこちらへ来るでしょうし……」

「つまり、間を置かずに何発も放てば壊こわせるって事か？」

　めぐみんの言葉を遮さえぎり、俺は更さらに質問を浴びせかけた。

　食い気味のその言葉に、めぐみんは気け圧おされながらもコクリと頷うなずく。

「は、はい。でもアレほどの規模の結界ですから、一発や二発ではダメですよ？　アクアですら結界に小さな穴を開けるしかなかった代しろ物ものですから。それこそ、何十発も……」

「何十発、ぐらいでいけるんだな？　それだけ爆裂魔法が放てれば、あの忌いま々いましい結界を破壊出来るんだな？」

　更に食い気味に言う俺の言葉に、

「出来ます。あの結界を破壊するには……。三十、……いえ、二十も掛かからないでしょう」

　そこだけは自信があるとばかりに、めぐみんは力強く頷いた。




　──それが聞ければ十分だ。




「おい、どうしたんだカズマ。虎とらの子の爆裂魔法を使うのか？　それを使えば確かにアクア達も驚いて飛び出してくるかもしれないが、間違いなく魔王軍にも気付かれるぞ。それに、せっかくの切り札を……」

　俺に不安気に言ってくるダクネスに。

「ダクネス、俺の荷物を渡わたしてくれ」

　そう言って、預けていた荷物を受け取るために手を出した。

　ダクネスは眉まゆを悩ましげにひそめながら、背負っていたリュックを渡してくれる。

「そういえば、ダクネスには鎧よろいをあげたけど、めぐみんにはまだ何もあげてなかったな」

　俺はリュックの口くち紐ひもを解きながらめぐみんに笑い掛けた。

「えっ？　い、いいですよプレゼントなんて。私は、高価なプレゼントが無ければ一々不安になるような、そんな面めん倒どう臭くさい女ではないですよ？」

「あっ！」

　めぐみんが笑って言うと、ダクネスが小さく声を上げる。

「おいめぐみん、その言い方だと私が面倒臭い女みたいで……！」

「貰もらった鎧を後生大事に抱かかえて、暇ひまがあればニヤニヤしながら磨みがいているダクネスの事を、面倒臭い女だなんて言ってませんよ。むしろ可愛かわいいなと思います」

　赤くなるダクネスに、ニヤニヤしながら告げるめぐみん。

「まあそう言うなよ。せっかくお前にも高価なプレゼントを用意したんだ、良ければ受け取ってくれよ」

「……そ、そうですか？　べ、別に、そんなに気を遣つかわなくても……」

「そう言いながらも顔がニヤけているぞ。案外めぐみんも、面倒臭い女で……あっあっ！　髪かみを、髪を引っ張るのにそんなに味を占しめたのか!?」

　と、ダクネスにからかわれ揉もみ合いを始めた二人の前に、俺はリュックの中身をぶちまけた。




「「……………………」」




　ぶちまけられたそれを見て、ダクネスとめぐみんが動きを止める。

「やるよ。遅おくればせながら、めぐみんにもプレゼントだ」

　平然と言ってのけた俺の言葉に、めぐみんがブワッと汗あせを噴ふき出し、ダクネスが口をパクパクさせて震え出した。

「お、お、おお、おま……！　お前は、これがどれ程ほどの価値のある物なのか、ちゃんと理解しているのか!?　というか、これだけの品質の物をどうやって……！」

　貴族のお嬢じよう様さまで大金には慣れているはずのダクネスが、声を掠かすれさせ、喘あえぎながら尋たずねてくる。

「これの価値なら知ってるよ。おかげで全財産の大半が消し飛んだ。ほら、昔バニルに大金を巻き上げられた事があっただろ？　ダクネスの借金を返すために、色んな知的財産権を売った時だ。バニルが俺から得たその金で、ウィズが最高品質のマナタイトを大量に仕入れた事があったんだよ。ダンジョンで鍛きたえてもらう報ほう酬しゆうとして、旅に出る前にそれを全部買ってきた」

　その言葉にダクネスが、頭を押さえながらよろめいた。

「カカカカ、カズマ……！　こここ、これ……これ……！」

　めぐみんが、カタカタ震えながら俺のぶちまけた物に指をさす。

「聞いての通り最高品質のマナタイトだよ。お前、昔ゆんゆんからマナタイトを取り上げた時言ってたろ？　マナタイト結けつ晶しようは、魔ま法ほうを使う際の魔力消費を肩かた代がわりする物だって。一級品ぐらいの純度では、我が爆裂魔法の膨ぼう大だいな魔力を肩代わりなんて出来ません、って」

　俺の言葉にめぐみんが、今度こそ絶句した。

「そして確かこうも言ってたな。私ぐらいの規格外な大魔道士だと、これは無用な物です、って。……ほら、お前ぐらいの大魔道士に相応ふさわしい、最高品質のマナタイト。これ、全部やるよ」

　カランという音を立て、めぐみんが杖つえを取り落とす。

　その隣となりではダクネスが、額に手を当て空を見上げた。

「正気ですか？　その、これだけの品質のマナタイトだと、これ一つで小さな家が買えちゃいますよ？　これだけの量のマナタイトだと、全部合わせれば小さなお城が買えちゃいますよ？」

　めぐみんが掠れ声で言ってくるが、

「構わん、遠えん慮りよなく使え。あの城の結界に向かってぶっ放せ」

　俺がキッパリそう告げると、めぐみんは震ふるえる手で杖を拾い上げ。

「良いんですか？　本当に？　マナタイトは使い捨てですよ？　魔法を撃つと、これは消えて無くなっちゃうんですよ？」

　不安気な声で何度も確かく認にんしてくるめぐみんに、もう一度キッパリ告げた。

「構わん、やれ。俺の奢おごりだ、これ全部使い切ってやれ」

　その言葉にめぐみんは、今から起きる事を想像して熱に浮うかされたような顔になる。

「い、良いんですね本当に？　というか、爆裂魔法を連発すると間ま違ちがいなく城から敵が飛び出してきますよ？」

「飛び出してきたら、そいつらも爆裂魔法でぶっ飛ばせ」

　めぐみんがゴクリと唾つばを飲み込んだ。

「セレナが言っていた、魔王よりも厄やつ介かいだという最古参の元幹部も出て来ますよ？　世界最強の魔法使いというヤツが……」

　俺は片手を突つき出し、それ以上の言葉を遮った。

「相手が誰だれだろうが、鍛えに鍛えたお前の爆裂魔法の方が絶対にリーチは上だ。この長ちよう距きよ離りから城に向けてぶっ放せ。魔王だろうが配下だろうがホイホイ城の中に入っていったアクアだろうが、みんな、みんな、ぶっ飛ばせ！　いい加減色々あって、俺もストレス溜たまりまくってんだよ！　お前を補欠扱あつかいした紅魔族の連中に、ここで目に物見せてやれ！　金ならこれから稼かせげばいい。もうな、魔王だの家出だの何だのと、こうも一方的に色々やられると、心のちっちゃい俺には限界なんだよ！　というわけで、俺の代わりにあいつらに目に物見せてくれ！　俺をスカッとさせてくれ！」

「おおお、おいカズマ！　途と中ちゆう、ぶっ飛ばしてはいけない名前が入っていたぞ！　あと、一見カッコイイ事を言ってるようで、実は凄すごく他力本願な……」

　横から口を挟はさんでくるダクネスに俺は少しだけ赤くなって怒ど鳴なり返した。

「う、うるせー！　財力だって力の内なんだよ！　お前だって、お嬢の権力をちょこちょこ使ったりするだろうが！」

「なっ！　待て、お嬢の権力ってなんだ！　私は不当な権力の行使など……！　あ、あんまり……無い……かも……」

　徐々に小さな声になっていくダクネスを言い負かした俺は、二人を前に宣言した。

「あのアホを連れ戻もどしたら、今度こそ成り上がるぞ！　今の俺は色んなスキルが使えるエリート冒ぼう険けん者のカズマさんだ！　馬小屋でカエルを追い掛けていた頃を考えたら、楽勝ってもんだろう！」

　そんな、完全に開き直った俺に対し、めぐみんがふと顔を上げた。

　その紅あかい瞳ひとみは涙なみだを湛たたえ、一ひと滴しずくの涙がポロリと零こぼれる。




「任せてください。あなたから貰った贈おくり物は、大切に使わせて貰います。……今後私の人生において、今日は絶対忘れられない日になるでしょう。我われを差し置き、勝手に世界最強を名乗る魔法使い！　そんなものは、今ここで消し飛ばしてやりますとも！」

　そんな力強いめぐみんの宣言と共に、紅魔族の由来である紅い瞳が色いろ鮮あざやかに輝かがやいた。

　それでこそ俺達の火力担当だ。




「頼たのむぞ、最強の魔法使い」




　めぐみんが、堪こらえきれずにしがみついてきた。
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　魔王城を見下ろす高台に、聞き慣れた魔法の詠えい唱しようが響ひびき渡る。

「ああ……ああああ……。このマナタイト一つに、一体どれほどの価値があるのか……」

「うるせーぞ貧びん乏ぼう貴族！　お前は、城から飛び出してきた敵に鎧の呪のろいで突っ込んで行かないように、後ろの方で大人しく見てろ！」

「貧乏貴族!?　だ、誰が貧乏貴族だ！　以前から言っているが、当家は不当な搾さく取しゆをせず、節制を心がけているだけであって貧乏なわけではない！　というかお前は私を買った時といい今回といい、たまに金の使い方がバカになる！　これほどの量の高品質なマナタイトは、国家間の戦争ですら使われないぞ！」

「うっせー、金の使い方がおかしいのは俺だって良く分かってるよ！　でも、借金返してお前を取り戻した時も、今回も！　大金はたいて後こう悔かいした事なんて一度もないからな！」

「……そ、そうか。う、うん。分かった……」

　その言葉にダクネスが、照れたように下を向き、急に大人しくなった。

　……あれっ、こんな空気にするつもりじゃなかったんだが……。

「……私の一世一代の見せ場なのに、何をイチャついているのですか」

　照れながらチラチラとこちらをうかがうダクネスと妙みような空気を醸かもし出していると、マナタイトの山の真ん中に腰こしまで埋うもれ、幸せそうな顔をしていためぐみんが不満の声を口にした。




　──爆ばく裂れつ魔ま法ほうというものがある。

　習得の難しさはもちろん、魔法を使う際の魔力消費も凄すさまじく、なおかつ、その威い力りよくはオーバーキル過ぎて使う場所を選ぶため、コストパフォーマンスが悪すぎる魔法として名を馳はせた。

　しかしながら、まともに喰くらえば神や悪魔や魔王ですらも、あらゆる存在に必ずダメージを与あたえられるという、人類が扱える究極にして最強の攻こう撃げき手段。




「あなたから貰ったマナタイト。これで、どんな大魔法使いにも再現出来ないものをお見せします。今からあなたに見せるのは、私の人生における集大成。……今日のこの光景を、ずっと忘れないでくださいね」




　──ネタ魔道士と呼ばれ、からかわれ続けたアークウィザードがいる。

　一日一発しか魔法が撃うてず、どこのパーティーにも加入を断られ、同じ種族の仲間達にすら補欠扱いされたアークウィザードがいる。




「我が名はめぐみん！　アクセル随ずい一いちのアークウィザードにして、爆裂魔法を極きわめし者！　世界最強の魔法使いでも、悪魔やドラゴン、魔王ですらも！　みんなまとめて消し飛ばして見せましょう!!」




　バカにされ、からかわれ続けながらも最強を夢見たポンコツ魔道士は。




「『エクスプロージョン』────────ッッッッッ!!」




　その日、本当に世界最強の名を手に入れた。








あとがき






　この度たびは、『この素晴らしい世界に祝福を！』16巻を手に取っていただき、ありがとうございます、作者の暁あかつきなつめです。

　今巻はアクア少なめのシリアス（？）巻。

　人類を救うべくたった一人旅に出た女め神がみを追い掛かけるため、自じ堕だ落らくで臆おく病びような主人公が、大切な仲間のために本気で自分を鍛きたえ、勇気を振ふり絞しぼって魔ま王おう討とう伐ばつを決意する話となっております（今回も、多分大体合ってます）。

　今巻の最後のめぐみんですが、小説投とう稿こうサイトで書き始めた当初の頃ころから、ずっと書きたかった場面だったりします。

　未いまだにカエルが天敵のポンコツパーティーのクセに、しょっちゅう格上の相手と戦い続け、とうとう魔王を相手に喧けん嘩かを売る。

　そんな話が読みたくて自分で書き始めたこのすばですが、読者の皆みな様さまにはもう少しお付き合いいただければ幸いです──。




　そういえば、このすばの映画の公開まで後一ヶ月を切りました。

　このポンコツパーティーが劇場版とはまた随ずい分ぶん出世したなという感じですが、作者としてはなかなか感かん慨がい深いものがあります。

　ぜひ、巨きよ大だいスクリーンでのカズマ達の活かつ躍やくを楽しんでいただければ。

　そして秋頃には、自分が原作を務めております、プロレスラーが異世界で大暴れするペットショップ漫まん画が『けものみち』のアニメが放送される予定です。

　そちらの方もぜひぜひ、よろしくお願いいたします。




　というわけで今巻も、こうして皆様にお届けする事が出来ましたのは、絵師の三み嶋しまくろね先生を始め、担当さんにデザインさんに校正さん、そして編集部の皆様、関係者の方々のおかげです。

　そしてもうすっかり恒こう例れいとなっておりますが、これだけは絶対に言わなければならない事なので失礼して──。

　このシリーズに携たずさわってくれた方々と、そして何より、この本を手に取っていただいた全すべての読者の皆様に、深く感謝を！


暁　なつめ　　
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『アクセルの街の名物女神』









　夕飯の買い出しのためアクセルの街を歩いていると、知らないお姉さんにナンパされた。

「すいません、ちょっといいですか？」

　小さな瓶を抱えた女の人が、困った表情を浮かべながら。

「アクアさんのお仲間の方ですよね？　アクアのおいしい水が欲しいんですけど、今日は売ってないんですか？」

「すいません、ちょっと何言ってるのか分かりません」

　どうやらナンパされたわけではなかったようだ。

「いえ、いつもこの時間になるとアクアさんが、出したてホヤホヤのおいしい水を売ってくれるんですが……」

　アイツ、俺の知らないところでそんな事やっていたのか。

「ちょっと理由があって、アイツ、今この街にいないんですよ」

「そうなんですか……。アクアさんのお水を料理に使うと、うちの子がアレルギーを起こさないんで助かるのですが……」

　女の人は残念そうに言いながら、肩を落として去っていった。

　アイツが人様の役に立つとは珍しいな……。

　と、俺がちょっとだけ感心していると、ふと大通りの方から声が聞こえた。

「さあさあ、お代は見てのお帰りだよ！　王都でも一、二を争う大道芸人、このピエールが芸を披露するよ！」

　その声につられてそちらを見れば、結構な人だかりが出来ている。

「アクセルの街の住人といえば芸人泣かせで有名ですが、果たして私の芸は皆さんのお眼鏡に叶うでしょうか？」

　仰々しい口上と共に、ピエールと名乗った大道芸人がうやうやしく頭を垂れた。

　というかこの街の住人が芸人泣かせなんて話は初めて聞いたのだが……。

　と、パラパラとまばらな拍手を受けていたピエールが鞄を取り出す。

「さあ、まずは挨拶代わりだ！　この鞄の中から、なんと……」

　何かを言い掛けたピエールに向けて、目を輝かせた子供達が声を上げた。

「初心者殺しだ！　鞄の中から、鞄より大きい初心者殺しが飛び出すんだ！」

「違うよ、カラスの大群が飛び出すのよ！　それで、カラス達が編隊を組んで空に絵を描くの！　アクアお姉ちゃんがやってたもん！」

　突然跳ね上げられたハードルにピエールが動きを止める。

「……ああ、これは挨拶代わりのお菓子だよ。まだ芸をやるだなんて言ってないからね。この鞄はタダのお菓子入れだから。ほらお嬢ちゃん、飴をあげよう」

　鞄の中から取り出したお菓子でごまかしたピエールは。

「どうやら、ここのお客さん達は目が肥えていらっしゃるようだ！　ここは勿体ぶらずにいきなりの十八番！　なんと、物体消失マジックをお見せします！」

　ピエールの言葉と共に、バニーの服姿のお姉さんが隣に立った。

「物体消失って、まさか……」

「噓でしょ？　冗談でしょ？　まさか本気じゃないわよね？」

　表情を青ざめさせた野次馬達の反応に、ピエールが楽しげに声を上げた。

「おっと、反応は上々のようですね！　このお姉さんにマントをかけると、あっという間に消え失せます！　もちろんこのマントには、タネも仕掛けもありません！」

　ピエールのその言葉に、野次馬達から悲鳴が上がった。

「止めて、お姉ちゃんに何するの!?」

「こいつヤベーヤツだ！　冒険者かお巡りさんを呼んで来い！」

　悲鳴を上げる子供達、そして慌てた様子で警察を呼びに行った大人達を前に、ピエールも様子がおかしい事に気付いたようだ。

「な、なぜこんなに騒いでいるのか分かりませんが……。まずは芸を見てから判断していただきましょう！　さあ準備はいいですか？　はい、ワン、ツー、スリー！」

　ピエールがマントを被せたその瞬間、野次馬達が叫びを上げた。

　それと共に、被せられたマントがふわりと地に落ちて……。

「いやーっ！　お、お姉さんが！」

「消えた！　コイツやりやがった、とんでもねえヤツだ！」

「人を呼べ、犯罪者だ！　犯罪者がいるぞ！」

　パニックになった野次馬に、ピエールがいよいよ混乱する。

「ちょっと待ってください、これ芸ですって！　なんでこんな事になってるの！　何なのこの人達、さっきから反応おかしい！」

　狼狽するピエールの下に駆けつけた警察が、辺りの野次馬に事情を聴くと。

「……大道芸人ピエール。ちょっと署まで来てもらおうか」

「なんで!? おかしいだろこの街は！　芸を披露しただけで、どうして捕まらなきゃならないんだよ！」

「それはお前が女性を消失させたからに決まってるだろうが！　タネも仕掛けもなかったんだろう！」

「おかしい！　この街は何か色々おかしい！　タネも仕掛けもあるに決まってんだろ！　アレは、バニーの彼女がテレポートを使える魔法使いで……！」

　俺はピエールが連行される姿を見送りながら、なぜこの街の住人がこんな反応するのかに気が付いた。

　多分、本当にタネも仕掛けも無しに物質消失マジックが使える、芸の神様のせいだろう。

「何だ、タネも仕掛けもあるのかよ。やっぱ本物を見ちまうとなー……」

「なーんだ、テレポートか。ありきたりな手品だな……」

「そういえば、こういう時には呼んでもいないのに現れて、芸人の心をへし折っていくアクアさんが見当たらないな」

　アイツは本当に、俺の知らないところで色々な事をやらかしているようだ。

　水の販売に宴会芸。

　俺はアクアに関して詳しいつもりだったが、まだまだだったらしい。

　夕飯の食材を買い終えた俺は、そんな事を考えながら屋敷に帰ると……、

「あっ！　カズマ、ちょうどいい所に帰ってきました！　実はアクアが、酒場にツケを残していたらしく請求が……」

　アイツが帰ってきたら、もっとしっかり見張ろうと心に決めた。



















この素す晴ばらしい世せ界かいに祝しゆく福ふくを！16




脱だつ走そう女め神がみ、ゴーホーム！

【電でん子し特とく別べつ版ばん】
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